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第 四 章　理由








　一話　朝からイレーネさんと

　二話　夫婦の婚前交渉？

　三話　イレーネさんの後背騎乗位

　四話　行き倒れの少女

　五話　猫耳少女にフェラ指南

　六話　ニーナの貪りフェラ

　七話　猫耳少女に誘われて１

　八話　猫耳少女に誘われて２

　九話　ニーナの今後

　十話　机の下のエディス

十一話　バレないように

十二話　机の上で

十三話　エディスの気持ち









第 五 章　エロス教








　一話　ジュリーさんのお誘い

　二話　積極的なダークエルフ

　三話　ジュリーさんと６９

　四話　ジュリーさん連続絶頂

　五話　失神するまで

　六話　シスターマリエッタ

　七話　シスターのパイズリ奉仕

　八話　淫乱娘に馬乗り

　九話　シスターの処女卒業

　十話　マリエッタを開発

十一話　ニーナとイレーネさんのｗフェラ

十二話　二人のＷ騎乗位









第 六 章　使節団








　一話　シュゼットさんの帰還

　二話　シュゼットさんとソーププレイ１

　三話　シュゼットさんとソーププレイ２

　四話　シュゼットさんのお尻をほぐす

　五話　京の都のお嬢様ミオ

　六話　ミオさんの奇襲

　七話　パイズリフェラで腰砕け

　八話　ついに逆レイプされる

　九話　ミオさんの身体を教育する

　十話　差し伸べられた救いの手









書き下ろし短編　鬼の居ぬ間になんとやら
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　政務官としてこの街にやってきたシュゼットさんたちを相手に必死に説得し、何とか協力の約束を取り付けた僕。

　最初はこの街の人を『差別から逃げ出した臆病者』と思っていた彼女たちの冷えた心も、僕との関係で少しは暖められたのは良かったと思う。

　たとえ協力を頼めなかったとしても、それだけで僕にとっては収穫だった。

　交渉が終わると、シュゼットさんたちはイレーネさんの屋敷に泊まることになった。

　この街にはめったに人が来ないから、まともな宿屋もないんだ。

　だけど、彼女たちも屋敷での一晩を楽しんでくれたと思う。

　夕食はイレーネさんがお酒を持ってきて宴になったし、シュゼットさんは僕たちの知らない外の事情を話してくれたから、すごく勉強になった。

　深夜になると宴もお開きになってそれぞれ寝室に戻っていったけど、案の定というか僕は寝込みを襲われてしまった。

　真っ暗だったからほとんど誰が誰だかわからなかったけど、相手が一桁ではないのは明らかだ。

　もしかしたら、ちゃっかりメイドさんたちも混じっていたのかもしれない。

　昼間のこともあって疲れていた僕は、半分寝ながら犯されていたようなものだった。

　その間もアソコだけはしっかりと働いていたというから、自分で自分を恐ろしく感じている。

　こっちに来てから性的な能力が上がってきたのは自覚していたけど、我ながら末恐ろしい。

　そういう感じで夜は更けていき、やがて朝日が昇り始める。

　翌朝はイレーネさんと僕とシュゼットさんの三人が、イレーネさんの部屋で朝食を食べていた。

　食堂は政務官さんたちで一杯だった。

　食べ終えると、これから具体的にどうするかの話し合いだ。

「私は今日のうちに一旦中央へ帰ろうと思う」

　シュゼットさんが切り出す。

「私としては、もう少しゆっくりしていってもらっても良いのだけど。久しぶりのお客様だし」

「その申し出はありがたいが、やるとなったら早めに動いておきたいんだ」

　イレーネさんとしては折角仲間になった相手を精一杯もてなしたいらしいけど、僕もシュゼットさんの考えに賛成だ。

「シュゼットさんは中央で何を？」

「知り合いの役人に地方自治に詳しいやつがいる。そこから情報をもらって、この街が独立出来るか国に確認を取ってみるつもりだ」

「い、いきなり国に直訴するの？　それはあまりにも無謀じゃないかしら」

　心配そうな顔をするイレーネさん。

「だが、この国で一番強い権限を持っているのは政府だ。そこに認められれば、どこからも文句をつけられる心配はないだろう」

　シュゼットさんは食後の紅茶を一口飲んで続ける。

「もちろん、ただで認めてはもらえないだろうが、なるべく有利な条件を引き出すつもりだ」

　言うことはわかった。

　けれど、これには一つ問題がある。

「イレーネさんの街が、追い出された女性の集まった街だと知られると、シュゼットさんも上から目を付けられるんじゃ？」

「それは君の気にするところじゃないよ。それに、この街が正式に認められれば、ここの町役場にでも再就職できるだろ？」

　そう言ってこちらを見るシュゼットさんの顔に曇りはなかった。

　なら、僕たちは信じて待つしかない。

　シュゼットさんが持ち帰ってくる条件をクリアするためにも、心構えをしておかなければ……。

「……ふう、ごちそうさま。じゃあ私は行くとするよ」

「もうですか!?　早すぎません？」

「行動は迅速なほうがいい。何かわかったら連絡するよ。ああ、見送りは結構」

　シュゼットさんはそう言うと、止める間もなく出て行ってしまった。

　しばらくすると、屋敷の前に数台の馬車が回された。

　シュゼットさんたちはそれに乗り込み、街を去ってしまった。

　窓からその姿を見送った僕たちは、部屋のソファーに戻る。

「凄い人ね……いきなり国を相手どるなんて、私だったら受付の役人に追い払われておしまいだもの……」

「そんなことないですよ、イレーネさんはこの街を作ったじゃないですか」

　それだって簡単に出来ることじゃない。

　失敗に失敗を重ねてようやく街という形になったんだろう。

　それでも、五年で荒野に街を作るなんて、普通の人の十倍二十倍努力したはずだ。

　イレーネさんはもちろん、この街の女性ひとりひとりが。

「だから、あまり自分を卑下しないでください。僕が悲しくなります」

「トモくん……分かったわ。少しは自分に自信を持たないとね」

「イレーネさんなら大丈夫ですよ、最近は僕とのセックスも大胆になってきたじゃないですか」

　少し重たい空気だったので、茶化すようなことを言ってみた。

　だけど、これが失敗だった。

「……そう、じゃあもっと大胆にならなきゃいけないかしらね？」

　向かいのソファーから立ち上がり、僕の隣にやってくるイレーネさん。

　そして、僕が何か言う前に口を口で塞がれた。

「んっ、ちぷ、ちゅう……」

「ん、んん！」

　驚いて一瞬息が出来なくなった僕が反射的に引き離そうとしたけど、押さえ込まれてしまう。

　それから数分もの間、キスで口を塞がれてしまった。

「んぐっ、はぁはぁ……いきなり何を？」

「何をって、トモくんの言うとおり積極的に行動してみただけよ。それに、わざわざ気を遣わせてしまったのだからお返しもしないといけないわね」

　バレてたか……。

　頭を抱えている僕をよそに、イレーネさんは正面にしゃがみ込んでいた。

「トモくん、足を開いてくれる？」

「わかりました」

　自分の言葉が火種だし、僕は大人しく指示に従うことにする。

「ふふ、ありがとう」

　イレーネさんは僕の両足の間に入り込み、下に着ているものをずらす。

　少し太ももあたりが窮屈だけど、仕方ない。

「トモくんのおちんぽ、この状態だとまだ可愛いわね」

「可愛いとかは勘弁してください……」

「あら、ごめんなさい。でも、これが大きくなると女をひぃひぃ言わせる凶器になるのよね」

　凶器と言われるほど物騒に思われるのも少し心外だ。

　そうしているうちに、数分が過ぎてしまった。

　しかし、イレーネさんはいっこうに事を始めようとしない。

「イレーネさん、この状態で焦らされるのも辛いんですが……」

「あら、私はもう少し眺めていても良いのだけど？」

　イレーネさんは僕を見ながらニコニコとしている。

「してほしいことがあるなら、ちゃんと口で言わないと通じないわよ？」

　この人は……自信を持ってとは言ったけど、方向性が違い過ぎないかな？

　でも、実際このまま焦らされるのも辛いし、言うしかないか。

「あー、その……」

「なにかしらぁ？」

　イレーネさんは目を輝かせて僕の言葉を待っている。

　それに、いざ素面で言うとなると妙な恥ずかしさが出てきてしまう。

　けど、ここで言わなきゃ進まないぞ。頑張れ。

　何か良く分からない勢いのまま自分を焚きつけた僕は、イレーネさんの目を見て要求を告げる。

「イレーネさん、ボクにフェラしてください」

「うふふ、喜んで」

　そう言うと、彼女は僕の肉棒を口に咥える。

「ちゅ、じゅる……あら？」

　ところが、数秒もしないうちに顔を上げてしまう。

「あの、なにか？」

「トモくん、夕食の後で誰かとセックスした？」

「えっ、それは……」

　その言葉に思わずどきっとする。

「昨日は昼間に政務官たちともセックスしたんでしょう？　疲れているのに、あまりし過ぎちゃだめよ」

「は、はい。気をつけます」

　確かに女性に眠りながら犯されるというのもやり過ぎ……いや、やられ過ぎな気もする。

　過労で倒れて、原因がセックスのし過ぎなんて言われたら目も当てられない。

「私からも注意しておくわ。疲れているなら、今は止めておこうかしら？」

「それはイレーネさんに悪いですよ、僕は大丈夫です」

「ふふ、優しいのね」

　イレーネさんがまたフェラを再開する。

　もう慣れたものだから、僕の弱点も知られてしまっている。

　その気になれば数分とかからず射精させられてしまうけど、今はじわじわと性感を高められている。

　少し物足りなくなった僕は彼女にお願いをすることにした。

「イレーネさん、おっぱい出してくれますか？」

「もちろん、いいわよ」

　服をずらして胸を露出させる彼女。

　僕はすこし前屈みになって、そこに手をのばした。

「やっぱり柔らかいなぁ」

「逆にトモくんのおちんぽはガチガチだから、バランスが取れてるのかしら？」

　思わずこぼれ出た言葉に、イレーネさんが茶化すように相づちを入れる。

　少し恥ずかしく思うけど、それだけ打ち解け合っていると考えると嬉しくも思う。

「……じゅるる、ずぼぼぼ」

「うっ……」

　考え事で飛んでいた意識が、下半身からの快感で引き戻される。

　今までゆっくりとした責めだったものが、僕に射精させようと激しいものに変わったのだ。

「じゅぽっ、じゅぽっ、じゅぽっ」

　卑猥な音を立てながら、イレーネさんが頭を振る。

　僕はその快楽を感じながら、彼女のおっぱいをぐにぐにと揉む。

　与えられる激しい快感と自分から掴んでいる幸せな感触。

　その二つで脳内が埋め尽くされているかのように感じる。

「イレーネさん、そろそろ限界です」

「いいわ、イって。私に精液たくさんちょうだい！」

　ブビュウゥ、と今日一発目の精液がイレーネさんの口内を蹂躙する。

「んん！　んぐっ、んぐっ」

　発射されたそばから精液を飲み込む彼女。

　僕は未だにおっぱいを揉みながら、最後まで性感を高め続ける。

　長い射精の後、お互いに身体を離して目を合わせる。

「トモくんの精液、とても濃くていっぱいだったわ。最高よ」

「イレーネさんも一回ごとにフェラが上手くなってますよ」

「そう言ってもらえると嬉しいわ」

　そこでイレーネさんが立ち上がり、下着を脱いで僕にまたがってくる。

「ねえ、トモくん。こんなに濃い精液を飲まされて、私のお腹がうずいてきちゃったの」

　そのまま、耳に口を寄せるようにして囁かれる。

「だから、こんどは私のおまんこに精液ちょうだい？」

　どうやら、本番はこれからみたいだ。

　僕はそれに了承するように、彼女の腰に手を回した。
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　僕の行動を了承の合図と受け取ったのか、イレーネさんがソファーの隅を片手で弄る。

　そして、僕の身体を押し倒した。

「う、うお!?」

　背もたれで止まると思っていた僕は、床と水平になるまで倒されたことに驚いて声を上げる。

　見ると、ソファーの背もたれが倒れて簡易なベッドのようになっていた。

　元の世界ではよく見た、リクライニング機能だ。

　だけど、こっちで見ることになるとは。

「びっくりさせちゃったかしら？　実は、職人に頼んで細工してもらったの」

　僕の顔を見て面白そうに説明するイレーネさん。

「いつの間にこんなものを……もしかして、僕とのために？」

「わざわざ寝室まで移動する手間が省けるでしょ？　大人が数人乗ってもびくともしないのよ」

「それは凄いですが……」

　実際に体重をかけてみるけど、少しも揺れない。

　これだけの物をエロい目的で作り出したのだと思うと、感心を通り越して、若干呆れも混じり苦笑いをする。

「これで場所は確保できたわ。さあ、続けましょう？」

　イレーネさんはそう言って腰を擦りつける。

　どうやら、服は脱がないでそのままするらしい。

　これはこれで興奮するから、ありかもしれないな。

　みんなに尊敬されている町長のイレーネさんが僕の上におっぱい丸出しでまたがっているという光景は興奮を誘う。

「このままイレーネさんが動いてもらえますか？」

　先ほどイレーネさんに言われてから気付いたけど、思っていたより疲れが溜まっていたらしい。

　僕が上になっても、イレーネさんをイカせるまでにスタミナが切れてしまうかもしれなかった。

「もちろんよ、トモくんは気持ちよくなるだけで良いわ」

　そう言うと、彼女は肉棒を持ち上げて自分から挿入を始める。

　肉棒が膣口に当たったところでくちゅ、という音がする。

　すでにフェラで濡れていたらしく、挿入はスムーズだった。

「あんっ、やっぱりトモくんのおちんぽ凄いわ……入れてるだけでイっちゃいそうよ」

　そのまま最後まで腰を落す。

　僕の胸に手を置いて、荒く息をするイレーネさん。

「イレーネさんの中も良いですよ、ぴったりとくっついてきて……」

　まるで、本来そう作られていたかのような一体感がする。

　膣奥まで挿入されて亀頭部分が子宮口に触れるところまで行くと、まるで密封したかのように膣内が密着してくるんだ。

「だって、私はもうトモくんの専用だもの。何回もセックスしているうちに馴染んでいったのよ」

　そう言われると、改めてイレーネさんに認められて一緒になっているという実感がわく。

　それと同時に、じっとしたままの状況がもどかしく感じられた。

「イレーネさん、僕もう……」

「わかっているわ、私も我慢出来ないもの」

　僕の言葉に彼女も同意する。

　早速、イレーネさんは腰を振り始めた。

　彼女の身体が上下に動き、それに合わせて露出された胸が大きく揺れる。

　上下に、あるいは互いにぶつかって左右にゆれるおっぱいは、見ているだけでもその柔らかさが伝わってくる。

　実際にその感触を知っているだけに、余計に興奮した。

「イレーネさん、凄い締めつけですよ」

　膣内のほうも、彼女が動きだしたことによって変化していた。

　それまでぴったりとくっついていた膣壁が、肉棒をマッサージするように動く。

　特に、カリ首のところがズリズリと削れて気持ちいい。

　まるで膣だけ別の生き物のように激しい動きでしごかれると、一気に射精まで上り詰めてしまいそうだ。

「トモくん、イキたくなったら我慢しないで。私にトモくんがイクところ見せて？」

　僕の肉棒の動きを感じ取ったのか、イレーネさんが言う。

　その緊張が解けきっている笑顔は、僕だけに向けられているものだ。

　そう考えると、嬉しさや支配欲やらが合わさって感情が高まり、もうダメだった。

「そんなこと言われたら、僕もう……！」

　僕の言葉に、イレーネさんが深く腰を下ろし、肉棒が最奥まで挿入される。

「はぁはぁ、トモくん！　トモくん、中出ししてぇ！」

　僕はイレーネさんに言われるまま、高まる射精感に任せて精液を吐き出した。

　次々発射される精液がイレーネさんの膣内を満たしていく。

　けれど、それで終わりじゃなかった。

「うぅ!?　イレーネさん、今出してる途中で……！」

「可愛い顔よトモくん、射精途中のおちんぽを擦られるのは気持ちいい？」

「刺激が強過ぎて、ぐぅ」

　イレーネさんはまだ僕が射精中だというのに、腰の動きを再開させたのだ。

　敏感になっている肉棒をしごかれた僕は、思わずうめき声をあげてしまった。

「ごめんなさい、でも止まらないの」

　蕩けたような甘い声で囁かれると、それだけでどきりとする。

「トモくんのイキ顔を見ると、もっともっと気持ちよくなってほしいって思ってしまうの」

　イレーネさんは僕の上に覆い被さり、腰だけを振りながら言う。

「イって、トモくん。私の子宮に精液注ぎ込んで種付けして！」

　言われると同時に、反射的に射精してしまった。

　先ほどよりも明らかに強い勢いで精液が子宮口にぶつかり、重力に逆らって子宮に入り込もうとする。

　愛する女性に種付けをせがまれたなら、それに応えないわけにはいかない。

　そんな気持ちを体現したかのように激しい射精だった。

「ああ、こんなにびゅうびゅう出て……」

　単なる言葉以上に強烈な僕の返答に、イレーネさんも絶頂で腰を震わせている。

　その幸せそうな表情が愛しくて、思わず頭を抱き寄せてキスをした。

　いきなり引き寄せられて目を見開いたイレーネさんだけど、僕の意図が分かると積極的に唇を合わせてきた。

「んぐ、れろ……」

「はぁはぁ、んん！」

　お互いに舌を絡め、一体になろうとしているかのような唾液の交換。

　そのたっぷり深いキスを交わし終わるころには、絶頂による激しい震えも収まってきた。

「トモくんのおちんぽ、まだ硬いままね」

　呆れるほど激しい射精をしたというのに、まだ肉棒は萎えていなかった。

　むしろ、まだまだ射精したりないとばかりに雄々しく反り起っている。

「すみません、自分でも治まりがつかないのが不思議なくらいなんです」

　そう言うと、彼女は僕の頭を撫でて言う。

「良いのよ、収まるまで私が動いてあげる」

　また、イレーネさんの腰が動き始めた。

　彼女自身も先ほど絶頂していたからか流石に抑えめだけど、大きな動きで肉棒全体を刺激してくれている。

　ふたりの間からは卑猥な水音が聞こえ、それが興奮をかき立てる。

　もうソファーに大きな染みを作ることは逃れられないほどの惨状だけど、イレーネさんは気にした様子もない。

　長い髪を振り乱して、一心不乱に腰を振っている。

「あうぅ、ああ！　おほぉお！」

　イレーネさんの低い喘ぎ声が部屋に響く。

　彼女のほうも存分に快楽を感じているようだ。

　この普段のしっかりした姿からは想像出来ないような喘ぎ声は、聞くたびに背徳感で興奮が高まる。

「ううああぁ、ト、トモくんん！　イク、私イっちゃうぅ」

　獣のようなうなり声を上げながら、彼女が絶頂を伝えてくる。

　それならば、僕も手伝わないわけにはいかない。

「イレーネさんのイキ顔も見せてください、今度は僕の番ですよ」

　そう言った僕と彼女の目が合った。

　その瞬間、イレーネさんの身体がビクンと震える。

「いひぃ！　イクイクッ、見てて、私がイクところぉ！」

　快楽に顔を歪めるイレーネさんを見つめながら、ダメ押しとばかりに僕も腰を突き上げる。

「──っ！　子宮っ、突かれてぇ！　イッグゥゥゥウウウ!!」

　声を上げてイったイレーネさんは、見ると潮まで吹き出していた。

　じょぼぼぼ、と漏れでた液体が僕の身体も汚すけれど気にならない。

　むしろ、イレーネさんがそれだけ激しくイってくれた証拠だから嬉しさもある。

　その後、絶頂に震える彼女が力を失い倒れ込んでくる。

　それを受け止めた。

「イレーネさん、凄いイキっぷりでしたよ」

　そう言うと、彼女は元々赤かった顔を羞恥でさらに赤くする。

「うぅ、恥ずかしいわ……トモくんに潮までかけちゃって……」

　顔を反らそうとする彼女を手で止める。

「恥ずかしくなんてありませんよ、僕たちはこれから夫婦になるんです。綺麗なところも、そうでないところも、しっかり受け止め合う仲にならないと」

　その言葉にハッとした表情をするイレーネさん。

　そして、一息つくと僕の顔を見つめる。

「そうね、トモくんの言うとおりだわ。私からプロポーズしたのに、あなたのほうから諭されてしまうなんてね」

「こうやって補い合うことも大切なことですよ、たぶん」

　そして、一度浅くキスをすると僕たちは離れる。

「……トモくん、まだ元気みたいね」

　そして、イレーネさんの目が僕の股間に向かう。

　流石に当初ほどの勢いはないが、まだ硬さを保っている肉棒があった。

「僕としても治まらなくて……どうも、溜まってるもの全て吐き出すまで止まらなそうです」

　昨日からの立て続けのセックスで、リミッターが効かなくなっているのか起ちっぱなしだ。

　流石にどうにかしたいけど、もう出す物を全部出すまで治まらないだろう。

「朝から誘った私の責任もあるわね。なら、私が最後の一滴までヌイてあげるわ」

　そう言ったイレーネさんの顔は優しく笑っていたけど、僕はその目に獲物を狙う肉食獣のような鋭さを感じて、後ずさりするのだった。
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　治まりのつかない僕のものを鎮めてくれるということだけれど、結局やることは変わらないらしい。

「それにしても、この体勢は……」

「ふふ、たまにはこういうのも良いと思わないかしら？」

　僕の言葉にイレーネさんが応えるが、その顔は見えない。

　寝そべっている僕から見えるのは、彼女の後ろ姿だけだ。

　後背騎上位っていうものだっけ。

「動きにくくないですか？」

「そんなことないわよ。トモくんのほうはどう？」

「いい眺めです」

　イレーネさんの綺麗な長髪の隙間から見える、すらっとした背中が眩しい。

　それに、普通の騎上位よりもお尻が強調されててエロい感じだ。

　お尻の谷間に挟まれるかたちになった肉棒も、その感触でもう勃起している。

「こんなに硬くしたままじゃ辛いでしょう。私が全部搾り取ってあげるわ」

「お願いします……」

　僕がそう言うと、イレーネさんはさっそく腰を動かし始めた。

　けど、挿入はしていない。

　尻肉で肉棒をしごいている。

「イレーネさん、あの……」

　僕が話しかけると、彼女は振り向いて答えた。

「普通にセックスばかりしていても、単調で飽きてしまうんじゃないかと思ったの、どう？」

　確かに、肉体的にも精神的にも一番気持ちよく射精できるのは膣内かもしれない。

　しかし、こういう変則的な刺激も合間に挟むことで快感に緩急をつけて、興奮を高めようということかな。

「悪くないです。イレーネさんのお尻は見ているだけでも魅力的ですし」

　実際、柔らかく張りのある尻肉に包まれた肉棒は快感にビクビクと震えている。

　パイズリとはまた違った刺激があって良い。

　本来は性交に使うべきじゃない場所を使っているという背徳感もあり、それが興奮を上昇させるのに一役買っているんだろう。

「でも、このままだと少し弱いですね」

　気持ちいけど、絶頂に至るほどではない。

　少し焦れてきた僕は、自分から快感を得ようとイレーネさんのお尻に手をのばす。

「あっ、ダメよ」

　しかし、それに気づいたイレーネさんに手を払われてしまった。

　無理やりしようと思えず、しぶしぶ引き下がる僕。

「トモくんには我慢してもらって、一回の射精でなるべく多くの精液を出してもらわないと」

「どうしてそんなことを？」

「だって、あまり身体に無理をさせたくないの。精液を全部出し切るまで治まらないのに、連続で射精していたらトモくんの体力が先に尽きてしまうかもしれないわ」

　難しい顔をして言うイレーネさん。

　大切に思ってくれてるのが、伝わってきて嬉しい。

　確かに、今の状態で五回六回とイカされたらたいへんそうだ。

　ただ、射精を焦らされるというのも、それはそれで辛いものがある。

　まあ今回はイレーネさんの想いをくみ取って、なるべく我慢してみよう。

　そう思った僕は、大人しく彼女のお尻の感覚に集中することにする。

「ありがとう、私も精一杯頑張るわ」

　僕の動きが止まったことで了承したと受け取ったのか、礼を言って顔を戻すイレーネさん。

　それからしばらくは、ふたりの肌が擦れ合う音と、彼女の荒い息遣いだけが部屋に残った。

　十分かそれ以上は経っただろうか。

　性感が高まってきた僕は、我慢できずにまたお尻に手をのばした。

　今度は止められることもなく、イレーネさんの尻肉をぎゅっと掴む。

「あんっ、トモくん……！」

　突然の愛撫に身もだえする彼女だったが、言葉で制止されても僕の手は止まらなかった。

　むっちりとした尻肉を掴んだ僕は、それをそのまま揉みこんだり、肉棒に押し付けて刺激したりとやりたい放題やった。

　新しい刺激に肉棒も高まっていた性感を限界まで引き上げる。

「イレーネさんのお尻、こうやって揉んでるだけでもイっちゃいそうですよ」

「んふ、あふぅ……そんなにお世辞を言っても、何も出ないわよ？」

「出すのは僕のほうですもんね。ここを埋め尽くすくらいに出さないとですね」

「いやだ、トモくんったら……」

　イレーネさんが顔を赤くしてそむける。

　こんなにどうしようもない会話でも、僕たちにとっては興奮材料の一つだ。

　イレーネさんとふたりきりだと、こんなふうにやっつけの会話でも盛り上がれる。

「トモくん、これ……」

「はい、もう我慢できないみたいで……」

　イレーネさんが言ってるのは、僕の肉棒のことだろう。

　彼女の尻ズリで射精寸前にまで高められている。

「どうするの？　このままお尻で？　それとも中に入れる？」

　尻ズリのまま射精するか、最後だけ挿入して中出しするか選ばせてくれるみたいだ。

　なんとも贅沢な選択。

　だけど、どうせなら……このまま尻ズリで果てたいかな。

「このままでお願いします」

「わかったわ、なら、最後はお尻を思いっきり押し付けてあげるわね」

　そう言うなり、イレーネさんは腰の動きを加速させる。

　漏れ出た愛液で濡れたお尻が滑り、肉棒に大きな快感を生んでいる。

「イレーネさん、出る！」

「トモくんっ、いっぱいお尻にかけてっ!!」

　彼女の声に応じるように、僕は射精した。

　我慢しただけに、途方もない快感が訪れる。

　射精中はお尻を掴んでいる手に力が入れられないほどだった。

　肉棒が尻肉に埋まった状態で射精したので、精液はイレーネさんのお尻を白く汚してしまったけど、もうお互いにこのぐらいの汚れを気にするようなことはない。

　イレーネさんは僕が出し切るまでズリズリとお尻を動かしてくれたので、最後まで気持ちのいい射精が出来た。

「お尻が凄く熱いわ……トモくん、たくさん出たのね」

　振り返って自分のお尻を確認したイレーネさんがほうっと息をつく。

「はい、もう腰が抜けちゃうかと思いました」

　実際、かろうじて力を入れることが出来るくらいで、もう自分からイレーネさんを責めたてるようなことは出来ないだろう。

「でも、まだ硬いということは出し切れていないのよね？」

「ええ、でも次で最後だと思います。僕もそれ以上は持ちそうにないです」

　こうしてイレーネさんと会話しているだけでも息切れしそうなくらいだ。

「なら、最後はどこが良いかしら」

「それはもちろん、イレーネさんの中で……」

「そう言うと思ったわ」

　彼女は笑うと、頭を正面に戻して腰を浮かせる。

　そして、射精の余韻に震える肉棒を手に取ると、自分から膣内に挿入した。

「ああ、これだけ射精したのに、なんて大きいの。もう子宮口が叩かれて……あんっ」

　イレーネさんの膣内は相変わらず僕をしっかりと締めつけていて、その快感に肉棒の勃起も最高潮になる。

　やっぱり、彼女の中は最高だ。

　相性という点では、他のどの女性よりも良いんじゃないだろうか。

　僕の肉棒がビクンと震えると、それに呼応するかのように膣内がきゅうっと締めつける。

「はぁはぁはぁ……う、動くわね？」

　イレーネさんはそう言って腰を振り始める。

　肌を紅潮させ、髪を振り乱して揺れる彼女は、まるで本物の馬に乗っているようだ。

　僕はもうほとんどマグロ状態だけど、彼女のエロい姿を見ていると自分も動きたいという欲望にかられる。

　けど、体力を消耗してしまった僕に出来るのは、数回腰を突き上げるだけが精々だろう。

　なら、イレーネさんの性感も十分に高まるまで我慢するしかない。

「はっ、はっ、はっ、うぅぅうう！　おほおぉぉおお！」

　イレーネさんが特徴的な低い喘ぎ声を出しながら腰を振り続ける。

「おあっ、ぐう。トモくん、どう？　イキそう？」

「もうかなり、ヤバいです……」

　少しぼやっとし始めた意識の中で、途切れ途切れになりながら答える。

「な、なら、最後にとっておきでイカせてあげるわ」

　なんだろう？　と思っていたら、イレーネさんが前かがみになった。

　そして、足も踏ん張りが効くように体勢を整える。

「私も途中でイっちゃうかもしれないけど、トモくんがイクまでは頑張るから……」

　そして、イレーネさんが再度腰を振り始める。

「うっ、おお!?」

　だけど、その腰振りはさっきまでのものとレベルが違った。

　腰の振り下ろされる速度も感覚も段違いで、沈み込む深さも数センチは深い。

　そうなると、当然亀頭部分が子宮口にめり込むけど、それもお構いなしに腰を振り続ける。

「おぉおおっ！　あうっ、うふぅ、おぉああああ！」

　イレーネさんの声も、喘ぎ声なのかうなり声なのかわからないレベルにまでなってしまっている。

　膣内の締まりもキツキツで、いつ肉棒が暴発してもおかしくない。

　でも、最後ぐらいは彼女をイカせたいという気持ちから、力を振り絞って腰を突き上げる。

「うひっ!?　ト、トモくん？」

「イレーネさん、最後は一緒に……」

　そう言うと、イレーネさんの身体がブルブルと震える。

「そ、そんなこと言われたら私、幸せでイキ過ぎちゃうわぁ！」

　再び猛然と腰を振る彼女。

　ボクから見るとイレーネさんのお尻だけが激しく上下に揺れているように見えるけど、これもたまらなくエロい。

　ここまでくるともう、堪えようという気持ちも捨てて、ただ残る全力で腰を突き上げた。

　そして、

「イグ、私イグゥ！」

「僕もっ！　出すよイレーネさん！」

「イって、トモくぅん！　私もイグゥゥゥウウウウ」

　ふたり揃って絶頂した。

　僕は金玉から残らず精液を絞り出すような勢いの射精を。

　イレーネさんはガクガクと腰を震わせて、そのまま崩れ落ちる。

　体感で数分以上も続いたかと思うような絶頂が終わると、僕は腕を無理やり動かして彼女を抱き寄せた。

　そして、だらしないイキ顔になっているイレーネさんを胸に抱えると、力尽きたように気を失う。

　僕の最後の思考は、片づけをするメイドさんに申し訳ないな……なんていう的の外れたものだった。
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　あのイレーネさんとの壮絶なセックスからしばらく経ったある日。

　回復した僕は、用事で訪れていたジュリーさんの家から屋敷への帰路にいた。

　ジュリーさんがお茶を入れてくれるというので、断れずに時間がかかってしまったのは想定外だった。

　今日はあいにくの曇り空だったので心配だったんだけど、案の定というか帰り道で雨に降られてしまった。

　けれど、ジュリーさんに傘を持たされていたので濡れずにすみそうだ。

　貸してもらった傘は時代劇で見るような植物で作られた傘だったけど、何かの魔法がかけられているみたいで風が吹いても身体がまったく濡れない。

　ひとりで大きな畑を管理しているだけあって、植物や水に関する魔法が得意なのかもしれないな。

　流石に水たまりは避けて通らないといけないけど、普通に道を歩けばぬかるみに足を取られることもない。

　道路が良く整備されているのもイレーネさんが上手く街を運営している証拠だ。そう思うと少し嬉しくなる。

「お土産に果物も貰ったから、早く帰ってみんなで食べようかな」

　最近はこの世界の食材にもかなり慣れてきた。

　特に、今回もらった果物は僕の気に入っているやつだ。

　そんなふうに思って速足になっていたのがいけなかったのか、曲がり角で人とぶつかってしまった。

「あ、すみません！」

　薄汚れたフード付きのローブを来た人物は年下のようだったけど、反射的に謝る。

　だけど、向こうのほうはそのままフラフラと進んで行く。

　いったいなんだと思っていると、数歩進んだところで力尽きたように倒れてしまった。

「えっ、大丈夫ですか!?」

　思わず傘を放りだして駆け寄る。

　うつ伏せに倒れていたその人を抱き起こすと、フードに隠れた顔が見えた。

「なんだ、まだ子供じゃないか」

　僕より四、五歳は年下だろうか。

　まだ大人っぽさのない可愛らしい顔だった。

　それよりも、問題は少女の身体だ。

　軽く確認したけど、ローブの下には肌着しか着ていないらしい。

　その肌着まで濡れて、身体が冷えてしまっている。

「大丈夫？　僕の声が聞こえる？」

　ペチペチと頬を叩いてみたけど、応答がない。

　荒く息をしているだけだ。

「まずいな、早く治療しないと」

　身体が震えているし、もしかしたら熱も出ているかもしれない。

　医学に詳しくない僕でも危ない状態だということはわかった。

　僕は少々乱暴だけど少女を担ぎ、傘でこれ以上濡れないようにしながら急いで屋敷に向かった。

　イレーネさんは町長の仕事で屋敷を留守にしているので、メイドさんたちが出迎えてくれた。

　けれど、僕がずぶ濡れの少女を抱えているとわかると、一気に大騒ぎになる。

「トモアキ様、その子はいったい？」

　そのなかでも落ち着きのある、まとめ役の女性が僕の元に来る。

「帰り道でぶつかってね、雨に濡れて酷く冷めてしまっているみたいなんだ」

「なら、すぐにお湯とタオルを準備させましょう。誰か、この子を客室に！」

　その言葉に慌てて数人が来るが、それを手で制する。

「僕が運ぶから大丈夫。それより、この傘と袋をお願い出来る？　袋にはジュリーさんのところでもらった果物が入ってるから」

「はい、お任せください」

　メイドさんに荷物を任せた僕は、担いでいた少女を下して横抱きに抱え直す。

「誰かひとり、ついてきてくれないかな？」

「私がお供します」

　そのままメイドさんをひとり伴って、少女を客室に運ぶ。

　両手が塞がっているのでメイドさんに扉を開けてもらい、ソファーに少女を座らせる。

　僕とは反対側からメイドさんが少女を覗き込み、具合を見る。

「やはり、少し熱があるようですね」

「なんとかなりそうかな？」

「私も医者ではないので何とも……」

　メイドさんが申し訳なさそうに言う。

「なら、とりあえずタオルをもらってきてくれるかな？」

「はい」

　メイドさんが出ていく音を聞きながら、とりあえずは濡れたローブを脱がせてベッドに寝かせようと手をかける。

　幸い、複雑な構造ではないから上に引っ張れば脱げるようだ。

　そして、ローブを脱がせたところで驚愕のものを目にする。

「なっ、猫耳!?」

　僕が拾った少女には、猫耳が生えていたのだった。

　僕は現実が上手く呑み込めず、何度も猫耳猫耳とつぶやきながら猫耳を直視している。

　そして、とうとうその猫耳に手をのばす。

　今この瞬間だけは、あらゆることが脳から抜け落ちて、猫耳一色に染まっていた。

「よし、さ、触るか」

　そーっと、壊れ物でも扱うように猫耳を触った僕は、その予想外の気持ち良さと温かさに驚く。

「……はっ、こんなことをしている場合じゃないんだった」

　僕が現実に戻ってくる。

　その直後、部屋の扉が開かれる。

「トモアキ様、お湯とタオルを……えっ、耳が？」

「僕も驚いてるんだ、何か知ってるの？」

　僕が質問したことで、メイドさんも冷静さを取り戻したみたいだった。

「はい、少しですが。獣の特徴を持った人間がいると聞いたことはありましたが、本物を見るのは初めてです」

「そうか、ありがとう。でも、とりあえず身体を拭いてあげよう」

「お手伝いします」

　その後は少女に猫耳が生えていたことでさらに騒ぎになったりしたものの、メイドさんたちの努力もあって少女の様態は安定してきた。

　まとめ役のメイドさんによれば、この猫耳の少女は獣人族という種族らしい。

　基本的には人間よりも体力があるらしいので、一晩休めば回復するだろうとのことだった。

「ダークエルフのジュリーさんにも驚いたけど、まさか獣人なんて種族もいるなんてなぁ」

　だけど、今回は少女が獣人で良かった。

　人間の子供なら生死の境目を彷徨っていたところだったと思う。

「トモアキさま、そろそろお休みになられてはいかがですか？　先ほどからつきっきりではないですか」

　メイドさんの申し出はありがたいけど、ちょっと無理そうだ。
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「ここを見て下さいよ」

「あら、これは……」

　僕の右手の袖を少女ががっしりと握ってしまって離さない。

「意外と力が強いし、無理やり引きはがすのは気が引けてね」

「トモアキ様はお優しいですね……なら、ここへ温かい飲み物を持ってこさせましょう。イレーネ様もじきに戻られると思います」

「ありがとう、助かるよ」

　少しすると、メイドさんが飲み物を持ってきてくれた。

　それを飲むと、緊張が解けて疲れがどっと出てくる。

　少女とは言え、人ひとりを担いできたのは負担になったらしい。

「少し無理したかな……でも、見過ごせるわけないよね」

　そう独り言を漏らす。

　それから一時間ほど経つと、イレーネさんも帰ってきた。

「たいへんだったわね、トモくん。女の子の調子はどう？」

「落ち着いて眠ってますよ」

「そう、良かった。でも、獣人の女の子がこの街にやってくるとはね」

　イレーネさんが僕の横に椅子を持ってきて座る。

「僕は初めて見たんですけど、他でも珍しいんですか？」

「獣人族は独自の文化を持っていて、排他的なところがあるの。だから、人間の住む街で見かけることは滅多にないわね」

「そうなんですか、こんなに人間に似ているのに」

　実際、少女の顔は人間のものそのままだ。僕の袖を掴んでいる手も人間のものだし。

「……人間同士でも、ね」

　イレーネさんの表情に影が差す。

　そこでようやく、自分が地雷を踏みぬいたことに気づいた僕は慌てて謝罪する。

「すみません！　僕は……」

「良いの、私こそ暗いことを言ってごめんなさい。そんなふうに気にしないトモくんだからこそ、私たちの救いになってくれたのよ」

　そう言うと、空いている僕の左手を握るイレーネさん。

「今日はこの子にトモくんを取られてしまったみたいだし、私はもう退散するわね」

「取られたって、そんな……」

　微妙な表情になる僕を見て、イレーネさんが少し笑う。

「うふふ、冗談よ。トモくんもつきっきりで看病は良いけど、あなたのほうが倒れたら冗談にならないわ。気をつけてね」

「はい」

　イレーネさんはそう言うと、握っていた手を放して退出していった。

　部屋に残ったのは僕と少女だけ。

　この子がどういう経緯でこの街に来たのかはわからないけど、原因は思いつく。

　なぜなら、少女はかなりの美少女だったからだ。

　獣人の美的センスが人間と同じかはわからないけど、ダークエルフも同じだったのだから可能性としては高い。

　こんな年齢の子がひとりでこの街に来なければいけなかった理由も気になりはするけど、トラウマかもしれないから無理に掘り起こすのはやめよう。

「とりあえず、起きたら名前を聞かないとな」

　ここまで少女、あの子、女の子とみんながバラバラに呼んでいたし、わかりにくい。

　なんにせよ、早く良くなってくれることを祈るばかりだ。

　叩きつけるように強くなっていた雨音を背景に、僕の袖を掴む少女の手を握った。

　急な運動と緊急事態に緊張していた疲れが出たのか、瞼が重くなってくる。

　その眠気には逆らえず、少女の眠るベッドへ伏せるように身体を倒す。

　そして、眠りに落ちる間際。僕が握っていた少女の手がピクリと動いた気がした。
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　眠りから覚め、ぼんやりとだけど思考も働き始める。

　そうだ、昨日は獣人族の少女を拾ってたいへんだったんだ。

　あの後、僕もベッドの横で眠ってしまったんだっけ？

　椅子に座ってたはずだけど、ベッドで横になってるのもなんで？

　まだ完全に覚醒していない状況では、上手くものごとを考えられない。

　早く起き上がらないと。

　そう思ったところで、下半身がやけに重いことに気付く。

　それに少し遅れて、脳に快楽信号が打ち寄せてくる。

「あ、うぅ……なに？」

　何回もセックスしたような翌日の気怠さに似ている。

　でも、昨日の状況で僕の寝込みを襲うような人はいないはず。

　そんなことを考えているうちに、もわもわと高まっていた快感が限界になった。

「うっ！」

　堪え切れずに射精する。

　そこでやってしまったと思う。

　ベッドの中で夢精するなんて、恥ずかし過ぎる。

　焦りでまどろんでいた思考が一気に覚醒し、布団を退けて起き上がろうとする。

「む、これは」

　その段階で、布団の中に何かが入っていたことに気付く。

　そうか、これが朝から僕に精液を出させた犯人か。

　行き倒れた少女を拾って看病した翌日だ、その寝込みを襲うというのはあまり褒められたものではないと思う。

　イレーネさんは昨日の様子から除外できるとして、事情をしらないエディスさんかジュリーさんあたりかな？

　誰にせよ、流石に注意しなければならないだろう。

「もう起きましたからね、観念してもらいますよ！」

　そう言って一気に布団を剥がす。

　そこから現れたのは、

「むぐむぐ、にゃあ……」

　昨日助けた猫耳少女だった。

　咥えたままだった肉棒を放し、気まずそうに僕を見上げている。

「なんで!?」

　思わず驚愕の声を上げる僕。

　この顔にこの猫耳、昨日助けた少女に間違いない。

　それが、どういうわけか僕にフェラして精液を飲んでいたのだ。

　しかも、一目見て死にそうだと思うほど衰弱していた翌日に。

　いくらエッチなことが推奨されるこの世界に慣れてきた僕でも、これには参った。

　だけど、このまま混乱していても話が進まない。

　何度か深呼吸を繰り返して自分を落ち着けた僕は、威圧しないように少女に話しかける。

「まずは名前を教えて貰えるかな？　僕はトモアキ」

　僕の声から怒られてはいないと悟ったのか、縮こまっていた身体を起こして応えてくれた。

「ニーナだにゃ。お兄ちゃんが昨日助けてくれたの？　ありがとにゃあ」

　さっきまで怒られるかと丸まっていたのに、今は嬉々としている。

　感情が表に出易い子らしい。

　それにしても『にゃ』とは……。どこまでも猫っぽいなぁ。

「うん、どういたしまして。僕も元気になってくれて嬉しいよ」

「……やっぱり、お兄ちゃんはニーナのこと怒らないにゃ。どうしてにゃ？」

　不思議そうに聞いてくるニーナ。

「まあ、朝から女性に襲われることは今までもあったからね……。怒ってはいないけど、僕もどうしてこんなことをしたのか聞きたいな」

　諭すように言うと、ニーナも納得してくれたのか訳を話しだす。

「ここで目が覚めたときにはすごくビックリしたんだにゃ。まさかニーナを見て助けてくれる人がいるとは思わにゃかったから」

　やっぱり、容姿が原因で追放されてきたのかな……。

　イレーネさんからは、十代半ばくらいでこの街に流れ着く女の子もいるとは聞いていたけど、実際に目にすると激しい怒りが込み上げてくる。

　感情を抑えようとしてシーツを力一杯握り、傷をつけてしまった。

「お兄ちゃん、何か気に入らないことでもあったのかにゃ？」

　その言葉にビクッとする。

　表情には出していないつもりだったけど、甘かったらしい。

　見抜かれてしまった。

「いや、なんでもないよ。続きを聞かせて？」

「う、うん」

　少し納得していない感じだったけど、端に置いてくれるらしい。

「起きたらすぐ近くに凄く濃い牡の臭いがしたから、思わず襲っちゃったのにゃ」

「牡の臭い？」

　随分とアバウトな感じだなあ。

「うん、獣人族の男よりもずっと濃かったにゃ。あんなのが近くにあったら我慢出来にゃいよ」

　獣人族の男って聞くと毛むくじゃらで野性的なイメージがあるけど、この世界では性欲が逆転してる。

　だから僕が、彼らよりも牡の臭いが強いと言われるんだろうか？

　この街に籠もりっきりだから、異世界の知識にまだ乏しい。

　シュゼットさんのときみたいに外の人と話す機会もあるかもしれないし、その方面の勉強もしたほうが良いのかもしれない。

　そんなことを思っていると、ニーナに袖を引っ張られて意識を戻す。

「何かな？」

「お願いがあるにゃ」

「良いよ、言ってごらん」

　今まで酷い目にあってきたんだろうから、僕のできることならしてあげたい。

「えっと、お兄ちゃんの精液飲ませて欲しいのにゃ！」

「えぇ!?」

「ニーナ、さっき産まれて初めて精液飲んだけど、牡の臭いが固まって出来たみたいで凄かったにゃ。そのときからまた欲しくなって止まらないんだにゃ。だから、もう一回欲しいにゃって……」

　よく見れば、さっきよりニーナの顔が赤くなっている。

　息も荒くなっているし、まるで発情しているみたいだ。

　猫にマタタビを与えた感じになってしまったのか？

「わかった、良いよ」

「ほ、本当？　やったにゃ！」

　ニーナの喜びを表すように、猫耳がピクピクと動く。

　元々出来ることはするつもりだったし、この状況で断ると悲しい思いをさせてしまう。

　この流れだとなし崩し的に二回三回と求められそうだけど、そのときは仕方ない。

　またイレーネさんには悪いことをするなあ。

　僕はそう思いつつ、ニーナに押し倒された。

「じゃあ、さっそく……むぐっ」

　さっきからズボンをはいていないので、そのまま咥えられてしまう。

　その可愛らしい顔で美味しそうに肉棒を頬張るので、常識が違うとわかっていてもいけないことをしているような気分になって顔を僅かに歪める。

　特にニーナは割と身長が低めで胸も大きくないので、他の女性としているときよりも背徳感が強い。

　今まで相手にしてきたのは、大抵が僕と同年代かそれより年上だったから。

「どうしたのお兄ちゃん、もしかして気持ちよくなかったにゃ？」

　僕の僅かな表情の変化に気付いたのか、ニーナが話しかけてくる。

「いや、大したことじゃないよ。それより、あまり遠慮しなくて良いんだよ？」

「そうかにゃ？　にゃら、遠慮なく……んぐ、じゅるるる！」

　肉棒を奥まで咥えたかと思うと、舌を使ってめちゃくちゃに舐め始めるニーナ。

「これは……っ」

　乱暴な動きだけど、それ故に予想出来ない方向から訪れる快感に声を漏らしてしまう。

「じゅじゅっ、れろれろれろ」

　それに気を良くしたのか、更に舌の動きを強くするニーナ。

　テクニックはイレーネさんたち大人の女性に敵わない。

　でも、容赦のない舌使いと勘の良さなのか次々と気持ちのいいポイントや手法を見つけ出して、僕を射精させようとしてくる。

「ニーナ、凄いよ。さっき初めてフェラしたとは思えないくらいだ」

「本当にっ!?　嬉しいにゃあ！」

　僕に褒められて、目を輝かせる彼女。

　嬉しそうでなによりだ。

　そして、僕のほうもニーナのフェラで性感が高められ、限界近くにまでなっていた。

　殆ど始めてフェラをしたニーナに短時間でイカされるのは、男として少し悔しい気もするけど仕方ない。

「もうすぐ出そうだよ」

「んっ、出るにゃ？　また濃いのいっぱい飲ませて欲しいにゃ！」

　夢中で肉棒を咥えていた彼女は口の周りをベタベタにしながらもそうねだった。

「なら、僕の言うとおりにやってみて」

「わかったにゃあ」

　再度ニーナが肉棒を咥える。

「口の中で舌を押し付けたまま、頭を上下に振ってみて」

「んん、んぐっんぐっんぐっ！」

　僕の教えたとおりに頭を動かすニーナ。

　ザラザラとした舌が裏筋の部分に押し付けられて気持ちいい……。

　年下の女の子にテクニックを教えながらフェラされているという状況も、大きな興奮材料になっている。

　ニーナが病み上がりであることも忘れて、僕は彼女の与えてくれる快感に溺れた。

「もう、出そうだ……」

「じゅぽじゅぽじゅぽじゅぽっ！」

　限界を感じた僕が言うと、ニーナが頭を動かすスピードを上げる。

　いっそう激しい刺激に、射精感も引き返せないところまで高まった。

「ニーナ、出る！　最後に思いっきり吸い上げて！」

「っ！　じゅぞぞぞぞ！」

　僕の言葉に合わせて、ニーナが強烈なバキュームを行う。

　たまらず射精した。

　ニーナは、その発射された精液を次から次へと飲み込んでいく。

「ごく、ごく、ごく」

　飢えた獣のように肉棒を咥え込んでいる姿は、とても少女とは思えないほど迫力のあるものだった。

「んふうぅぅ……」

　たっぷり数十秒をかけて出された精液を飲み込むと、ようやく肉棒から口を離した。

「す、凄く濃かったにゃ……さっきより濃かったんじゃなかったかにゃあ……」

「気に入ってもらえたようで良かったよ」

　その会話が食事に来た客と料理人の会話みたいで、少し笑ってしまう。

　僕は事が終わったので起き上がろうとする。

　しかし、それをニーナに抑えられてしまった。

「あの、ニーナ……え!?」

「ダメにゃ、まだ全然牡の臭いが残ってるにゃ」

　僕はそこでニーナの目を見て愕然とする。

　さっきまで人間と同じだった黒丸の瞳孔が、猫のように縦長のものになっていたんだ。

「まだ残っているなら、ニーナが全部頂くにゃ。逃がさにゃいよ……」

　ニーナの目を見た僕は、金縛りにあったように動けなくなる。

　僕は蛇に睨まれたカエルのように固まりながら、これから何をされるのかと不安にかられるのだった。
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　ニーナに押し倒された僕はまず脱出を試みた。

　けれど、彼女の手はびくともしない。

　僕はそこまで力が強くないけど、成人男性の腕力で引きはがせないとなると相当だ。

　それを年下の少女がしているというなら尚更におかしい。

　僕が苦戦しているのを見て、ニーナがクスクスと笑う。

「無駄にゃ、お兄ちゃん。ニーナからは逃げられないにゃ」

　その言葉で、これ以上の抵抗は無駄だと悟った僕は動きを止める。

　こうなったら、最後まで付き合うしかなさそうだ。

　ニーナはそれに満足したのか、僕を拘束していた手を放して股間に顔をよせる。

「ニーナ、どうしてこんなことを？　それに、その目は……」

　彼女の変化が気になった僕はそう問いかける。

「にゃ？　よくわかんにゃい。でも、そんなことはどうでもいいにゃ」

　だけど、ニーナはそれを一蹴する。

　そして、萎えかけてきた肉棒に顔を寄せて臭いを嗅ぐ。

「はぁー、これだけで頭がおかしくなっちゃいそうだにゃあ」

　やっぱり、これは発情だと思う。

　獣人族なのが関係しているんだろうけど、詳しいことはわからない。

　でも、確実に僕の精液を搾り取ろうとしている。

「んー、少し小さくなっちゃってるにゃ。また舐めれば大きくなるかにゃ？」

　肉棒を観察していたニーナが、そう言ってパクリと口に咥える。

　完全に勃起していないそれが、ニーナの口に収まってしまっている。

「んふふー、もごもご」

　そして、彼女は口の中で肉棒を転がし始めた。

　舌で押しながら、軽く吸うようにして舐める。

　それは射精を促すフェラというよりも、飴を舐めているかのような気軽さのものだった。

　今までとは違ったアプローチが、ゆっくりとだけど僕を興奮させる。

「んはぁ……いつまでだって舐めていられそうにゃ」

　そう言って肉棒を舐め続けるニーナ。

　ここに来てから結構な数のフェラを経験した僕からすれば物足りない刺激だけど、これはそれを狙ったものなんじゃないかと思った。

　ニーナにとって僕のものは、舐めれば舐めるほど牡の臭いがしみ出してくる極上の飴みたいなものなのかもしれない。

　だとすれば、なるべく長く味わっていたいから、こんな緩い刺激しか与えてこないのだとしたら？

　ニーナが性的な知識に詳しいとは思えないから、これは本能によるものとしか思えない。

「これは、凄い拾い物をしてしまったのかな……うぅ」

　でも、緩いとはいえ刺激は与えられているわけで、肉棒も徐々に立ち上がってきた。

　数分もすると、ニーナの口には収まりきらないほどに大きくなる。

　これでようやく甘い焦らしの時間が終わるのかと思うと、救われた気分になった。

　ニーナは少し残念そうな顔をしながらも、次の段階に移る。

「じゃあ、今度は手でしてみようかにゃあ」

　今度は手で肉棒を握り、しごきだした。

　先ほどの腕力を思い出して身構えたけど、幸い僕のものが握りつぶされることはなかった。

　右手で肉棒をしごき、左手は亀頭部分を撫でるように刺激している。

「ここの先っぽを撫でられると良いにゃ？」

　唾液で濡らされたところを手で擦られて、言葉が出ないほどの快感に襲われる。

　前の緩い刺激でじらされていたから、余計に気持ちいい。

「言わなくてもわかるにゃあ、こんなにビクビクしてるにゃよ」

　そう真正面から言われると恥ずかしい……。

　僕が快感を覚えていることがわかったのか、ニーナは責め手を強めた。

　右手はそのままに、亀頭部分に吸いついたのだ。

「ニーナ、それはっ」

　思わず声を漏らすと、彼女がニヤッと笑う。

「さっき、ここ舐めて精液出してたよにゃ？　またいっぱい舐めてあげるにゃあ」

　ニーナのザラザラとした舌が亀頭に纏わりついて刺激する。

　先ほどは手で受けていた刺激を舌で受けているが、濡れた感触が心地いい。

　焦らされていたこともあって、あまり持たないかもしれない。

「レロレロ、ちゅ、ぢゅう」

　ニーナは舌で舐めたり吸ったりと、あの手この手を使って射精を促してくる。

　その刺激に限界が近づいてきた。

「ニーナ、そろそろ出すよ」

　夢中で肉棒を弄っていたニーナが顔を上げる。

「にゃら、最後にまた吸い上げるにゃ？」

　先ほどの快感を思い出してそれも良いかと思ったけど、どうせだから今回は別の方法を頼もう。

「いや、今回は手でして欲しいかな」

「溢れないかにゃ？」

　どうやら、一滴も逃したくないらしい。

　凄い執念だ、少し前に、初めて性に触れた少女とは思えない。

　やっぱり、普通の人間よりも動物的な本能が強いのかな？

「なら、さっきみたいに手でしごきながら、先のほうは口で咥えればいいんだよ」

　そう言うと、さっそく言われたとおりにするニーナ。

「んぐ、むぐむぐ……こんな感じかにゃ？」

「ああ、良いよ。良い感じだ」

　この時点でかなり限界になっているけど、暴発してしまうとニーナに悪いので堪えている。

「じゃあ、始めるにゃあ」

　そう言って責めを再開するニーナ。

　肉棒をしごき上げる手と亀頭を舐め回す舌が、双方から僕の射精感を高める。

　一分と持たずに、我慢は決壊した。

「ニーナ！　出る、出すよっ！」

「んにゃっ、らして、いっぱい飲ませてぇ！」

　ビュル、ビュルルル！

　勢いの良い射精でどんどん口内に精液が流し込まれていく。

　ニーナの焦らしと僕の我慢のおかげか、自分でも呆れるくらいたくさんの精液が出た。

「ごくごくごく！　んっ、んぶぅ」

　必死に飲み込んでいたニーナだけど、耐え切れずに少しこぼしてしまう。

　けど、精液は次から次へと出て来るので、かまっている暇はない。

　ようやく射精が治まったころには、ニーナの口と僕の股間はこぼれた精液で汚れていた。

「えほっ、えほっ、げぷっ……お兄ちゃん凄すぎだにゃあ。もうニーナのお腹がタプタプしてるにゃよ？」

　そう言ってお腹を撫でるニーナ。

　流石に膨れるほどではないけど、かなり満足そうだ。

「こぼれたやつもお掃除するにゃあ」

　お掃除と言っているが、実際はもったいないんだろう。

　ニーナは肉棒や口の周りについた精液も一滴残らず舐めとっていく。

　数分もすると掃除か終わったようで、頭を上げた彼女の表情は満足そうだった。

「もう満足したかい？」

「にゃあ、もうお腹いっぱいだにゃ」

「それは良かった」

　このまま何回もしなきゃならないのかと思ったけど、どうやらこれで終わりらしい。

　とりあえず、強い発情状態は治まったみたいだ。良かった。

　なら、今のうちにニーナが起きたことをイレーネさんに伝えよう。

　身体の汚れも落さなきゃならないし。

「少しここで待っててね、人を呼んでくるから」

　そう言って僕は部屋を出た。

　向かった先はイレーネさんの執務室で、彼女にニーナが起きたことと、それから今の出来事を伝える。

「……というわけで、身体を拭くお湯とタオルが欲しいんです」

　そう言うと、やれやれといった様子で応えるイレーネさん。

「はぁ……仕方ないわね、トモくんは迫られたら断れない性格だもの。わかったわ、用意してくれる？」

「かしこまりました」

　言いつけられたメイドさんは部屋を出ていき、ふたりきりになる。

「それで、ニーナちゃんはトモくんの牡の臭いに反応して発情状態になったのよね？」

「そう言っていました」

「私も詳しくは知らないのだけれど、獣人族は普通の人よりも獣に近い分、身体能力や動物的な本能が強いと聞いたことがあるわ」

　そして、少し悲しそうな顔になるイレーネさん。

「たぶん、今まで抑圧されていた性欲が一気に開放されてしまったのね」

「そうですか……」

「あなたのおかげで彼女も救われたと思うわ」

　イレーネさんにそう言ってもらえると嬉しいけど、

「最近は状況に流されて女性に押し倒されることが続いているので、イレーネさんには申し訳ないです」

　婚約者の彼女が知らない状況で他の女性とエッチなことをするのは、不貞を働いているみたいだから。

　すると、彼女はニコリと僕に笑いかける。

「確かに、少し寂しい気持ちもあるわ。でも、同じ境遇の女性を見殺しにするような真似も出来ないし、それはトモくんも同じでしょう？」

「はい」

「だから、トモくんのその気持ちだけでも嬉しいわ」

「イレーネさん……」

　本当はふたりきりでいたい気持ちもあるだろう。

　でも、イレーネさんはこの街をまとめる町長として責任ある立場にある。

　僕はその側で支えてあげたい。

「僕もイレーネさんに相応しい男になれるように頑張ります」

「うふふ、なら、私ももっと頑張らないとね」

　お互いに笑い合うと、ちょうどドアがノックされた。

「トモアキさま、お湯とタオルをお持ちしました」

「ありがとう。じゃあ、僕は行きますね」

「ええ、私も後で様子を見に行くわ」

　メイドさんからお湯の入ったポットと空桶、それにタオルを預かると、部屋に戻った。
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　部屋に戻ると、ニーナが毛布に包まっていた。

　寝ているのかと思った僕は、ベッドに腰掛けて揺り動かす。

「ニーナ、タオルを持ってきたよ。身体を拭こう？」

　すると、毛布の塊からニーナが顔を出す。

「寒いにゃあ。布団から出たくにゃいよ」

　昨日の激しい雨はあがったとはいえ、まだ雲が残っているせいで気温が上がっていないのは確かだ。

　けど、そこまで寒いかな？

　僕も着ているのは薄手のものだけど、そこまで寒さは感じない。

　なぜかはわからないけど、どっちみち出てきてもらうしかないな。

　後でイレーネさんと三人で、ニーナのことを話し合わなきゃいけない。

　それまでに最低限、身体を綺麗にしておかないと。

　お湯はポットに入れてあるからまだもつけど、何時間も熱いままというほどの性能でもない。

「身体を拭いたらまた戻って良いから、少し出てきてくれないかな」

「ヤダにゃー、出ないにゃ」

「困ったな……」

　こんなふうに駄々をこねられるとは思っていなかった。

　猫の獣人だからとお風呂じゃなくお湯とタオルにしたけど、これも苦手なのかな。

　仕方ないと一つため息をついた僕は、トレーを置いてベッドに上がる。

　そして、ニーナの包まる毛布に手をかけた。

「こら、いい加減に……うわっ!?」

　その瞬間、毛布の中から伸びてきた手に捕まって引きずり込まれた。

　あたりが一瞬で真っ暗になる。

「ニーナ、これは何のつもり？」

　真っ暗で何も見えないけど、感触でニーナに拘束されているのはわかった。

「お兄ちゃん、ニーナと交尾するにゃ」

「こ、交尾？　いきなり何を言うんだ」

　これまでも女性にセックスを迫られることは何度もあったけど、流石にここまで年下の経験はなかったから動揺してしまった。

　低くてもエディスさんぐらいだったからなぁ。

　まだ少女っぽさが十分に残っているニーナに手を出すのはためらう。

「ニーナじゃ魅力がないのかにゃ？」

「違う、そうじゃないんだ。少し若くないかなって」

「若い？　ニーナくらいになると、もうみんな番つがいを作ってるにゃよ」

「なんだって!?」

　まだ十代半ばに見えるけど、そんな年から……。

　いや、元の世界でもその昔は十五歳で成人したというからなあ。

　今まで相手にしてきたのが二十歳前後の人が多かったから、そのぐらいが成人なのかと思っていた。

「だから、全然問題ないにゃ」

「ううん……やっぱりそういうことは一度話し合ってからのほうが良いと思う」

　男娼として相手をする女性とも必ず話し合いをするし、この流れで抱いてしまうのは少しまずい気がする。

「にゃーもう！」

　そう言うと、ニーナはいきなり毛布を放り出した。

「早くお兄ちゃんのが欲しいんだにゃ！　ここもドロドロになっちゃってるのにゃあ」

　毛布の下から現れたニーナは全裸だった。

　これを隠すために毛布を被っていたのか。

　最初から全裸だったら油断してベッドに座ったりしなかっただろう。

　そして、四つん這いになってお尻をこっちに向けてきた。

　見ると、少女らしくぴったりと閉じたそこからは愛液が染み出ている。

　察するに、中はもうびしょ濡れなんだろう。

「もう耐えられないにゃ。さっきからお兄ちゃんのことで頭がいっぱいなんだにゃ！」

　ニーナの声からは悲痛ささえ感じられた。

　ここまで言われると、もうためらってはいられない。

　僕は自分の倫理観を破る覚悟を決めた。

「わかった……セックスしよう」

　僕の言葉にニーナが身体を震わせる。

「にゃううう、お兄ちゃん……」

　フリフリとお尻を振って僕を誘うニーナ。

　僕はその後ろまで移動して、肉棒を露わにする。

　まだ柔らかかったそれは、僕を誘惑するようなニーナの痴態を見て一気に勃起する。

　片手でそれを持ちながら、もう片手でニーナのお尻に触れた。

「にゃうっ!?」

　僕が触った瞬間、ニーナがビクンと震え、秘部から愛液がダラダラと垂れる。

「ニーナ、もしかしてイっちゃった？」

「わ、わかんにゃいよぉ。お兄ちゃんに触れられたら一気に身体が熱くなって、ビクってしたにゃ」

　軽く絶頂したのは間違いないだろう。

　それほどまでに敏感になっているということだ。

　なら、優しく慎重にしてあげないといけない。

「ニーナ、触るよ」

　そう言ってから秘部に触れる。

「はにゃあん！」

　少し撫でただけでこの反応だ、本番に移ったらどうなってしまうんだろうか。

　ニーナは絶え間なく喘いでいるけど、ここはしっかり慣らさないといけない。

　指を一本挿入してみる。

　すると、予想どおりというか膣内は愛液でヌメっている。

　けど、膣壁はまだ強張っていたのでそこをマッサージするように愛撫した。

「んん、あっ、はううう」

　ニーナが手足を震わせているけど、愛撫の手は緩めない。

　おかげで、数分もすると指が三本も入るほどほぐれてきた。

「これなら、なんとか行けるかな」

　この短時間でほぐれたなら、肉棒を入れても慣れるだろう。

　そう思った僕は、ニーナの膣にそれをあてがった。

「当たってるのがわかるかい？」

「うん、お兄ちゃん、早くぅ」

　僕の愛撫でいっそう興奮が高まったみたいで、もう少しも待てないというふうにお尻を振って求めてきた。

　僕も優しく扱おうと思っているけど、興奮が獣性を呼び起こして、一刻も早く目の前の少女を犯せと身体に命令している。

　今までは理性で抑えていたけど、それもそろそろ我慢の限界だ。

「ニーナ、入れるよ？」

　そういうと、あくまでゆっくりと腰を前に進めていく。

「にゃ、うぎゅううう、にゃああ！」

　まだ少し固さは残っていたけど、前戯のおかげでなんとか亀頭部分が収まった。

　だけど、かなりキツい。今まで経験したなかで一二を争うほどだ。

　このまま奥まで一気に突いてしまいたいという欲望にもかられるが、それは出来ない。

　ゆっくりと、ナメクジの這うようなスピードで腰を進める。

「ああ、お兄ちゃんの凄いにゃ。こんなに硬くて熱い……もっと奥までちょうだいにゃあ！」

「ニーナ、でも……」

「焦らさにゃいでぇ、奥まで一気に入れてにゃ」

「……わかったよ」

　気を使ったつもりだったけど、逆に焦らされたと感じたらしい。

　これは、悪いことをしたかな。

　なら、その分気持ちよくしてあげるしかない。

　僕はニーナの腰をしっかりと掴み、一気に腰を打ちつけた。

　キツい膣壁を無理やり掻き分け、亀頭部分が子宮口に到達する。

「ぶにゃああああ！　ひっ、にゅううぅぅ」

　ニーナの中が、僕の肉棒を締めつける。

　思わず射精してしまいそうになるけど、前かがみになって耐えた。

「全部入ったけど、どうかな、ニーナ？」

「お腹の中がこんなに満たされて……凄く良い気持ちだにゃ」

「それは良かった。だけど、これからまだまだ続くよ？」

　その言葉にニーナが振り返る。

　その顔は快楽に歪んでいて、あの活発な少女がこんな顔をしているのかと思うと興奮した。

「にゃう、お兄ちゃんの精液貰うにゃあ」

「そう、そこまでがニーナのしたがっていた交尾だよ。じゃあ、動くね」

　僕は一突きしてから微動だにしていない腰を再び動かした。

　幸い、トロトロなニーナの膣内なら肉棒を動かすのに支障はない。

　彼女の締めつけを感じながら自由にピストン出来る。

「あう、お兄ちゃんのがニーナの中を削ってるにゃあ」

　亀頭の傘の部分が肉ヒダを削り取るように刺激しているからだろう。

　僕も気持ちいい。

　まだピストンの方向を自由に試行出来るほど広がってはいないので、ひたすら前後にピストンする。

　ただ、少女の膣はそんな単調な刺激にも喜び、絶頂に震えた。

　そのたびに訪れる不規則な刺激が僕の射精感も高める。

　やがて、僕のほうから腰を打ちつけるだけじゃなく、ニーナの腰も僕の腰と深くぶつかるようにタイミングを合わせて動かす。

　最初は僕が両方とも動かしていたけど、慣れてきたのか途中からニーナも自分で腰を動かし始めた。

「上手いよニーナ、良いところに当たってる」

「ほ、ほんとかにゃ!?　なら、もっといっぱい動かすにゃ」

　そう言ってさらに腰を動かす勢いを強めるニーナ。

　彼女の献身的な様子に、僕の性感も高まってきた。

「ニーナ、そろそろ……ぐっ」

　僕の言葉に、膣内を締めるニーナ。

　もう自分から中を締められるようになったのか。

「お兄ちゃんっ！　ニーナの中にいっぱい出してぇ！」

「うぅ、イク、ニーナ！」

　僕はニーナの膣奥まで肉棒を収め、射精した。

　その間も肉棒は全方位からの締めつけに遭い、その都度精液を大量に送り出す。

「うにゃあぁぁぁ」

　射精と同時にまたイったニーナが、力が抜けたようにベッドへ突っ伏す。

　僕は肉棒を引き抜くと、ニーナの身体を横たわらせて枕元に座った。

　そして、息を整えている彼女の頭を撫でる。

「初体験はどうだった？」

「凄く気持ちよかったにゃあ」

「それは良かった」

　思わず顔をほころばせるが、次の彼女の一言で表情を固める。

「でも、まだまだ足りないにゃ！」

　その言葉とともに、僕はニーナに引き倒されてしまうのだった。
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「ちょ、ちょっと、ニーナ!?」

　倒されてしまった僕は、ニーナに抱きつかれて身動きが取れなくなる。

　とても、さっきまで絶頂で力が抜けていたとは思えない素早さだった。

「ああ、精液出してからお兄ちゃんの牡の匂いがまた強くなってるにゃ」

　僕に抱きついたままくんくんと匂いを嗅ぐニーナ。

　昨日から身体を洗っていないのに、そんなに積極的に嗅がれると恥ずかしい。

「もう一回したんだし、身体を拭いてからイレーネさんのところに向かうっていうのは……」

「嫌にゃ」

　取りつく島もない。

　このままニーナが満足するまで付き合うしかないのかなぁ。

「お兄ちゃん、次はどうするにゃ？　口か手か、それともまた中にくれるのかにゃ？」

　ボクからごろんと転がって離れた彼女が、自分で秘部をさらけ出して誘惑してくる。

　さっきまで僕の肉棒を咥えこんでいたそこは、また最初のようにぴったりと閉じていた。

　しかし、その膣内は僕がさっき出した精液にまみれているだろう。

　そう思うと興奮した。

「そんなふうに男を誘って、悪い子だなぁ」

　少し前まで純粋な少女だと思っていたのが、今は小悪魔のように僕を誘っている。

　そうなるきっかけを作ったのは僕だけど、まさかこんなことになるとはね。

　あまり期待はしていなかったけど、説得は無理そうだ。

　それに、むやみに外でこんなふうに誘惑しないように教育しないと。

　いくら性に奔放な世界でも、僕が少し嫌な気分になる。

　自分が処女を奪ったことで、この子が日常的に他の人間の前で淫らになって欲しくないという独占欲がわいたのかもしれない。

　これはイレーネさんたちにも言えることだけど、我がままなのかな。

「ニーナ、こっちに来て」

　そう言ってニーナの腕を掴み、乱暴に引き寄せた。

　そして、仰向けに寝かせた彼女の上に覆いかぶさる。

「さあ、覚悟してね」

「にゃ？　何を？」

　男に組み伏せられているというのにこの不思議そうな表情。

　わざとやってるんじゃないかと思うくらいだ。

　もう我慢出来ない。

　僕は復活した肉棒をニーナの膣に向かって突き刺した。

「にゃうぅ！　また入ってきたにゃ！」

　嬉しそうに声をあげるニーナと、肉棒の再来を歓迎するように締めつける膣内。

　僕は上にあげたニーナの足を押さえつけながら、腰を振りはじめた。

　僕の腰とニーナ尻がぶつかり、乾いた音と水音が響く。

「ニーナの中いいよ、締まっているから、ただ動かすだけでも気持ちいい」

「お兄ちゃん、もっとニーナで感じて……そしたらまたイって欲しいにゃ」

　ニーナの言葉に腰のピストンが加速する。

　腰を動かすごとに愛液が掻き出されるおかげで、ベッドにはシミができてしまった。

　でも、いくら掻き出しても後から出てくる愛液のおかげで膣内はいつでまでも濡れている。

　初挿入のころは硬くて前後運動しか出来なかった膣内も、少しは自由に動かせるようになった。

　そこで、試しにあちらこちらとニーナの中を突いてみる。

　お腹側や背中側、右側左側と全方位に加えて突く角度や速さなんかも変えてみた。

　どうにかしてニーナの弱点を知ろうという執念だろう。

　そして、その努力は思わぬところで実った。

「みぎゅ!?　や、待ってにゃあ」

　体重を押し付けるように背中側を突いてやると、大きな本能を示した。

　とうとう弱点を見つけた！　と思った自分は徹底的にそこを責め始める。

　ちょうど肉棒の裏筋に当たる部分だったので僕の性感も一気に高まってしまったけど、射精したらまた復活するのを待って挿入すればいいという気持ちがためらいをなくしていた。

　そして、また限界が訪れる。

「もう、出そうだ」

「お兄ちゃん、お兄ちゃん！　またニーナの中いっぱいにしてえぇぇぇ！」

　僕はニーナを覆い隠すように身体を密着させ、精を放った。

　本日二回目の中出しは一回目と遜色ないほど強い勢いで子宮口に当たり、内部に精液を送り込んでいく。

　先ほどのものと合わせて大量の精液が子宮の中に収まっていると思うと、征服感に酔いしれる。

「また出てるにゃ、もうニーナの中いっぱいにゃよ……」

　蕩けた顔でそんなことを言うニーナ。

　僕はそんな絶頂の余韻に浸る彼女の胸に吸いついた。

「んにゃ!?　ち、乳首かんじゃダメだにゃあ！」

　本気で噛みついてはいないし、歯も立てていない。

　でも、敏感になっている胸への刺激としては十分すぎるようだった。

「ニーナのおっぱい、今は小さいけど大きくなっちゃうかもしれにゃいよ？」

　突然不安そうな声を出すニーナ。

　そういえば、胸は小さいほうが美しいとされているんだっけ。

「僕は大きいおっぱいも、ニーナの可愛らしいおっぱいも好きだよ」

　イレーネさんやジュリーさんのような、手に余るくらいなおっぱいも良いけど、これぐらいの大きさも嫌いじゃない。

「にゃ、にゃう……」

　照れたのか、顔を逸らすニーナ。

　僕はそれを正面に向けて、キスを落とす。

「んぐぅ！　むちゅ、れろ」

　軽いキスから、舌で唾液を交換するような深いものへ。

　最初は驚いた様子だったニーナも、慣れると積極的に舌を絡めてくるようになった。

「んはぁ、お兄ちゃん……」

　ニーナがうっとりとした目で僕を見つめてきた。

　それを見た僕は、一先ず身体を起こして体勢を整えようとする。

　そのとき、手をついた拍子に何かを下に敷いてしまった。

「にゃうっ!?　にゃいいぃぃいぃ！」

「うっ！」

　突然ニーナが悲鳴を上げ、膣内がぎゅうぎゅうと、今までで一番に締まった。

　奇襲的な刺激に思わず腰を引いてしまう。

　いったい何を潰してしまったのかと見ると、それはどこか見覚えのある毛に覆われた縄のようなもの。

　その先を辿ってみると、ニーナのお尻の当たりで消えていた。

「まさか！」

　慌ててニーナをひっくり返してみると、案の定それはニーナの尻尾だった。

　腰のあたりから生えているそれは、まぎれもなくニーナの一部だ。

「ごめん、僕気づかなくて！　……って、あれ？」

　ニーナの顔を見ると、口を開いて舌を出し、だらしないイキ顔になっていた。

　さっきもイってたけど、こんなふうになってはいなかった。

「もしかして……」

　再び尻尾を触ってみると、ニーナがビクンと震える。

「ここが本当の弱点だったのか」

　さっき体重をかけて背中側を突いたときによがっていたのも、尻尾が刺激されたからかもしれない。

　そうなると、ここを徹底的に責めてあげなくては。

　ニーナのほうから求めてきたんだから、文句はないだろう。

　どれだけ感じてしまうのかを見てみたい気持ちもある。

　うつ伏せになったニーナの腰だけを立てて、三度挿入する。

「ん、んにゅう……お兄ちゃん？」

　わずかにうめき声を漏らすだけで大きな反応もない。

　僕はさっそく弄りやすい位置にある尻尾を手に握った。

「にゃ、にゃにゃ？　お兄ちゃん、な、何触ってるのにゃ!?」

「何って、ニーナが満足するまでしてあげようと思ったんだよ」

「ダメにゃ、それだけはダメなのにゃ！」

　必死に止めようとしているけど、深い絶頂の余韻からなかなか抜け出せず、力が入らないみたいだ。

「僕はニーナにいっぱい感じてほしいだけだよ」

　ちょっとした悪戯心があるのは否定しないけど。

　僕は手始めに、片手で握ったままもう片手で撫で始める。

「にゃっ、にゃにゃあ！　イっちゃうぅ！」

　たったそれだけで腰がガクガクと震え、倒れそうになったので慌てて支えた。

　当然のように膣内も収縮するので、入れているだけでイってしまいそうになる。

「凄いなぁ、じゃあ次はこれだ」

　片手で腰を支えながら、もう片手で尻尾を扱き始める。

「にゅああぁぁあ！　らめ、らめらめらめええ！」

　すぐさま、さっき以上の絶頂に至るニーナ。

　でも、僕は手を休めない。

　さらに、追撃とばかりに腰も動かし始めた。

　片手で支えないといけないから激しくは出来ないけど、それでも十分すぎるだろう。

「イクッ、イクイクイ──ッ！」

　ニーナはついに潮まで吹き始めた。

　僕はフサフサとした感触を楽しみながら、激しくうごめく膣内の刺激を楽しむ。

　支えている片手がつらいけど、それが気にならないくらい気持ちいい。

　さっそく射性感が高まってきた。

「ニーナ、出すよ。一緒にイって！」

「ああぁぁあぁ、お兄ちゃんんんん!!」

　絶叫と言って良いほど声を張り上げるニーナの中に、思いっきり精液を放つ。

　この上ない快楽に包まれながらの射精は長く続き、終わるころにはニーナはぐったりとしていた。

　慌てて確認したけど、ただ気を失っているだけだ。

「けど、これは扱いに気をつけないといけないかな」

　底なしの性欲があるニーナを相手にするときには切り札になる弱点だけど、あまり多用すると身体に悪そうだ。

　状況を見極めて使わないといけないな。

「まぁ、何はともあれ。ニーナが大人しい間に身体を拭いちゃわないと」

　僕はそう言って、ニーナを抱き起こすのだった。
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　ニーナを部屋のソファーに座らせた僕は、ポットからお湯を出してタオルを浸ける。

　そして、温かく濡れたタオルで彼女の全身を拭っていった。

　途中で目を覚ましたニーナは「ダメって言ったのに！」と怒っていたが、身体に力が入らないみたいなので実力行使には出られることなくすんだ。

　そのまま何とか宥なだめつつ全身を拭き終わり、適当な服を渡す。

　イレーネさんの持っている服では大きすぎるということで、昨日のうちにメイドさんが買ってきてくれたものだ。

　後はくしゃくしゃになっていた髪も梳かして、なんとか身支度を整えさせることに成功した。

　僕のほうも急いで汚れを落とし、準備をする。

　情交でグチャグチャになってしまったシーツを片付け、窓を開けて換気もした。

　これで準備完了。

「なんとか、約束の時間には間に合いそうだ」

「なんの時間にゃ？」

「イレーネさんとのお話しのね」

「ふぅん」

　あんまり興味なさそうだなあ。

　それとも、まだ少し怒ってるのかな？

「とりあえず行こうか。話し合いの前にご飯も食べるみたいだし」

　食事時というのもあって、ごはんを食べた後に話し合いをしようということになっている。

　空腹では落ち着いて話が出来ないだろうというイレーネさんの考えだ。

「にゃっ、ごはん!?　早く行くにゃ！」

「うわ、ちょ、ちょっと！　危ないよ！」

　僕はニーナに押されながら食堂に向かった。

　到着すると、もうイレーネさんが待っていて、配膳もすまされていた。

「すみません、遅くなりました」

「良いの、その子の相手をしていたのよね」

　ギクリと固まる。

「あれだけ大きな声を出していたら、ねぇ？」

　おかしそうに笑うイレーネさん。

「本当にすみませんでした……」

　土下座する勢いで深く頭を下げる。

　あんな会話をイレーネさんとした直後にニーナとセックスしていたら、思うところがあって当然だろう。

「頭を上げてトモくん、別に怒っている訳ではないわ。むしろ、その子と良い関係を築いてくれたなら感謝するほどよ」

「ニーナとお兄ちゃんがどうしたの？」

「あら、お兄ちゃんですって。これは期待できそうね」

　イレーネさんが口に手を当てて笑う。

「こんにちはニーナちゃん。私はイレーネ、この街の町長をしているの」

「イレーネお姉ちゃん……」

　ニーナが確認するようにつぶやくと、それにイレーネさんが頷く。

「そうよ。でも、話は食事を食べてからにしましょう？」

「うん、もうお腹ペコペコにゃ！」

　イレーネさんの言葉にニーナが飛びつく。

　僕はそれに苦笑いしながら席に着いた。

　それから、さっそく食事に取り掛かる。

　よっぽどお腹が空いていたのか、テーブルの上を更地にする勢いで食べるニーナ。

　その豪快な食事にはふたりして驚いてしまった。

　そして、案の定早食いで喉を詰まらせたニーナの背を僕が擦って水を飲ませる。

　それからも懲りずにバクバクと食べ続けたニーナは、三十分もしないうちに、出された料理を食べつくしてしまった。

　その光景を見ていただけの僕たちも少し胸やけしそうになって、いつもよりも早く食事が終わる。

　食卓の上が片付けられ、食後の飲み物が回った段階でイレーネさんが話し始めた。

「ニーナちゃん、あなたについて聞かせてもらいたいわ」

「わかったにゃ」

　ニーナは素直に、自分のことについて語り出した。

「ニーナは元々獣人族の村で暮らしてたんだにゃ。そこで村の仕事の手伝いをしてたの。不細工だけど、いっぱい働いてたから追い出されはしなかったんだにゃあ。でも、ここ最近の干ばつで暮らしが厳しくなってきたのにゃ」

「そうね、都市部ほど容姿を重要視するから、田舎なら少しは暮らしやすいみたいね。それでも楽に暮らせるというわけではないけれど……。それに、ここ最近はこの地方で雨の量が少なくなってるとも聞くわ」

　イレーネさんも肯定する。

　中央と地方では意識に差があるようだ。

　ひとりでも働き手が欲しい農村部なんかでは容姿差別が若干薄れるらしい。

　それに、ニーナは極端に遠くから来たわけではなさそうだ。

「だから、雨ごいのために村で伝わる儀式をすることが決まったのにゃ」

　地方に伝わる儀式か、嫌な予感がする。

「それは、どういうものなの？」

　けど、イレーネさんは容赦なく切り込んでいく。

「土地の神様に生贄を捧げて、雨雲を恵んでもらうんだにゃ」

「い、生贄……」

　その生々しさに思わずたじろいでしまう。

「もしかして、その生贄に？」

「ちょっと待ってください、いくら何でも人間を生贄になんて……」

「そうにゃよ？」

「っ!?」

　そのとおりだと言うニーナに衝撃を受ける。

　生贄と言っても、せいぜいが家畜くらいだと思っていたのに。

　気分が悪くなってきて、胃から食べた物がせり上がってくる気がする。

「トモくん、顔が青くなってるわ。少し厳しすぎたのかしら、別室で休む？」

「いえ、大丈夫です。続けてください」

　立ち上がって僕のほうによって来ようとしたイレーネさんを手で押しとどめる。

　僕はまだ異世界に対する覚悟が甘い。

　そう痛感させられた。

「トモくんがそう言うなら……私はこの手の話に慣れているけど、トモくんに対する判断が甘かったわ。ごめんなさい」

「良いんです、イレーネさん。いずれは向き合わなきゃいけない話だったと思います」

　むしろ、こんな話に慣れているというイレーネさんのほうが悲しい。

「ニーナ、まずいこと言っちゃったのにゃ？」

「心配ないよ。ニーナは真実を話してくれればいい」

「にゃうぅ」

　僕がそう言って彼女の頭を撫でると、ニーナは自分から手に頭を押し付けて、気持ちよさそうに目を細める。

　その微笑ましい姿で場の空気が少し和む。

　数分後、ようやく手から離れたニーナが話を再開させる。

「ニーナも、元々は生贄じゃなかったのにゃ。村の代表の村長の娘が選ばれたんだけど、孫が生贄になることを嫌がった村長の父親がニーナを身代わりにしようとしたのにゃ」

「そんな、酷い……」

　儀式だけじゃなく、人の願望にも振り回されたなんて。

「ニーナも黙って死ぬのは嫌だから、こっそり逃げ出したんだにゃ」

　逃げ出せて良かった、本当に。

「でも、追っ手がかかったりはしてないのかしら？」

　イレーネさんがそう問う。

　たしかに、それだと相応の準備が必要になる。

「それはないにゃ。途中の川で臭いを洗い落としたし、わざわざニーナひとりを追いかけるほど人手が余ってるとは思えなかったにゃ」

「それなら安全、なんですかね？」

「ええ、そうね。好きこのんでこの街に入ろうとする人は皆無よ」

　一安心したところで、ニーナがさらに続ける。

「でも、驚いたにゃ。こんな町があるなんて聞いたこともなかったにゃ。イレーネお姉ちゃんもそうだし、みんな同じだにゃ」

「うふふ、ここは私たちみたいな女が安心して暮らせるように作ったの。だから、ニーナちゃんもゆっくりしていってね？」

「お姉ちゃんが!?　凄いにゃあ」

　ニーナがイレーネさんを尊敬の眼差しで見ている。

　僕も彼女が褒められるのが嬉しくて、顔が緩む。

　めったに外から人が来ない街だから、こうして客観的に見てもらえる機会も少ないんだろう。

　とにかく、ニーナとイレーネさんの仲も良好になりそうだ。

「それはそうと、ニーナちゃんはこれからどうしたいのかしら？　この街に住みたいというなら援助もできると思うわ」

「なら、ニーナはお兄ちゃんの傍がいいにゃ！」

　即答するニーナ。

「あら、やっぱりなついてるのね。でも、困ったわね。トモくんばかりは、ニーナちゃんだけを優先出来ないわ」

　困り顔のイレーネさん。

　男娼の仕事で結構な数の女性と性交したけど、まだこの街の女性全員と会ったわけではない。

　無論、男となんて会話したくもないという女性もいるらしいけど、突然やってきたニーナを僕の近くに置くと突き上げを貰うのはイレーネさんだ。

　町長である彼女は、いつも僕に関しての難しい判断を迫られているんだ。

　いくらニーナに情がわいてしまっても、それで判断することは出来ないんだろう。

　その苦労を多少なりとも知っている僕も下手に口出しできない。

　でも、ニーナをひとりにするのは不安だし、何とか良い案はないかと知恵を絞る。

「イレーネさんの仕事の手伝いをするための勉強として、ここに置くのはどうでしょうか？」

「私の仕事を？」

「そうです。屋敷のほうにも結構書類を持ち込んでますよね？　それを片付ける助手ということにしたらどうでしょうか？」

　この街もそこそこの規模なのでしっかりした役所もある。前はそこで仕事をしていたらしいんだけど、僕が来てからは殆どを屋敷ですませている。

　そのせいで、今まで職員に助けてもらっていたものも、イレーネさんひとりで片付けねばならず、負担が増えているのだ。

「ニーナ、字とか読めにゃいよ？」

「その研修も含めて、ということにしたらどうでしょうか？」

　これなら体面も保てるはずだ。

「……わかったわ。それで調整してみましょう」

　イレーネさんは少し考えた後、僕の提案を受けてくれた。

「これで、ニーナがお屋敷にいられるにゃ？」

「そうだよ。でも、文字の読み書きや計算も覚えないとね」

「頑張るにゃあ！」

　張り切った様子のニーナ。

　これから覚えることは将来ニーナのためにもなるはずだ。

　ぜひ、色々な知識を身に着けてもらいたいと思う。

　こうして、今回の事件は解決した。

　あわや死人が出るかと焦ったこともあったけど、最終的にはこの街に可愛らしい仲間がひとり増えた。

　こうやって、この街に人が増えていってくれればいいなと思うのだった。
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　良く晴れたある日。

　外に出るには絶好の日和だけど、生憎僕は屋敷の中に籠っていた。

　理由は、この世界についての情報収集のため。

　イレーネさんに本を借り、それを片っ端から読み進めているところだ。

　と言っても、まだ難しい文章を読み解けるほど文字に慣れていないので、図解の多い地理の本などを中心に読んでいる。一応、この街の周辺の地図は真っ先に頭に入れた。

　迷子になって誘拐されたなんて洒落にならない。

　イレーネさんからは黒髪黒目だと狙われやすいと言われているし。

　もっとも、街の外に出ることは滅多にないし、そういうときは必ずエディスさんと一緒にいるようにきつく言われている。

　街中なら、ひとりで行動することもあるけどね。

「そう言えば、今日はエディスさんが来るってきいたけどまだかな？」

「わたくしに何か用でもありまして？」

「うわっ!?　痛っ！」

　独り言のはずだったのに、返事が返ってきて思わず体勢を崩して足を机にぶつけてしまった。

　木の机でも十分すぎるほど痛い。

「ぐ、うぅ……」

「おほほほ、無様ですわね」

　嬉しそうに笑うエディスさん。

　机に突っ伏して呻く僕の真正面に陣取って、その醜態を見下ろしている。

「エディスさん、いつの間に？」

　まだジンジンと痛む足を擦りながら問いかける。

「あなたがボケっと地図を眺めている間に、ですわ。まったく、気が抜けているんじゃありませんの？」

「勉強に集中していたという捉え方はないのかな？」

「変態野郎が勉強して何になると言うんですの？　腰を振るしか能がないんですから、走り込みでもしたほうがよっぽど役に立つと思いますわ」

　相変わらず、僕に対しては毒舌だ。

「最近は獣人族の少女を手籠めにしたらしいですし、ますます種馬ぶりに磨きがかかりましたわね」

「ははは……」

　怒涛のラッシュで流石に気が滅入りそうになる。

「そう言えば、今日はどうして僕のところに？」

　僕の付き人ということになっているエディスさんだけど、実際にはイレーネさんからの好感度を上げたいがためにこの仕事を引き受けたようなものだ。

　やることはやってくれるけど、親切というにはほど遠い。

「あなたに語学について教えに来たのですわ。もちろん、お姉様にお願いされてですが」

「エディスさんが語学を？」

「あら、何かおかしいことでも？　これでも、追い出される前は宮廷で最高の教育を受けてましたのよ？」

　そうだった、エディスさんは元お姫様だったっけ。

　あまりにも印象が違い過ぎるから、ときどき忘れそうになる。

　イレーネさんの前だと凄くちゃんとしてるんだけどなぁ。

「まあ、これからお願いします」

「ふふ、生意気な口がきけなくなるまでみっちりとしごいて差し上げますわ」

「お、お手柔らかに……」

　怪しい雰囲気を放ちながら笑うエディスさんにうすら寒いものを感じながら、僕はなんとか有益なものを学ぼうと決意するのだった。

　それから、数十分後。僕はエディスさんが用意した問題集を解いていた。

　イレーネさんに言われたからとは言え、わざわざこんなものを作ってくれるあたり真面目なのかもしれない。

　けれど、部屋に肝心のエディスさんの姿は見当たらない。

　当然だ、彼女は今僕の机の下にいるんだから。

　そして、そこで何をしているかと言うと、

「れろれろ、じゅるじゅる！」

　フェラチオだ。なんでそうなるの？　と、突っ込みたくなる。

　でも、エディスさん曰く『先ほどのことが、勉強に集中していたせいだというなら、これぐらいされても大丈夫ですわよね？』だそうだ。

　流石に口喧嘩では勝てそうにない。

　それに、僕に付き人として同行しているときも、時間があれば物陰に連れていかれてフェラされる。

　その流れで本番までしてしまうこともしばしばだ。

　だから、実際には性欲が昂って仕方ないからなんだろう。

　でも、それを指摘すると怒るから言わないでおく。

「エディスさん、少し緩めてくれないと進まないんだけど」

　僕は机の下を覗き込んで言う。

　かなり本気でフェラされている上に、エロい音まで立てられているから集中しようがない。

「これぐらいで音を上げていては、最後の問題にたどり着く前に腰が抜けてしまいますわよ？」

　意地の悪い笑顔で僕を見上げるエディスさん。

　そう言った直後には、また肉棒を口に咥えこんでしまう。

「んん、じゅるるる！」

「う、あぁ……」

　肉棒全体を口に含んでの吸い付くようなフェラ。

　思わず声が漏れてしまった。

　最初にしたときからもう何度も体験しているけど、エディスさんはかなりフェラが上手い。

　その口の動きは巧みで、僕のペンを持つ手も止まっている。

　もう十分ほど前からこの調子だ。

　僕は射精を堪えるのに必死で、勉強どころではない。

　なら、一回射精してしまえばいいと思うかもしれないが、それはそれで悪手になる。

　射精直後の敏感な肉棒をエディスさんに舐められると、凄い快感で全身が震えてしまう。

　思考も快楽に塗りつぶされて、問題集のことなど放り出してしまうだろう。

　その状態でセックスに誘われたら、断る自信はない。

　そして、エディスさんが満足するまで付き合うことになるだろう。

　完全に敗北だ。

　だから、なんとしてもここで我慢しなければいけない。

「ふぅ、強情ですわね。そろそろ降参しないのです？」

　エディスさんが口を離し、僕に問いかけてくる。

「白旗の代わりに、たっぷりの精液を出せば認めてあげますわ」

「それってそのまま本番に雪崩込んだりしちゃうんじゃないかなぁ……」

「あなたが断ればいいだけのことですわ。お姉様から言われてますので、無理強いは出来ませんし」

　僕が断れない状況を作るつもりの上でそんなことを言うんだ。

　なんとも分が悪い。

　エディスさんは口を離している間も手コキで肉棒を刺激してくる。

　こっちのテクニックもなかなかのものだ。

　けれど、フェラほど激しくない。

　その気になれば手でもイカせられそうだけど、あくまでフェラに拘るらしい。

「さあ、どこまで耐えられるか見物ですわね」

　そう言ってエディスさんはフェラに戻る。

　エディスさんの誘いに乗って先に彼女を足腰立たなくするというのも考えたけど、それだと教師役がいなくなってしまうので無理だ。

　イレーネさんに言いつけるというのも論外。

　他の人に助けを求めるというのもなしかな。

　エディスさんが巧みに誘って乱交状態になる可能性もある。

　そうなると、ふたりのときよりも状況は深刻化する。

　どこの逃げ道も塞がれていて、残っているのはこの抗いがたい快楽に敗北承知で立ち向かっていくことだけ。でも、今のうちなら比較的思考が自由だ。

　そう思った僕は、止めていたペンを再び動かしだす。

「エディスさんとするのは好きだけど、今はこっちを優先させなきゃ」

　腰に力を入れて堪えつつ、問題を読んでペンを動かす。

　幸い難しい問題ではないので、ゆっくりとだけど回答を記入していく。

　ただ、断続的に送られてくる快感で思考が鈍り、射精前に全問回答するのは難しそうだ。

　しばらくすると、とうとうペンを握っているのも困難になった。

「じゅぼ、じゅぼぼぼ、はふぅ……なかなか堪えましたわね。でも、もう限界でしょう？」

　肉棒はパンパンに膨らみ、今にもはちきれそうなくらいビクビクと震えている。

　もう腰が引けてきているが、エディスさんが手を回して逃がさない。

「臭いも凄いですわ。いくら舐めとっても後から後から湧いてくるんですもの」

　両手を腰に回しているからか、エディスさんの顔が近い。

　口から離していても、その吐息が当たるほどの距離だ。

　美少女の顔のすぐ傍で勃起した肉棒が揺れている光景はたまらなくエロい。

　ついその口に肉棒を突き込みたくなるけど、何とか堪える。

「良いですわ、その我慢も終わりにしてあげます」

　またも口内に導かれる肉棒。

　ここ数十分は外よりもこの中にあった時間のほうが長い。

「レロレロ、じゅるん。じゅぼっ、じゅぼっ、じゅぼっ！」

　激しく音をたてながら頭を振るエディスさん。

　僕も流石に我慢出来ない。

「エディスさん、出る、出すよっ！」

「んじゅ、むぐぅ！」

　最後に喉のほうまで肉棒を咥え込んだエディスさんの口に射精する。

　我慢しただけあって、濃い精液が彼女の胃に流し込まれていく。

　それを次々と飲み込んで行くエディスさん。

　こんな状況で言うのも変かもしれないけど、凄い飲みっぷりだ。

　全て出し終わると、椅子を引いて一息つく。

　エディスさんも最後の一滴まで飲み込んで、肉棒を口から離した。

　予想していた連続のフェラはない。

　流石に息が苦しかったみたいだ。

「はあ、トモ様の精液すごく濃くて飲みにくかったですわぁ……」

「僕も気持ちよかったけど、まずは窓を開けてもらえるかな？　誰か来たときにバレちゃうよ」

　勉強中ということになってるのに、エッチなことをしていたなんて気が引ける……。

「最後はイってしまいましたが、途中はなかなか頑張ったんじゃありません？　問題を解くのを再開するとは思いませんでしたわ」

　さっきまでのツンツンした様子が少し取れている。

　エディスさんが窓を開けたおかげで、室内の臭いも解消された。

「エディスさん、今度こそ色々教えてもらいますよ」

「ダメですわ、さっきは喉に直接出されてしまったから味わえませんでしたもの。もう一回、出してもらいますわよ！」

「えぇ、そんな……」

　止める間もなく、エディスさんが肉棒を咥える。

　こうなれば早く満足してもらうしかない。

　僕は訪れた快楽に身を任せるのだった。
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　──トントントン

　エディスさんが僕の肉棒を咥えたのとほぼ同時に扉が叩かれた。

「はっ、はい！」

　突然の出来事に、思わず声が上ずってしまう。

　こんなときに人が来るなんてタイミングが悪い。

「私よ、良いかしら？」

　扉の向こうから聞こえてきた声に、二重に驚く。

　イレーネさんだ、間違いない！

　よりによって彼女だなんて……。

「……っ！」

　机の下でフェラを続けていたエディスさんも気付いたのか、行為を中断して身を硬くする。

　けど、幸いこの机はしっかりした作りで、僕の方向からしか内部は見えない。

「はい、どうぞ」

　平静を装って答える。

　断ることも考えたけど、不自然だと思ったからだ。

　幸い、窓は開きっぱなしなので匂いでバレることはないはず。

　扉を開けてイレーネさんが入ってくる。

　これがニーナだったらノックもなしに入ってきそうだから、かえって良かったのかもしれない。

「あら、エディスがいないわね。トモくんの勉強の手伝いをお願いしたはずなんだけど……」

　机の下にいるエディスさんがビクッと震える。

　この状況をイレーネさんに見られたら、怒られることは間違いない。

　彼女にとっては危機的状況だ。

　そう考えたとき、僕に悪戯心が湧いた。

　先ほど勉強を邪魔されたことへの仕返しだ。

「エディスさんなら、教材に使う本を取りに行ってくれてます。ほら、こんな問題集も作ってくれましたし」

「──、──っ!?」

　最初の言葉で安堵した様子のエディスさんだったけど、次の言葉で青ざめる。

「あら、見せてもらって良いかしら？」

「もちろんです」

　イレーネさんが近づいてくる。

　回り込まれないように、僕は手元の問題集の向きを変えて差し出した。

「へぇ、良く出来てるわ」

　イレーネさんの視線が問題集に向かっている間に、僕は自分の肉棒をエディスさんの口元へ押し付ける。

　そして、気付かれないように小声で話しかける。

「咥えて」

　その言葉に目を丸くするエディスさん。

　その後、こちらも気付かれないように小声で返してきた。

「この変態野郎、お姉様にバレたらどうするんですの？」

「バレないようにしてあげてるじゃないか、ほら」

　腰を少し前に進めて、さらに肉棒を押し付ける。

「ほ、本当に頼みましたわよ？」

　そう言うと、ようやくフェラを再開した。

　いつイレーネさんに見つかるか不安な表情をしている。

　普段が堂々としているだけあって、そのギャップがなんとも言えない。

　それに、フェラ自体には積極的だ。

　以外とＭなところがあるから、この状況に興奮しているのかも。

　そうこうしていると、問題集を読み終わったらしいイレーネさんが顔を上げる。

「ありがとう、良く出来ているわ。さすがエディス、優秀ね」

　褒められて嬉しかったのか、一瞬肉棒を吸う力が強まった。

　それで送られてくる快感に思わず顔を歪めそうになりながらも応える。

「そうなんですか？　後でお礼を言わないと」

　どうやら、イレーネさんは未だにエディスさんの本性について知らないらしい。

　彼女はエディスさんのことを信頼出来る優秀な人物と思っている。

　まさか、目の前の机の下で僕の肉棒を咥えてるなんて思いもよらないだろう。

　そう思うと、背徳感で背筋がビリビリする。

「問題集を見て、僕の解答はどうでした？」

　今度はこっちから話しを持ちかける。

　もちろん、イレーネさんを留めるためだ。

　チラッと下を向くとエディスさんが目で威嚇してくるが、無視する。

　思いつきで始めてみたけど、なかなか興奮できるシチュエーションだった。

「正解率八割というところね。簡単な問題ばかりだったけど、始めたばかりなのだから順調よ」

「それは良かった」

　こうして話している間も、エディスさんのフェラは絶え間なく行われている。

　なるべく音をたてないようにしているから前みたいな激しい快感はない。

　その分、亀頭や裏筋といった特に感じる部分を丁寧に舌で舐めて刺激してくる。

　顔には出ていないけど、服の下では汗をかいてしまうほどだ。

「ところで、僕に何か用があって来たんですよね」

「ああ、そうだったわね。実は……」

　たわいない会話をしながらも、意識はエディスさんのほうに振り向ける。

　すると、彼女の片手が消えていることに気付く。
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　消えた片手を探してみると、案の定下半身に向かっていた。

　エディスさんはこの状況の中でオナニーをしていたのだ。

　まったく、変態はどっちなんだか。

　けど、その姿を見ていると今まで我慢していた性感の昂りに抑えが効かなくなってくる。

「トモくん、聞いてるの？」

「あ、ええ、もちろん」

　イレーネさんとの会話でも、相づちを返すのが精一杯になってしまった。

　限界になった僕は、身を乗り出すふりをして腰を前に押し出す。

　そして、エディスさんに肉棒を深く咥えさせて射精した。

「──っ!!　うぅ……んぐ」

　突然の深い挿入と射精。エディスさんは何とか飲み込む。

　けれど、少し声が漏れてしまったみたいだ。

「あら、今なにか聞こえなかったかしら？」

「外からじゃないですか？　窓が開いてますし」

　怪しむイレーネさんを前に、何でもないように装う。

　けど、心臓はこれ以上ないくらいバクバクと脈打っている。

　イレーネさんの前で、エディスさんにフェラされてイってしまった。

　ふたりと一緒にセックスしたこともあるけど、今回は状況が違う。

　もちろん罪悪感はあるけど、それがスパイスになって興奮を高めてしまっている。

　見ればエディスさんもイったみたいで、机の下が大きく濡れてしまっていた。

　これ以上は流石にまずい。

　でも、それでは今の興奮で高まった性感は治まらない。

　なので、一つ手を打つことにした。

　まずは、エディスさんの頭を抑えるふりをして両耳を塞ぐ。

　そして、まだ勃起している肉棒に押し付けた。

「ん、んん」

　エディスさんもこれ以上はまずいと思ったのか抵抗するけど、止めない。

　さらにイレーネさんへ話しかける。

「さっきの件は了解しました。引き止めてしまってすみません」

「いえ、良いのよ。私も楽しかったし……それじゃあまた後で」

「はい」

　そう言うと、イレーネさんは部屋を後にする。

　でも、耳を塞いだ上に肉棒を押し付けられていたエディスさんにはわからないだろう。

　その段階になって、ようやく拘束を外す。

「イレーネさんは向かいにあるソファーに座ってる。小声でならバレないよ」

「はぁはぁ、万が一お姉様にバレたらどうするつもりだったのです!?」

「はは、一緒に謝るしかないね」

「この……」

　何か言いかけた彼女を手で制する。

「それより、僕のが治まらないんだ。もう一度お願いできる？」

「そ、そんなバカなこと……うぅ、仕方ないですわね」

　断りかけたエディスさんだけど、目の前の勃起した肉棒を目にして了承してくれた。

「僕は問題を解くふりをしてるから。少しくらいなら音を出しても大丈夫だよ」

　エディスさんは頷くと、再び肉棒を咥えた。

「んっ、ちゅる、れろれろ」

　流石に頭を振ったりはしないけど、先ほどよりは刺激が強い。

　僕は問題を解くふりをしながら、その様子を上から眺める。

　艶やかな髪が揺れるたびに肉棒へ刺激が与えられる。

　今彼女は、いつバレるのかヒヤヒヤしながらフェラしてるんだろう。

　でも、その最中にオナニーをしてしまうほど興奮もしている。

　僕はそれを高見の見物しているわけだ。

　ちょっと腹黒いけど、綺麗で賢くて強い。

　そんなエディスさんを手のひらで転がしていると思うと、征服感で満たされる。

　それは快感にも変換されて物理的な刺激も合わさると、僕を瞬く間に限界へと追いやった。

「で、出る！」

「らして、トモ様の精液、口の中に……！」

　見せつけるように開いたエディスさんの口へ、僕は精液を放った。

　勢い余った精液は少し顔にかかってしまったけど、エディスさんはそれも指ですくって舐めとる。

「れろ、ちゅる……凄いですわ、連続なのにこんなに濃い」

「エディスさんのフェラが上手いからだよ」

「そんな……それより、お姉様は大丈夫ですの？」

　快楽に蕩けていた顔を引き締めた彼女が聞いてくる。

　そろそろ種明かしをしても良いかな。

「大丈夫だよ、ほら」

　そう言って椅子を引き、エディスさんを机の下から引きずり出す。

「何をっ、お姉様にバレて……え？」

　本気で慌てるエディスさんだが、もちろん部屋の中にはふたりしかいない。

「エディスさんに勉強を邪魔されたからさ、仕返しだよ」

　彼女は僕の言葉を聞くと、肩を震わせて俯く。

「あの、エディスさん？」

　その瞬間、ガバッと振り向いたエディスさんが僕の肩を掴んで椅子に座らせる。

「よくも……よくも図りましたわねっ！」

　目尻に涙を浮かばせた彼女は、僕の顔を覗き込んで告げる。

「他のことなら許せましたが、お姉様をだしにするとは許せませんわ！」

　まずい、どうやらエディスさんの逆鱗に触れてしまったらしい。

　僕は、彼女の怒気に冷や汗をかくのだった。
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「ごめんなさい、やり過ぎました」

　怒ったエディスさんを前に、僕はすぐさま謝った。

　落ち着きを取り戻すと、自分のやったことがよくわかる。

　仕返しとは言え、イレーネさんを利用したのはやり過ぎたと思う。

　誠意を示すように膝をついて深く頭を下げる。

　土下座だ。

　部屋が静かになる。今エディスさんがどんな顔をしているかわからないけど、どんなことを言われても受け入れるつもりがある。

　先ほどのエディスさんの怒りは、今までに見たことがないほど真剣だった。

　それほどまでに、彼女にとってイレーネさんの存在は大きかったんだ。

　しばらくすると、沈黙の後にため息が一つ。

「……はぁ、そんなふうにされたらこれ以上責められませんわ。頭を上げてください」

　エディスさんの言葉で身体を起こす僕。

　異世界に土下座の文化があるかは怪しいけど、気持ちはなんとなく伝わったみたいだ。

　エディスさんがイレーネさんに特別な思いを持っていることは知っていたけど、そのいきさつとかはまだ知らない。けど、今回僕はその一線を一時の衝動で越えてしまった。

　知らなかったとはいえ、申し訳ないと思う。

「僕はエディスさんのイレーネさんへの思いを軽くみてた。本当にごめん」

「もう謝らないで欲しいですわ。先に手を出したのはわたくしですし」

　もう怒気は治まったようで、一息つく。

　けど、そこで休んではいられなかった。

「お姉様のことに関してはもう良いですわ。その代わりに、やって欲しいことがありますの」

「何かな？」

「実は、さっき自分で慰めたときから昂りが治まらないんですの」

　すると、エディスさんは机に腰掛けて足を開く。すでに下着は脱いでいて、膣が丸見えだった。

　そして、そこからは染み出すように愛液が垂れている。

「だから、トモ様のちんぽください」

「エディスさん……」

　僕を誘っているエディスさんのエッチな姿に、萎えていた肉棒も勃起してくる。

　我ながら現金だと思うけど、彼女の身体はそれだけ魅力的だ。

「トモ様、早く入れてぇ」

　待ち切れないというようにエディスさんが僕を求める。

　彼女が片手で入り口を広げると、よりいっそう愛液が滴り落ちてきた。

　僕は椅子をどかして机の前に立ち、膣に肉棒を当てる。

「ああ、これ！　これですわ！」

　エディスさんが肉棒の感触に喜びの声をあげる。

「エディスさん、入れるよ」

　僕も我慢ができなくなって、挿入した。

　膣内は締まっていたけど、良く濡れていたので入れるのには困らない。

　どんどん腰を進めていって、すぐに肉棒が子宮口にまでたどり着く。

「来ましたわっ、トモ様のちんぽが奥までぇ！」

　興奮するエディスさんを机に押し倒す。ここでも立派な机が役に立った。

　彼女はイレーネさんに比べれば小柄だけど、ちゃんとした机じゃなきゃ寝かせることは出来なかっただろう。

「わ、わたくし、さっきまでお姉様のいたところでセックスしちゃってますの！」

　エディスさんもこの状況に興奮しているみたいだ。膣内もいい具合に締めつけてくる。

「トモ様、早く……早く腰を振ってください」

　情欲に濡れた目で僕に求めるエディスさん。

「わかった」

　そんなに言われたら、期待に応えないわけにはいかない。

　僕はエディスさんの身体が動かないように押さえつけながら、腰を振り始める。

「ああっ！　トモ様のが中で動いてますわ！」

「気持ちいいの、エディスさん？」

　腰を使いながら彼女に聞く。

「気持ちいいですわ、大きくて熱くて……その上わたくしの気持ちいいところを全部知り尽くしてて……あん！」

　その声だけでも感じているのは明らかだけど、実際に言われると嬉しい。

　ついピストンの勢いを強くしてしまう。

「あっ、トモ様、そんなに強く、ぅうん！」

　僕は腰を使いながら、エディスさんの上着を脱がす。

　そして、下着までめくっておっぱいを露出させた。

　なかなかの大きさを誇るそれの頂点では、もう乳首が固くなっていた。

「エディスさん、ここも硬くなってるよ」

　そう言いながら、乳首を指で撫でる。

「ひゃっ！　く、くすぐったいですわ」

「なら、これはどうかな？」

　今度は、親指と人差し指で摘み、揉むように刺激する。

「それ、ダメですわっ！　くぅぅ……！」

　エディスさんが快感に身をよじり、それによって膣内も動く。

　それが肉棒を刺激して、僕に快感が帰ってくる。十分に乳首を弄った僕は、一度手を離す。

　そして、今度はおっぱい全体を揉んだ。

　身体の一部とは思えないほど柔らかく、弾力のあるそこ。

　僕は衝動に身を任せて、腰を動かすのも忘れてひたすら揉む。

「あん、そんなにおっぱい揉んでも、何も出ないですわよ？」

　エディスさんがおかしそうに言う。

　確かに何も出ないけど、この柔らかさは揉んでいるだけで心が満たされる気がするんだ。

　揉んで、掴んで、揺する。満足いくまで堪能すると、ようやく手を離した。

「はぁはぁ、ようやくですの？」

　待ち切れないといった様子で、エディスさんが足を僕の腰に絡めてくる。

　夢中になりすぎて、知らず知らず焦らす形になってしまったみたいだ。

「ごめん、気持ちよかったからつい……」

「口よりも腰を動かしてほしいですわ」

　エディスさんに言われて、また腰を動かし始める。

　なるべく奥まで突き込んでから、一気に引き抜く。

　亀頭部分が入り口まで戻ってきたら、また根元まで押し込む。

　長い間隔で突けば、膣内全体が擦れる。

「んん、んふううぅぅ！　あっ、あっ、ひゃうん！」

　エディスさんの嬌声が響く。

　窓を開けているから外にも漏れてしまっているだろうけど、もう気にならない。

　目の前の彼女を責め立てることだけに集中して腰を振った。

　すぐにでも射精してしまいそうな快感が走るけど、少しの間動きを止めてなんとか堪える。

　そして、すぐに膣を掘り起こすような激しいピストンを再開した。

「ああっ、トモ様！　深い、子宮まで届いちゃってますのぉ！」

「僕も当たってるのがわかるよ。ここが気持ちいいの？」

　大きな間隔で突いていた動きを止め、子宮口を責める為に細かい動きで奥を突く。

　ズンズンと子宮口を突きながらエディスさんに問う。

「そこ、そこらめですのぉ！　そんなに速く突いちゃっ……ああ！」

　エディスさんがビクンと震えた。

「もしかして、イっちゃった？」

「はぁ、はぁ、だって、気持ちよ過ぎるんですもの……」

「……なら、もっと動くからたくさんイって」

　僕は再び動き出す。細かく動いて子宮口を突きまくる。

「そこばっかりらめぇ！　またイっちゃいますの！」

　エディスさんがイヤイヤと首を振るけど、動きは止めない。

　僕の腰に絡みついている足も、力が入らないのか止めることは出来ない。

　ときおり、膣奥に肉棒を突き込んだまま、亀頭で潰すように子宮口を責める。

　すると、

「ひぎっ!?　あぐぅ、イク！　イクイク!!」

　エディスさんの腰がガクガクと増え、絶頂した。

　同時に膣内もぎゅっと締まり、精液を求めてくる。

　そこは辛うじて耐えたけど、もう限界だ。

「エディスさん、僕、そろそろ……」

　絶頂しながらも、彼女は僕の言葉に反応した。

「ト、トモ様も出ますのね？　中に、中に下さい！」

「うん、エディスさんに中出しするから」

　そう宣言された彼女は、背中に手を回して抱きついてきた。

　僕もエディスさんの肩に手を回してしっかりと掴むと、射精に向けて腰を動かす。

　今までよりも乱暴な、貪るような腰振り。

「激しいですわ！　こんなにされたら……わたくしっ！」

　それでもエディスさんは感じているようで、肉棒を締めつけながら喘ぎ声を漏らす。

　そんな彼女に興奮した僕は、最後に奥まで挿入した。

　そして、腰をぴったりと押し付けたまま射精する。

「きた、きましたわ！　精液出て……ダメ、こんなに！　イックぅう!!」

　中出しされた瞬間にエディスさんもイった。

　僕たちはそのままお互いが治まるまで抱き合う。

　しばらくして僕が肉棒を抜こうとすると、エディスさんが絡めた足でそれを止める。

「まだ出ていっちゃ嫌ですわ。まだわたくしは満足してませんわよ？」

　不敵に笑う彼女に、僕も笑い返して再び覆い被さった。

　セックスはまだまだ続きそうだ。
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　エディスさんとセックスをし始めてから何時間たったんだろうか。

　もう日が傾き始めている。

「はぁ、ふぅ、はぁ」

「……ぁぅ、ん……はぁ」

　お互いに息も絶え絶えな状態になってしまっている。

　数えるのも忘れるほど熱中していたから、体力も底を尽きそうだ。

　僕は最初のように上手く腰を動かせない。

　エディスさんも、度重なる絶頂で身体に力が入らないらしく、ぐったりとしている。

　僕は椅子に腰かけて前を見る。

　彼女のいる机の上は筆記用具が散乱し、ぐちゃぐちゃだ。

　一応書類や本なんかは端のほうへ退かしていたから無事だけど、気にせず続けていたらどうなっていたことか。

　彼女自身も四肢を投げ出すようにしている。

　だらしなく開かれた足の間からは、さっき中出しした精液がこぼれてきている。

　その光景はたまらなくエロい。

　見ているだけで肉棒が復活してくる。

「トモ様……もう、おしまいですの？」

　エディスさんが声をかけてくる。

　ほとんど身体に力が入らないだろうに、凄い。

　そして、彼女が求めているなら僕もいかなければならない。

　重い腰を上げ、机によりかかるようにして立つ。

「エディスさん、まだ足りないの？」

「欲しいですわ、トモ様のが枯れるまで」

「ははは、枯れるまでは勘弁してもらいたいなあ」

　そう言いながらも、肉棒を膣に挿入する。

　漏れ出てくる精液を押し戻すようにしながら、肉棒は易々と奥までたどり着いた。

「うっ、あはぁ……」

　エディスさんがわずかに呻く。

　最初のように大きな反応を返すだけの体力も尽きているようだ。

　膣内も最初のように常時締めつけてくるようなキツさはなくなっているけど、その分優しく包み込んでくれるように感触がある。

　疲れている今はこっちのほうがありがたい。

「あんなに元気だったエディスさんがこんなにぐったりしちゃうなんて、どのくらいしたんだっけ？」

「わかりませんわ、十から先は数える余裕もありませんでしたもの」

　最初のころは大きく喘いでまともに会話できなくなるほど興奮してたけど、今は逆に落ち着いているらしい。

　ゆるゆると腰を動かして甘い快楽を得ながらも、他愛もない会話をしている。

　こんな状況も良いかもしれない。

「トモ様、きて……」

「うん」

　エディスさんに誘われてキスをする。

　乾いた唇が濡れ、お互いの唾液を交換するような深いキス。

　こうして何度も続けているうちに、どんどん自分と相手が一体になっていくような気分になる。

　お互いの肌が密着し、エディスさんの豊かな胸がつぶれる。

　そうしていると徐々に性感が高まってきた。

　けど、それを抑えるようなことはしない。

　僕は限界がくると、軽く腰を押し付けて射精した。

「んっ、んふぅ！　はぁはぁはぁ」

　エディスさんもそれに合わせてイク。

　密着している肌から彼女の震えが伝わってきて心地いい。

　最初は出来るだけ我慢して大きな快感を得ようとしていたけど、それだと一回ごとの体力の消耗が大きかった。

　お互いに我慢しないほうが良いということになったんだ。

　回数に自信があったからこそできたことだ。

　でなければ、ここまで長くセックスし続けることは出来なかっただろう。

「ああ、トモ様の精液がまた中に入って……もう子宮がいっぱいですわ」

　両手の指でも数えきれないほど出したのは確実だ。

　途中で胸や口に出したこともあったけど、それでも十は下回らないだろう。

　エディスさんの腰を揺すれば、たぷたぷと音が鳴るかもしれない。

「でも、まだ欲しいんだよね？　欲張りだなあ」

「トモ様にとっての一番はお姉様でしょう？　なら、二番目になれるくらいには頑張りませんと」

　そう言って笑うエディスさん。

「自分が一番になろうとは思わないの？」

「意地悪な質問ですわね。わたくしは、お姉様を出し抜くような真似はしませんわ」

「そうだね、でも……」

　休ませていた腰を突き上げる。

「ひゃうっ!?」

「エディスさんも、僕の大事な人だからね」

「ああ、トモ様ぁ……」

　目尻に涙を浮かべる彼女。

　力の入らないエディスさんの代わりに、身体を抱きしめて腰を振る。

「好き、好きですトモ様！」

「僕も好きだよエディスさん」

　身も心も蕩けた彼女は、いつもの高圧的な態度を裏返したように僕を受け入れる。

　僕は彼女の奥へ奥へと入っていくように、深く肉棒を突く。

　パンパンになった子宮のせいで全てが膣内に収まらないけど、そこをねじ込むようにグリグリと責める。

「ひゃっ、ぐぅ、ああううぅぅ！」

　顔のすぐ近くで漏れる喘ぎ声に聴覚が支配される。

　合間には結合部からパンパンと乾いた音がなり、興奮を高める。

　それに加えて、目の前で喘ぐエディスさんの表情。

　興奮して頬を染めながら、僕のほうを見つめてくる。

　こんなにも美しい少女を犯しているのは僕だと思うと、それだけでまたイキそうになる。

「トモ様、トモ様ぁ！」

「エディスさん！　中がこんなに絡みついてきて、そんなに僕のが欲しいの!?」

「欲しいです、もっと、いくらでも！」

　いつの間にか、ねっとりとした動きから、どんどん勢いが増していた。

「出る、出すからまた受け止めて！」

「ああ！　トモ様のちんぽが膨らんで……きて、きてくださいぃ！」

　最後に体重全てを押し付けるような深い挿入をし、子宮口に亀頭を押し付ける。

　そして、射精した。

　もう何度目かもわからないそれは、またエディスさんの中を染めていく。

　後から後から精液をかけられた膣内は、それに敏感に反応した。

　射精を感じると膣内全体が収縮し、肉棒に残った精液を絞り出すように動く。

　さっきまで蕩けていたとは思えないその動きに、たまらず追加の精液を送り出した。

「熱いですわ！　こんな、こんなにたくさん！」

　膣内を満たす精液を感じながら絶頂するエディスさん。

　かなり疲れているのにイカせるのはどうかとも思ったけど、抑えが効かなかった。

　でも、この表情を見れば後悔はない。

　僕は、最後の精液を吐き出すまで腰の動きを止めない。

　むしろ、おっぱいにまで手をのばして興奮を高めていく。

　硬さを失わない肉棒を使って、再度エディスさんの中を蹂躙する。

「あう、ま、まだ出し終わったばかりですのに!?」

　彼女が驚きの声をあげる。

　さっきまでは一回ごとに小休止を入れていたけど、今は完全に連続だ。

　自分の出した精液と愛液をかき混ぜながら、腰を動かす。

　といっても、流石に体力を使い切ってしまった。

　僕に出来るのは緩い腰振りだけ。

　それも絶頂の痺れでおぼつかない。

「トモ様……わたくしも」
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　それを見たエディスさんが、下から腰を押し付けてきた。

　もう完全に力が抜けていたと思ったのに。

　けど、その健気な行動に胸を打たれて、彼女のタイミングに合わせる様に腰を使う。

　こうするとうまい具合に擦れて、さっきのような強い刺激がきた。

　肉体的な快感と精神的な快感が合わさって、初めのころと比べてもそん色ない快感が訪れる。

「もう、限界……」

　その快楽に腰が震えて上手く動かせない。

「最後はここにください、トモ様の精液を最後まで飲ませてぇ！」

「うぅ、エディスさん！」

　とうとう、最後はのしかかる体勢になりながらもかろうじて肉棒を奥まで突き込み、射精する。

　もはや射精の快楽も埋もれるほど全身に快感が回っているけど、一番奥で射精したのは確認できた。

　僕とエディスさんはその体勢のまま、気を失ってしまう。

　最後に見た彼女の表情は、とても満足そうなものだった。

　誰かに揺り動かされて目を覚ますと、目の前にはイレーネさんがいた。

　それも、結構怒っている。

　周りを見渡すと、ここは寝室だった。

　そして、部屋の中にいるのはエディスさんを含めた三人だけだ。

　彼女は僕の隣で寝ている。

　眠る前の最後の記憶を思い出した僕は、苦笑いをしながらイレーネさんと向き合う。

「あははは……すみませんでした！」

　ベッドの上で姿勢を正して土下座。

　今日二回目だ。

「あの惨状を見れば何をどうしたかはだいたいわかったわ」

　イレーネさんが静かに応える。

　頭を下げているので表情はわからないけど、声は冷静だ。

「机の下にもシミがあったから、そこで何をしていたのかもね」

　イレーネさんの手が僕の肩に触れる。

「もしかして、私があそこに行ったときもしていたのかしら？」

「は、はい」

「はぁ、残念だわ、せっかくエディスに教師役を頼んだというのに」

「すみません、でもあまり怒らないであげてください。彼女も我慢できなかったんです」

　すると、イレーネさんの手が離れる。

「一回二回ならまだしも、あそこには精液と愛液が水たまりになるレベルであったのよ。言い逃れできそうもないわよ」

　次に頭を上げると、拗ねたような顔のイレーネさんが見える。

「それに、エディスはあんなに中出しして貰えてうらやまし過ぎるわ！」

　ズイっと顔を寄せてくるイレーネさん。

　その後、顔を離して椅子から立ち上がる。

「今日はそのまま休んでて、トモくん」

　聖母のような優しい笑顔のイレーネさん。

　ただ、その瞳だけは情欲に濡れていた。

「でも、明日は私にも子宮がいっぱいになるまで注いでもらうわよ」

　そう言って立ち去っていった。

「……無事に明日切り抜けられるかな？」

　エディスさんよりもさらに性欲が強いイレーネさんだ。

　間違いなく出なくなるまで搾り取られるだろう。

「でもまあ、これくらいですんで、安いほうだったかも」

　僕はそう嘆息して、明日に備えようと横になる。

　そして、修羅場寸前だった僕を差し置いて気持ちよさそうに寝ているエディスさんを抱き枕に、もう一度眠りにつくのだった。









[image: ]











[image: ]







　エディスさんとの隠れセックスがバレて、イレーネさんにたっぷりと絞られてから数日後。

　僕は、朝から自室で勉強していた。

　内容はもちろん、この世界のことを知るためのものだ。

　まだまだ下手だけど、簡単な単語くらいは読み書きできるようになった。

　真っ先に覚えたのはイレーネさんの名前だ。

　書いたものを見せてみると、凄く喜ばれた。

　自分の名前以外では、初めて覚えた人の名前だ。

　その後は、エディスさんたちの名前も覚えた。

　全く知らない言語を覚えるというのはなかなかたいへんだけど、この世界で生きて行く以上は避けられない道だと思う。

　だから、かなり気合を入れて勉強している最中だ。

「ここの文字が間違ってますわよ。最後の一画が曲がってますわ」

「ああ、そうか。……こうかな？」

「ええ、それで大丈夫ですわ」

　今日もエディスさんに教えてもらっている。

　と言っても、あれから彼女も少しイレーネさんに叱られたらしい。

　結構へこんでいたけど、どうにか励まして立ち直らせた。

　こうしてちゃんと授業を受けてみると、かなり理解し易くてありがたい。

　教えてくれる代わりといってはなんだけど、僕の世界でのエディスさんの名前をどう書くか見せてあげたら喜ばれた。

　へこんだのを苦労して励ましたとき以上にテンションが上がっているように見えたので、こんなに簡単なものでいいのかなと若干不安になる。

　まあ、エディスさんが喜んでくれたんだから良いか。

　そうして勉強を進めていると、メイドさんが部屋に来た。

　なんでも、ジュリーさんから手紙が来ているらしい。

　早速エディスさんに読んでもらうと、僕の男娼の仕事の相手を紹介したいらしい。

「ジュリーさんが紹介したいなんて、意外だな」

「ええ、彼女は作物の育成に夢中であまり外出しない方ですから、わたくしとしても意外ですわね」

　ジュリーさんには友達が少ないと言ってるようなもので失礼極まりないが、本当にびっくりしたんだ。

　植物が友達だと言われても信じるくらいだから。

「とりあえず、行ってみようかな」

「なら、わたくしもお供しますわ」

「ありがとう。まずはイレーネさんに話さないとね」

　僕たちは勉強を切り上げ、イレーネさんに許可をもらうとジュリーさんの家に向かった。

　街の外れにジュリーさんの家はある。

　この家を境界に広大な農地が広がっているから、中心に建てるわけにはいかなかったんだろう。

　畑には色々な作物が生っていて、立って見ただけでは先が見えないほどに豊作だ。

　これの種植えから収穫までジュリーさんひとりでやっているというから、魔法の偉大さがよくわかる。

　といっても、畑の見物に来たわけではないので家に向かう。

「ジュリーさん、僕です。手紙を読んで来ました！」

　しばらくすると、扉が開いてジュリーさんが現れる。

「……トモさん？　中に入って」

　相変わらず口数が少ないけど、どこか嬉しそうな雰囲気なのはわかる。

　それだけでも来てよかった。

「それなら、わたくしはまた外で待ってますわ」

　エディスさんがそう言ってジュリーさんを見つめる。

「え、いや、今日はジュリーさんとしに来たわけじゃ……」

「……少し奥に行ったところに、新しく作った果物の畑がある。そこへ行くと良い」

　ジュリーさんもそれを見つめ返して言った。

「まあ、ありがたく頂戴しますわ。お姉様たちの分もいただいても？」

「……もちろん」

　何か僕の知らないところで無言の取引が行われ、成立してしまったようだ。

「悪いとは思いませんわ。女というのは、恋の次に甘いものが大好物ですもの」

　そう言って、悪戯っぽい笑顔を浮かべながら去るエディスさん。

　そこで、ハッと思いいたる。

「も、もしかして手紙に!?」

「……なんのことだかわからない」

　ジュリーさんを見るが、目を逸らされる。

　やられた、僕がまだ字を読めないのを良いことに、手紙で密かに交渉を持ち掛けたんだろう。

　僕を連れてくる代わりの報酬は新しい果物。

　どおりで男娼の仕事の管理に厳しいイレーネさんが、急な依頼に快く承諾したわけだ。

　でも、これって賄賂とかにあたるのかな？

「じゃあ、紹介したい人がいるって言うのは嘘？」

「それは本当。トモさんのためにもなる人……だと思う」

「そ、そうなんだ。少し心配だけど」

　そうしてジュリーさんの部屋に通された僕は、お茶を出された。

　それを飲みながら、ジュリーさんに紹介相手についての説明を受ける。

「……わたしが紹介するのは教会のシスター」

「教会？　宗教ですか、なるほど」

　宗教というのはとても大きな力だ。

　国を越えて人々を一つにすることもあれば、それを巡って戦争が起こることもある。

　この世界を知る上で欠かせない知識だろう。

「……この世界全体に広まっている宗教で、名前はエロス教」

「エ、エロス……」

　内容を聞く前に察しがついてしまった。

　でも、わかりやすいのは良いな。

「……基本的には、女性が性に積極的であれという教え」

「凄くわかりやすいですね」

　もしかして、そのエロス教が原因で男女の性に対する姿勢が逆転してしまったのかな？

　それとも、こんな世界だからエロス教が生まれたのか……。

　そこらへんはシスターに聞いたほうが良さそうだ。

「……この国の女性はだいたい入信している」

「イレーネさんたちも？」

　聞くと、ジュリーさんは頷く。

　でも、お祈りしている様子とかはあんまり見たことがないな。

「戒律とか、そこらへんはどうなってるのかな」

「……女性は露出度の高い服を着たほうが良いと教えられる」

「なるほど、それで……」

　やたらと肌を見せている人が多いと思ったけど、エロス教が広まっているからだったのか。

「わたしの知っていることはこれくらい。あとはマリエッタに聞いてほしい」

「マリエッタさんっていうのがシスターの名前なの？」

　僕の問いにジュリーさんが頷く。

「そうか、いろいろと質問を考えておかないとなあ」

　エロス教はかなり広く布教されているみたいだ。

　なら、その知識はこの先の生活で必要になることも多いだろう。

　シスターを紹介してくれるジュリーさんには感謝しないと。

「ありがとう、ジュリーさん。おかげで良い勉強が出来そうだよ」

　すると、照れたのか横を向いてしまう彼女。

「……そう言ってもらえると嬉しい」

　お礼を言うくらいは当然だ。

　でも、それとは別に個人的にお礼をしなきゃいけないかな。

「ジュリーさん、僕に何か出来ることはありますか？　農場の手伝いとか、なんでもやりますよ」

　すると、僕の言葉にハッとしたジュリーさんがこっちを見る。

「……なんでも？」

「はい、お礼ですから」

　そう言うとジュリーさんは立ち上がり、僕のほうにやって来る。

「……トモさん、そのまま」

「はい」

　言われたとおりに椅子に座ったままでいると、ジュリーさんが膝をついて抱きついてきた。

「おっと、ジュリーさん？」

　その衝撃で少しバランスを崩しながらも、彼女を受け止める。

　抱きついてきた彼女は、そのまま僕の胸に頭を埋める。

「すぅー、はぁー……ああ、トモさん……」

「な、なんですか？」

　名前を呼ばれて下を向いてみると、ちょうど顔を上げたジュリーさんと見つめあう。

「……このまま、して良い？」

　この状態でそう聞かれれば、それはエッチなことなんだろう。

　なんでもすると言った手前、断るつもりはない。

　僕としてもジュリーさんとできるなら大歓迎だ。

　それに、エディスさんとジュリーさんのやり取りを見てから、何となくこうなるんじゃないかと感じていた。

　だから、問題ない。

「わかりました。ジュリーさんが満足するまでしましょう？」

　そう言うと、いつもクールなジュリーさんの顔が柔らかくなる。

「……トモさん、キスしたい」

　位置関係上、舌から見上げるように言われるとグッとくる。

　美人の上目使いは破壊力抜群だ。

「ええ、わかりました」

　僕は見上げるジュリーさんに顔を寄せる。

　そして、お互いに唇を合わせる。

「ちゅ、ちゅうう。れろれろ」

「ちゅる、れろろ、じゅるん」

　そして、すぐに舌を絡めあう深いキスにまで発展した。

　数分ほどして、どちらからともなく相手を離す。

「はぁ、はぁ……トモさん」

「はい」

　手を引っ張る彼女につられて、ベッドまでたどり着く。

　そして、ジュリーさんに押し倒された。

「トモさん、わたしもう我慢できない……！」

　普段はクールなジュリーさんだけど、エッチなことに関しては積極的になる。

　僕は彼女を受け止めながら、今日のうちに帰れるかどうか考えるのだった。
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　ジュリーさんにベッドへ押し倒されてしまった僕は、すぐさま服を脱がされてしまう。

　そのときに気づいたけど、このベッドはかなり大きい。

　少なくとも、ひとり用じゃなさそうだ。

「ジュリーさん、このベッドってもしかして新しく用意したの？」

　彼女は頷いた。

「……ト、トモさんとふたりで寝れるように作ったの」

　それを聞いて驚く。

「作った、もしかして魔法で？」

「そう、少し魔法で補助すれば自分で作れる。植物相手の魔法は得意だから……」

「へぇ、凄いな」

　流石に、魔法で街の食糧事情を支えているだけある。

　さっきから僕たちがガタガタと動いているけど、ベッドはビクともしない。

　ジュリーさんがダークエルフだからこそできることでもあるんだろう。

　これだけ凄い物をエッチなことのために作るなんて……と思ったけど、僕とのことを考えてくれたんだという実感があって嬉しい。

　そうしているうちに、服を脱がされてしまった。

「……トモさんはそのまま寝ているだけで良い」

　ジュリーさんもベッドに横になり、僕の上に半身を乗せる形になる。

　大きなおっぱいが胸に当たって心地い。

「あの、これは？」

　上に乗られるときは大抵が騎乗位だったから、これから何をされるのか期待してしまう。

「……まずは、ここ」

　ジュリーさんは片手をのばし、僕の肉棒に触れる。

　彼女に脱がされる途中から興奮の高まっていたそこは、もうほとんど全開だ。

　そこをジュリーさんの手で握られたことで、完全に勃起する。

　彼女の手はすべすべとしていて気持ちいい。

「……凄い、もうこんなに大きくなってる」

　そのまま手で肉棒を撫でまわすジュリーさん。

「ジュリーさんとのことを期待してたからですよ」

「本当？　嬉しい……」

　そして、改めて僕を見つめながら言う。

「……精一杯気持ちよくするから」

　ジュリーさんは肉棒を握り直し、上下にしごき始める。

　そのスムーズなテクニックは、とても初めてとは思えなかった。

　力加減も絶妙で、肉棒の形に合わせて微妙に手を動かしながらしているから凄く気持ちいい。

「ジュリーさん、上手いですね」

「……実は、練習した」

「練習？」

　いったい、どうやって？

　僕の表情で気づいたのか、内緒話をするように耳打ちで教えてくれた。

「……野菜を使ってたの。もちろん、その後ですべて食べた」

　なるほど、これだけ広大な畑なら、おあつらえ向きな野菜もありそうだ。

　でも、それをあとで食べられるなんて……。

　ジュリーさんに自分のものを食べられることも想像して、恐怖で少し背筋がゾクッとする。

「……？　少し柔らかくなった。気持ちよくない？」

　彼女が悲しそうな顔になったので、慌てて訂正する。

「そんなことないよ。ちょっと変な想像をしちゃって」

「……そう。あ、また硬くなった」

　肉棒のほうも復活して、ジュリーさんの手の中で存在を主張する。

　ジュリーさんが僕のためにエッチな練習をしていたとなれば、興奮しないわけがない。

　当然だ。

「良かった、まだもう一カ所あるの」

　肉棒の勃起を感じたのか安心したような感じのジュリーさんは、そう言うと僕の身体に顔を近づける。

　そして、なんと僕の乳首を舐め始めた。

「……れろ、れろろ、ちゅう」

　一瞬身を固くした僕だけど、次に流れ込んでくる感覚に力が抜ける。

　普通に触れられたらくすぐったいだけだけど、ジュリーさんの舌技はそれを快感に変える。

「どう？　これも上手くなった？」

　確かに、前に一回されたときよりも格段に上手くなっている。

　これも練習したんだろうか。

　ジュリーさんが僕のために乳首舐めの練習を？

　もう、それだけで興奮がはちきれそうだ。

「うん、良いよジュリーさん。気持ちいい」

　そう言うと顔をほころばせた彼女は、また手コキと乳首舐めに集中する。

　肉棒を愛撫する手がスピードを増し、乳首が唾液で濡れる。

「ジュ、ジュリーさん。もう出そう」

　限界を僕が伝えると、ジュリーさんが胸から口を離して言う。

「……トモさん、いっぱいイって。気持ちよくなって」

　その言葉に、たまらず我慢していたものを吐き出した。

　肉棒から精液が飛び散り、ジュリーさんの手を汚す。

「……こんなに凄い勢いで、まだ出てる……」

　そう言うジュリーさんは、射精が終わるときまで手コキと乳首舐めを続ける。

　そのおかげで、肉棒の中に残ったわずかな精液さえ絞り出すように射精してしまった。

「はむ……ちゅる……れろれろ。トモさんのおいしい……」

　そして、飛び散った精液を掬い取っては舐める。

　その姿が綺麗でエロい。

　特に、褐色の肌だから白い精液が良く映える。

「……ごくん。トモさんのおちんちん、まだ硬いまま」

　それはそうだ、そんな姿を見せられて落ち着いていられるわけがない。

「今度は、これを使ってあげるね」

　ジュリーさんが取り出したのは、何かの液体が入ったビンだった。

　栓を開けて、黄金色の中身を手に落とす。

　ドロッとした液体は、すぐにジュリーさんの手の中で伸びる。

「……これ、最近育てた木の樹液。これでおちんちんしごくと気持ちいいと思う」

　思わずジュリーさんの手を見つめてゴクッと喉を鳴らす。

「期待してくれてる……嬉しい」

　彼女は笑って、さっそくドロドロの手を肉棒に触れさせる。

　亀頭部分に指先を触れると、そこを伝って樹液が垂れてきた。

　それだけで肉棒が痛いほど張り詰める。

「……じゃあ、始めるね」

　そう言って彼女が肉棒を握った。

「うっ……」

　ヒヤッとする樹液に全体を覆われると、一瞬飛び上がりそうになる。

　でも、慣らしていくうちにジュリーさんの体温が伝わると気にならなくなった。

　それに、温かくなったことで樹液の粘度が弱くなってヌルヌルとし始める。

「ジュリーさん、これ、すごっ、うぅ……」

　樹液によってさっきよりも手コキの速度が上がり、ヌルヌルの感触が性感を高める。

　乳を搾るようにゆっくりと精液を絞り出そうと手が動いたかと思えば、次の瞬間には高速手コキで全体が激しく刺激される。

　さらに、亀頭だけを握るように包まれているときに指が動くと、敏感な部分が刺激されて腰がガクガクと震える。

　パチャパチャと卑猥な水音が鳴り、疑似的にセックスしているような気さえした。

　気持ち良すぎて、歯を食いしばらないと今にも射精してしまいそうだ。

「……ふふ、気持ちよさそうな顔。もっと見せて？」

　僕の顔を覗き込んだジュリーさんが柔らかい声で言う。

　声が耳を通して、脳をかき乱しているようだ。

「……こっちもしないと……ね？」

「はぁはぁ……え？」

　興奮で息も絶え絶えだった僕には、そのときジュリーさんが何を言ったのかわからなかった。

　でも、次の瞬間胸に走った快感で何をされたのか悟る。

　樹液をもう片方の手にまぶしたジュリーさんが、さっきとは逆の乳首を指でなぞっているんだ。

　そして、舌技でふやけたさっきの乳首にも、再びジュリーさんの舌が襲い掛かる。

「れろろ……じゅるん……ちゅうちゅう」

「ふっ、ぐぅ、ああ！」

　ジュリーさんの巧みな三点責めに、思わず声を漏らしてしまう。

「……はぁはぁ、トモさんの声、もっと聞かせて？　ちゅうう」

「うぅ、ジュリーさん！」

　責められている肉棒と乳首からは耐えず快感が生み出され、それ一つ一つが、気を抜けば射精してしまうほど大きなものだ。

　こうなってしまうと、もう僕に抗う術はない。

　ジュリーさんに好きなように弄られて、情けなく声を上げるだけだ。

　そして、いよいよ我慢の限界かというとき。

「ダメだ、出る」

　呻くようにそう言った途端、ジュリーさんの両手の動きが止まる。

「な、なんで？」

　まだペロペロと乳首をなめていた彼女が舌を止めて言う。

「……まだダメ、もっと気持ちよくなれるから」

　頬を紅潮させて僕を見つめる姿は間違いなく興奮していた。

　もしかして、Ｓっ気に目覚めたりしたのだろうか？

「そんな……あうっ」

　それから僕はイキそうになるたびに寸止めをされ、精神が限界に近付いていく。

　しばらく後、何分たったかわからないけど、もう僕はまともに思考できなくなっていた。

「あ、ああ、出させて、ジュリーさん！」

「もうちょっと、もうちょっとだけ……」

「無理だって……ぐ、うぅ」

　もう何度目かも忘れたお願いを、また断られた。

　そして、寸止めされ続けてぐったりした僕と、正反対に元気のいい肉棒を見て言った。

「……もう、いいよ」

「あ、え？」

「精液いっぱい出して」

　さっきまで緩かった責めが一気に強まった。

　ビチャビチャ、ヌルヌル、レロレロ。

　ダムが決壊したかのように流れ込んでくる快感に抗うことは出来ない。

「ああ、ああああ！」

　僕は自分でも信じられないくらいに大量の精液を出して絶頂した。

　勢いの良い精液は胸のあたりにいるジュリーさんまで届いて顔を汚す。

「……こんなに、すごい」

　十秒以上たってもまだビクビクと暴れる肉棒を咥えたジュリーさんは、中に残っている精液を吸い出した。

　僕はもう一欠けらも力を入れられずに倒れる。

「た、たいへんだった……」

　手コキの絶頂でここまで疲れたことはない。

「……ごめんない、トモさん」

「大丈夫ですよ、少し休めばなんとかなります」

　僕はそう言うが、彼女は頭を横に振る。

　そして、僕に性器を見せつけるように後ろ向きに跨ってきた。

「わたし、もう我慢できないの」

　ジュリーさんのそこは水を含み過ぎたタオルのように愛液を垂らしていたのだった。
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「ちょ、ちょっと待ってくださいジュリーさん！　このままは続けては無理だって」

　僕は慌てて肉棒を挿入しようとするジュリーさんを止める。

　さっきの激しい責めで身体を酷使された状況のまま、昂ったジュリーさんとセックスするのはまずい。

　ただでさえ肉棒が痺れたみたいで感覚が鈍いのに、この状態でさらに負担をかけたくはないんだ。

「……でも、わたし」

　僕の言葉に振り返ったジュリーさんは興奮した表情だ。

　もう我慢できないといった感じなんだろう。

　さっき焦らされていた身でこんなことを言うのもなんだけど、このまま放っておくことも出来ない。

　でも、ここで連続して激しくすると失神とかもしかねないな。

「そうだ、良いことを思いついた」

「……なに？」

「お尻をこっちに持ってきてください」

　ジュリーさんは僕の言うとおりに動く。

　ズルズルと後ろに下がると、ちょうどお尻の真下に僕の頭がくる。

「トモさん、これ……」

　ジュリーさんは僕が何をしようとしているのか気づいたらしい。

「そう、お互いに舐め合いっこしましょう」

　僕が考えたのはシックスナインだった。

　これでお互いに愛撫して、僕の体力が回復するのを待とうと言うわけだ。

「……ト、トモさんがわたしのを？」

　驚いた様子のジュリーさん。

　まだ抵抗があるんだろうか？

「ジュリーさん、僕はしたいんです。いいですか？」

「……はい」

　頷く彼女。

　自分の容姿について考え込みそうなときは、こっちから主導権を握るようにしたほうが良い。

　今までの生活で僕なりに出した答えだ。

「じゃあ、ジュリーさん、腰を下げて」

　目の前にまでジュリーさんのものが下りてきた。

　ピンク色で、綺麗な形をしている。

　こんなに近くで見たことがないからじっくりと見たいけど、あんまり直視するのもかわいそうだ。

　僕は頭を上げて、それに舌を這わした。

「ひゃっ！」

　ジュリーさんが悲鳴を上げる。

「大丈夫ですか？」

「……う、うん。少しびっくりしただけ」

　確認をとった僕は、続けて膣口を舐める。

　後からどんどん溢れてくる愛液を舐めながら、探るようにあちこちを舐めまわす。

　舌を入り込ませると、わずかに膣内が締めつけてきているのがわかった。

「トモさんが、舐めてる……」

「どんどん汁がでてくるから、舐め取るのがたいへんですよ」

「……そんな、言わないで」

　ジュリーさんにお願いされて言葉責めはなしにする。

　その分、舌を動かして気持ちよくなってもらおう。

　幸い、さっきのジュリーさんの責めで舌は消耗しなかったから存分に動かせる。

　僕はアイスでも食べるかのようにベロベロと大胆に舐めた。

「あ、あう！　んっ、ひゃん！」

　ジュリーさんが嬌声を上げる。

　彼女がビクンと跳ねるたびに、垂れさがっているポニーテールも揺れるので面白い。

　しかし、ジュリーさんもやられてばかりではないみたいだ。

　さっき強烈な射精をしたばかりの肉棒を掴むと、それをペロペロと舐める。

「……激しくはしない、トモさんも気持ちよくなって」

　僕がさっき止めたから気を使ってくれているんだろう。

　啄ついばむように刺激を少しづつ与えてくる

　同時に、さっきの樹液を舐めとっているみたいだ。

「そういえば、その樹液は何で出来てるの？」

　自分の大事なところに塗りたくられたものの正体を今さらながら聞く。

　さっきは興奮状態でそこまで思考が回らなかった。

「……これはある大きな木の樹液。毒はなく、ほんのり甘い」

　そんな物があるのか。

「その木もジュリーさんの畑で？」

「……うん、わたしがこの街に来てすぐに育て始めた木」

「それを使っちゃって良かったんですか？」

「……心配ない、しばらくすればまた採れる」

　それを聞いて安心した。

　あんまり貴重なものを使わせてしまうのは悪い気がするし。

　そうして、雑談なんかを挟みながらしていると、だんだん力が戻ってきた。

　同時に、それを察したジュリーさんの責めも少し強くなる。

　でも、遠慮しているのか本気ではないらしい。

　気持ちいけど、少し意識すれば我慢できる程度だ。

　僕のほうも、愛撫を再開する。

　今までの愛撫でジュリーさんのあそこはかなりほぐれていた。

　少し弄ってあげると、腰をくねらせて逃げようとする。

　だから、僕はジュリーさんの両足を腕で固定して逃げられないように拘束した。

「……トモさん？」

　ジュリーさんが怪訝な声で聞いてくるが、知らないように装う。

　そして、頭を持ち上げて膣に舌を這わせた。

　ジュリーさんの膣口はパクパクと開いていて、すでに肉棒の挿入を今か今かと待ちわびている。

　でも、まだお預けだ。

　さっきはやられっぱなしだったけど、今度は主導権を握りたい。

　そのためにも、今はこの状態でどんどんジュリーさんを責める。

　膣口にあるヒダを丁寧に舐めていく。

「あ、あん！　そんなに丁寧に舐めちゃいや……」

　舌のザラザラとした部分で擦るようにすると、良く感じてくれる。

　次に、膣内に舌を差し込む。

　必然的に膣口に密着するけど、好都合だ。

　僕は、より奥まで差し込めるように舌をのばす。

「い、いや……トモさんのが奥まで入ってきてる……」

　そして、十分に侵入したら、そこで舌を動かす。

　舌は、人間が手足の次に自分の思うように動かせる器官だ。

　そして、手足よりも柔らかい上に変化に敏感。

　ジュリーさんの反応を調べるには、これ以上ない。

　膣内は複雑にヒダが入り組んでいて、そう簡単に挿入できない。

　しかし、舌は柔らかいので形を柔軟に変えると、ジュリーさんの中を責めまくる。

「……うひゅぅ！　あいいぃぃ！」

　普段は口数の少ないジュリーさんだけど、感じているときはこうやって喘ぎ声を出す。

　僕はその声を聞くと、嬉しくなっていっそう激しく舌を動かした。

「れろれろ、じゅる、じゅぞぞぞぞ！」

「あう、だ、だめぇ！　吸っちゃやぁ……」

　ジュリーさんは腰をガクガクと震わせているけど、僕が足を支えているから倒れる心配はない。

　そのまま愛撫を続けた。

　その中で、快感に震えるだけだったジュリーさんが動くのを感じた。

「う、くっ……わたしも、トモさんにするから……！」

　次の瞬間、肉棒に快感が走る。

　どうやら、責められてばかりだったジュリーさんがフェラを始めたらしい。

　腰はビクビク震えて、生まれたての鹿のようだというのに、フェラは意外にもしっかりしたものだった。これには僕も負けていられないと、愛撫を再開する。

　そして、これまで取っておいた部分に手をつけることにした。

　女性の一番の性感帯、クリトリスだ。

　既に十分に感じているジュリーさんのそれは、皮を剥くと固く自己主張していた。

　さっそく、舌を這わす。

　僕が手を出したのがどこか分かったのか、思わず手を止めたジュリーさんがこっちを向く。

「はひっ!?　ト、トモさん、そこは……！」

「一番良いところですよジュリーさん。思いっきり感じてください」

　言い終わると同時に、クリトリスへ吸いついた。

「ひゃいいぃぃ！」

　ジュリーさんが一際大きく震える。

　これはイったかな。押さえつけているはずの足が動いてしまうほどだった。

「ちゅうううう、れろろっ」

「はっ、はっ、はっ、はぐぅぅ！」

　そして、性感帯への直接の責めで絶頂しながらも、ジュリーさんはフェラを再開した。

「んん、むぐぅ……トモさん！」

「うっ、ジュリーさん、気持ちいいです」

　彼女の健気な奉仕に、僕も性感が高まってきた。

　これでイクつもりはなかったけど、射精してしまうかもしれない。

　お互いに快楽を受け止めながら、相手を責めたてる。

　一種の増幅装置のような体勢は、僕たちの性感を通常よりも早く限界に到達させた。

「ジュ、ジュリーさん！　出る！」

「わたしもっ、あ、ああああ！」

　そして、お互いに絶頂した。

　前戯のつもりだったのに、ここまでいってしまったのは身体の相性が良いからなんだろうか。

　絶頂直後のぼうっとした頭でそんなことを考える。

　ジュリーさんも僕も絶頂で力が抜けてしまったので、彼女の身体が僕の上に乗っている。

　けど、その重ささえ心地いい。

　ジュリーさんの顔は僕の精液で濡れ、僕の顔はジュリーさんの愛液でびしょびしょになる。

　顔だけでなく、身体も汗やら何やらでべとべとだ。このまま乾くとたいへんだ。

「ジュリーさん、とりあえず拭くものはどこにありますか？」

「……そこの戸棚に」

　僕はジュリーさんの下から這い出して、戸棚からタオルを取り出した。

　そして、ジュリーさんの身体を拭いていく。

　だらんと力の抜けた彼女の隅々までを拭いていくのは、結構興奮してしまった。

　これから本番だと思うと、疲れ切った身体に力がみなぎってくるような気さえする。

　僕のほうも拭き終わると、彼女を立たせて抱きしめた。

「ジュリーさん、まだいけますよね？」

「……うん」

　さあ、いよいよだ。

　僕は肉棒が固くなってくるのを感じて、本番に期待するのだった。
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　部屋の中で、ジュリーさんとふたりで抱き合っている。

　もちろん、ふたりとも全裸だ。

　ジュリーさんみたいな美女だと密着しているだけでも気持ちいい。

　両手を背中に回し、ジュリーさんを引き付けるようにしている。

　僕と彼女の間では、その大きなおっぱいが潰れているけど、ここまで大きいと潰れていても相当肉厚だ。

　僕の胸はジュリーさんの潰れたおっぱいに覆われていると言っても良いだろう。

　柔肉の中にある固い乳首だけがアクセントになっていた。

「ジュリーさんはこの後どうしたいですか？」

　僕は唐突に切り出す。

　このまま永遠に抱き合っていたい気分だけど、生憎と制限時間がある。

　今日中には帰らなきゃいけないからだ。

　本当は一晩中していたいけど、仕方ない。

　先に進まなければ。

「……わたしは、トモさんの好きなもので良い」

　ジュリーさんが僕を抱きしめる手を強めて言った。

「本当にそれで良いんですか？」

　僕の言葉に頷くジュリーさん。

「例えば、ベッドに拘束して動けないジュリーさんを好き勝手に犯したり」

　彼女がビクッと一つ震えた。

　身体が密着しているから良くわかる。

「四つん這いになってもらって、動物みたいに後ろからガンガン突いたり」

　言葉の内容を想像したのか、またビクッとするジュリーさん。

「ジュリーさんが上になって、僕が良いと言うまで腰を振ってもらうのも良いかもしれません」

　今度は震えが少し小さくなった。

　今は、僕に責められるほうが良いのかな？

「このままジュリーさんを抱っこして、僕の腕の中で乱れるジュリーさんを眺めるのも良いですね」

　……やっぱり正解だ。

　言葉では僕の好きにして良いと言ってるけど、本当はして欲しいことがあるみたいだ。

　直接言ってもらうほうが断然早いけど、こういう趣向だと思えばなかなか楽しい。

　さて、ジュリーさんの望んでいるものは何かな？

「正常位、後背位、騎乗位……」

　ビク、ビクン、ピクッ……。

　順番に言っていくと、その数だけジュリーさんの身体が震えた。

　本人の口数が少ないだけに、身体が言葉以上のことを教えてくれる。

「……わかりました」

「な、何が……？」

「ジュリーさんのしたいことですよ」

「……!?　わたしは、別に」

　顔を逸らすジュリーさんだけど、この至近距離ではとぼけても意味がない。

「じゃあ、始めますね」

　そう言うと、僕はジュリーさんに近くの壁へ手をつかせる。

　そして、褐色のお尻を割り裂いた。

「……ト、トモさん」

　うろたえるジュリーさんをよそに、僕は肉棒を取り出す。

　そして、予告もせずに後ろから挿入した。

「ひっ、ああぁ……入ってきてる……」

　肉棒を迎え入れた膣内は、歓迎するようにヒダを動かす。

　その抵抗を掻き分けて奥に進むと、肉棒に刺激が与えられる。

　奥までたどり着けば、プリプリとした子宮口が待ち構えていた。

　そこをズンと突くと、膣全体が感謝でもしているかのように締めつけてくる。

　膣内から引き抜くときも、ヒダが絡みついてきて離れない。

　これはバキュームでもしているかのような引っ張りがあり、肉棒を引き留める。

「凄い、ドロドロでキツキツじゃないですか。こんなの隠してたんですか？」

「隠してなんか……んんっ」

　ジュリーさんは否定しているけど、まあ良いか。

　僕はまた腰振りを再開する。

　パンパンという音が巻き起こり、僕とジュリーさんの腰がぶつかるたびに聞こえる。

「こんなにエロく絡みついてきてますよ」

「……う、あん！　あう……」

「もう反論しないんですか？」

　僕がそう言うと、ジュリーさんが頭を横に振る。

「もう、余裕、ないの……」

　ジュリーさんの息が荒い。

　僕のほうを振り返ったジュリーさんは、目を潤ませていた。

「そんな目で見られると、いじめたくなっちゃいます」

「……トモさんになら、いじめられても良い」

　その言葉は、興奮した意識の中でも冷静に聞こえた。

「……わたしとエッチしてくれるのは、トモさんだけだから……」

　その言葉に、何とも言えない感情が昇ってきた。

「僕は、たとえ他の男がジュリーさんに言い寄ろうとしても、それを許す気はありませんよ」

「……っ」

　他の男がジュリーさんと？

　冗談じゃない。

　イレーネさんは論外として、エディスさんたちだって渡したくない。

　そう思うと、途端に支配欲が湧いてきた。

「ちょっと強くしますけど、我慢してください」

「えっ？」

　ジュリーさんが驚いている間に、僕は体勢を整え始めた。

　少し足を開いて、しっかりと踏ん張る。

　そして、手はジュリーさんの腰と肩に回す。

「……トモさん？　あの……」

　彼女が何か言おうとしたところで準備が整った。

「じゃあ、始めますね」

　手でしっかりとジュリーさんを押さえ、腰を思いっきり突き出した。

「ひゃうん!?」

　ジュリーさんの身体が跳ねる。

　文字どおり、シーツから数ミリくらいは浮いたかもしれない。

　腰を叩きつけたお尻は大きく波打つ。

　当然、肉棒は子宮口にまで突き刺さった。

「まだ序の口ですよ」

　続けてガツガツと乱暴に腰を振る。

　さっきよりはテンポが遅いけど、その分一回一回が奥深くまで届く。

「あぐぅ、いぎっ」

　突き込むたびに子宮口が亀頭でぶちゅっと潰される。

　もちろん、膣内はこれ以上ないほど締めつけてきているけど、僕を止めるまでには至っていない。

　むしろ、締めつけていることによって肉棒のピストンの前に立ちはだかっているようなものだから、受ける快楽は余計に増えるはずだ。

　そうまでしても、止められない。

　僕に止める気もない。

「ジュリーさんを抱くのは僕だけでいいんです」

「……トモさん、わたし」

「今は、精一杯感じて下さい」

　僕は肩を掴んでいた手でジュリーさんの豊かな胸を掴む。

　片手で覆いきれないほど大きなそれは、強く揉むと手が埋もれてしまうほどのものだ。

　ここまで大きい上に、立派な性感帯でもある。

　僕は乳首を探し当てると、掌で転がすように弄ぶ。

「うぅ、あっ、そこいやぁ！」

　案の定、膣内は素直に反応してビクビクと震えている。

　その状態で腰を振ると、根元の部分までよく擦れて気持ちいい。

　だけど、今は自分のことよりもジュリーさんをイカせることのほうが重要。

　僕はピストンのスピードを上げた。

「そんなに速くダメ！　わたしもう……」

「イクんですね、良いですよ。見せて下さい！」

　僕は、ジュリーさんの身体が浮き上がるくらい思いっきり突き上げた。

「ああああ！　イっちゃううぅぅ!!」

　ジュリーさんの身体がガクガクと絶頂に震える。

　膣内もキツ過ぎるくらいに締まった。

　だけど、僕はその状態からさらに腰を動かし始める。

「……っ！　トモさん、今イってるから待っ……ひぐぅ！」

　制止しようとするジュリーさんを振り切って、腰を振る。

　僕のほうも性感が高まってくるけど、堪える。

　そうして腰を振り続けると、ジュリーさんがまたイク。

「……ック！　イクイク、またイクゥゥ！」

　髪を振り乱して絶頂するジュリーさん。

　それからは、リミッターが切れたみたいな連続絶頂だ。

「イクッ、またイク！　もう壊れちゃうぅ」

　壁についていた手の力が抜けてしまったので、そのまま壁に寄りかからせるように前進する。

「ぎゅむ、う、イック……」

　前を壁に、後ろを僕に挟まれたジュリーさんに逃げ道はない。

　その状態で僕が腰を使うと、また絶頂して力が抜ける。

　でも、壁に寄りかかっているから倒れることも出来ない。

　僕の体力が続く限り犯され続ける体勢だ。

「トモ、さん、もうゆるして」

　息も絶え絶えに懇願してくるけど、僕はジュリーさんに怒ってるわけじゃない。

　むしろ謝らなきゃいけないのは僕のほうだ。

　これは僕の気持ちを押し付けているようなものなんだから。

　でも、腰を動かすのは止めない。

「はっ、うっ、イクッ！　イクイク！　ああああまたイクゥゥウウ!!」

　ジュリーさんの膣を掘り返して引きずり出すつもりで腰を、肉棒をピストンさせる。

　抑えてきた性感も、そろそろ爆発しそうだ。

「ぐっ、あううぅ、イク、また、あ、ああ！」

　とうとう限界になった僕は、ジュリーさんの腰を両手で掴み、力を振り絞って突き込む。

「ああっ、出る、射精するよ！」

「きて、トモさん、い、一緒にぃ！」

「ジュリーさん！」

　ビュ、ビュブルルル！

　こっちまで音が聞こえてきそうなくらいの勢いで射精した精液は、そのまま子宮口に直撃する。

「ああ、トモさんの、熱い……」

　一回の射精で膣内をいっぱいにすると、繋がっているところから漏れ出てきた。

　僕は射精の余韻を感じながら、ジュリーさんに寄りかかる。

「ごめんなさい、乱暴なことして」

「……良いの。トモさんがわたしをどれほど思ってくれてるか分かった」

「ありがとうございます……」

　僕に触れているジュリーさんの身体は温かく柔らかくて、それが今のジュリーさんの気持ちを表しているようだった。

　それから僕は身体を離すと、崩れそうになるジュリーさんを抱きとめた。

「ジュリーさん、今日はありがとうございます。僕も……」

「トモさん、わたしまだ足りないの」

「えっ？」

　流石に終わるかと思っていたけど、ジュリーさんは僕が思っていたよりタフだったみたいだ。

「……もっと、トモさんを感じさせてほしい」

　僕を見るジュリーさんの目は、かなり据すわっていたのだった。
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「あの、ジュリーさん、力入らないですよね？」

　僕の問いに頷く彼女。

「なら、あまり無理しなくても……」

　そう諭すけど、ジュリーさんは受け入れない。

「……トモさんかわたしの限界までして欲しいの」

「それは……」

「……トモさんのおちんちん、まだ元気」

　ジュリーさんが僕のあそこに触れる。

　まだ完全ではないけれど、復活の兆しを見せている。

　僕自身も、まだイけないことはない。

　ジュリーさんに言われたとおり、余力を残している。

「……わたしのおまんこも」

　ジュリーさんに導かれて、膣内に指を滑り込ませる。

　内部はドロドロになっていたけど、肉ヒダの動きは止まっていなかった。

　まるで、まだまだ犯してほしいと言っているみたいに。

「……ね？」

　いつになく積極的なジュリーさんに、とうとう折れる。

「わかりました。でも、どうせなら失神させるつもりでやりますからね」

「……ッ！　うん」

　僕はジュリーさんを抱き起こし、また後ろから挿入した。

「……か、固い」

　少しの間に、僕の肉棒も回復していた。

「ジュリーさんの中もトロトロで、スルッと入りましたよ」

「……恥ずかしい」

　実際、挿入はかなりスムーズだった。

　さっきまでのキツい締めつけが嘘みたいだ。

　今は、ふんわり包み込んでくれるような柔らかさがある。

　同じ人のものなのに、まったく別物みたいだ。

　ジュリーさんが絶頂から冷めて落ち着いたからなのかな。

　締めつけで高刺激なのも良いけど、優しい膣も気持ちいい。

「ふわトロなのに、しっかりと動いてるから入れてるだけでも気持ちいいです」

「……トモさん、動いてほしい」

　文句を言うように言われる。

　性感のスイッチが入っていない状態のジュリーさんの声は感情が分かりにくいけど、最近はこの状態でも機嫌がわかるようになってきた。

「なら、動かしますよ」

　早速動かし始めるけど、最初はゆっくりだ。

　さっきみたいな激しい動きは数十分と出来るものじゃない。

　ここぞというときまで、取っておかないと。

「……そこ、感じる。あん！」

　ゆっくりといっても、考えなしに動いているわけではない。

　逆に、パワーのない分テクニックに頼る部分が大きいんだ。

　ジュリーさんの感じるポイントを探って、そこを確実に、執拗に突いていく。

「はっ、んん、はう……」

　こうすれば、激しい動きがなくてもジュリーさんをイカせることができる。

「ここはどうですか？」

　言いながらポイントを突くと、反応が返ってくる。

「……良い。けど、もうちょっと奥」

「ここですね」

「あんん！　そ、そう、そこ」

　ふたりで教え合いながら、性感を高めていく。

「……トモさん、わたしイキそう」

「わかりました。このままイってみてください」

　動きは激しくせず、さっき良いと言われた場所を執拗に突きほぐす。

「わたし、もう……っ！」

　最後に、肉棒を突き込んだまま、ポイントにゴリゴリと当てる。

「……あっ、あう、んんんん！」

　そして、ジュリーさんがイった。

　続けて追い打ちを掛けるように、同じ場所を突く。

「ああん！　そこ、さっきイったばかり……またイクッ」

　ビクビクと震えるジュリーさんを抑え込む。

　動かれるとポイントがずれてしまうからだ。

「まだ始まったばかりですよ、これから何十回とイってもらいますからね」

「……何十回」

「止めますか？」

　それでもジュリーさんは頭を振って継続を要求した。

　なら、その望みどおりに頑張るまでだ。

「今度はこっちです」

　最初から最後まで同じ場所を責めるわけにもいかないので、少しずらす。

　そこで絶頂するまでにはまた丁寧な責めが必要だが、それでも身体の火照りが治まることはない。

　冷めるスピードよりも、快感を得るスピードのほうが速いのだ。

　そして、連続で絶頂すればするほど、その余韻は長くなる。

　遠からず、イキっぱなしの状態になるはずだ。

「……あう、トモさん……」

　ジュリーさんが快感に飲まれながら、こっちを向く。

「はい？」

「……キス、してほしい」

「もちろん」

　僕は彼女のほうに頭を回して、その唇を吸った。

「──ッ！」

　キスの最中にジュリーさんがイク。

　けど、口も腰も動きを止めない。

　彼女をイカせるために、静かに全力を尽くしている。

　結局、この一回のキスの最中にジュリーさんは三回イった。

　ようやく口を離して彼女の顔を見ると、クールな表情はすでに崩れていて、目も蕩けている。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　息も荒く、この状態でガツガツと突けば数秒でイカせられそうだ。

　けど、今やるのは限界までイカせること。

　今度も、良いポイントに肉棒を押し付けて、亀頭で揉みほぐす。

「う、いぁあ……うくっ！」

　そして、また静かにジュリーさんが絶頂した。

「これで何回目でしょうね？」

「……わからないぃ」

「僕も、十から先は数えてません」

「……まだ、それだけ？」

　イってる途中にもう数回イってる感覚があるんだろうか？

　そうなれば、もう体感で五十回くらいは絶頂しているのかもしれない。

　こっちとしては好都合だ。

　少ない労力でイカせられれば、それだけ後で余裕が出来る。

「まだまだです。もっとイカせてあげますからね」

「……っく、んん、ああん！」

　そう言いながら腰を揺すると、それだけでジュリーさんがイった。

　もうかなり絶頂のインターバルが少なくなってきている。

　このまま責め続ければ、イキっぱなしまであと一歩だ。

「自分から誘ってきたのに、こんなにイっちゃって。床もびしょびしょですね」

「……み、見ないで」

「嫌でも目に入っちゃいますよ。エッチですね」

　言葉責めを加えると、また膣内が締まった。

「……やぁ、いじわる……」

「いじわるされるの嫌ですか？」

「う、うぅ……」

　彼女は応えない。

　でも、気持ちよくなっているのは明らかだ。

「じゃあ、もっといじわるしてあげますね」

「……違う、やめ、ううっ！」

　後ろから手を回してクリトリスにのばした。

　上下に撫でて皮を剥き、指の腹で擦る。

「アッ、アッ、アッ、オオオオ!?」

　ジュリーさんがまともな言葉も喋れず、獣のような悲鳴をあげる。

　身体のほうの変化も劇的だ。

　全身の筋肉が突っ張ったようにピンとなり、そのままガクガクと震える。

　膣内の締まりも激しく、潮も吹いてしまっていた。

「ジュリーさん、漏れちゃってますよ。わかります？」

「……ア、オオ、グウゥ！」

「ダメだ、聞こえてないな」

　ここで少し強めに腰を動かしてみる。

　すると、ジュリーさんの膣内が一突きごとにビクビクと震えた。

「イク、イク、またイクゥ！」

　とうとう、絶頂状態が連続して続くようになった。
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　こうなってしまうと、どこを突いてもイクはずだ。

　試しに、今までスルーしていた入り口あたりを亀頭で擦るように責めてみた。

「……ひっ、そこっ、なんで!?　イクッ、イグゥウ！」

　まったく開発していない場所でも、一突き目から絶頂している。

　僕は、さらにこの状態を拡大しようと、胸に手を出した。

　大きなおっぱいを後ろからむんずと握る。

　そして、遠慮なく好きなように揉みしだいた。

「……うそ、おっぱいまで、イク、イクイク！」

　このとき、本来の性感帯である乳首には触れていない。

　もう、ジュリーさんは身体のどこを触られてもイってしまうんだ。

　僕がここまでジュリーさんを責め落とした。

　普段はクールで、街の為に農場を運営している彼女。

　魔法なんていう凄い力を持っていて、僕ではとても敵わない存在。

　そんなジュリーさんが、今僕に犯されてだらしないイキ顔を晒している。

　彼女をこんなに乱れさせられるのは僕だけで、この表情を見られるのも僕だけ。

　そう思うと、この上ない満足感が生まれた。

　でも、この幸せな時間も終わりだ。

　もう日が暮れてきている。

「ジュリーさん、最後に思いっきり突いてあげるからね」

　僕はジュリーさんを机の傍まで持って行き、上半身を突っ伏させる。

　立たせたまま、足に力の入らないジュリーさんを全力で突くことはできないからだ。

「……ぅあ、トモ、さん？」

「これで最後だから……」

「……来て、中に欲しい」

　僕は彼女の腰を捕まえて、体力を全て使い切るつもりで腰を振った。

　ズパン、ズパン、ズパン！

　ピストンのたびに家の外まで響きそうなほどの音が鳴る。

　今までゆっくり腰を振っていたとはいえ、ジュリーさんの締まりのせいで僕の射精感も限界だ。

　絶頂しっぱなしの膣内は、一秒でも速く精液を搾り取ろうと締めつけてくる。

「ジュリーさん、僕もう出ますっ！」

「うあああ、イク、イってるぅ！　出してっ、中にぃぃいい！」

「出る、出るっ！」

　最後にのしかかるように体重をかけて、膣内に射精した。

「イクイクイク、アアアアッ!!」

「ぐぅ……」

　溜まっていた精液を全て放出するかのような射精。

　ジュリーさんの中は一瞬で白く満たされた。

「はぁはぁ、ジュリーさん、大丈夫ですか？」

　僕が声をかけると、辛うじて反応した。

「……ぅ、あぁ……」

　僕はジュリーさんを抱き起こし、そのまま風呂場へ向かう。

　そして、ふたり一緒に頭からシャワーを浴びる。

　実は、ジュリーさんの家のインフラはイレーネさんの屋敷よりも上だ。

　これもダークエルフとして、魔法を上手く使えるからなんだろう。

　しばらく浴びていると、ジュリーさんが落ち着いてきた。

「……わたし、酷い顔だった？」

「そんなことないですよ。悲しい顔をされるほうがよっぽど嫌です」

「……トモさんは優しい」

「ジュリーさんは大事な人ですからね」

「……っ、嬉しい」

　ジュリーさんが僕を抱きしめてきたので、僕も返す。

　この幸せな時間は、ひとりでは持ちきれないほど果物を収穫してきたエディスさんが来るまで続いた。

　ちなみに、後でエディスさんを問いつめたところ、やっぱり手紙にはジュリーさんから取引を持ちかける内容が含まれていたらしい。

　いざというとき、女性同士の連携は凄いと感心したのだった。
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　ジュリーさんの家に行った翌日、僕は紹介してもらったシスターに会いに教会へ向かうことにした。

　もちろん、エディスさんが護衛についている。

「まったく、昨日は散々でしたわ」

　憮然とした態度で僕の横を歩く彼女。

「ごめん、少し無理しちゃったみたいで」

　昨日はジュリーさんとセックスしてから、疲ひ労ろう困こん憊ぱいでまともに歩けなかった。

　なので、屋敷への帰り道はエディスさんに肩を貸してもらったのだ。

　そのため、エディスさんが収穫してきた大量の果物の一部を、ジュリーさんの家に残してこなければならなかった。

　楽しみにしていた果物が減ったエディスさんは少し機嫌が悪いみたい。

「でも、残してきた果物はジュリーさんがジャムにしてくれるって言ってたし、楽しみが増えたと思えば……ね？」

　そう言うと、露骨にため息をつくエディスさん。

「はぁ、仕方ないですわね。今度埋め合わせをしていただきますわよ？」

「わかったよ、そのくらいならお易い御用だ」

　エディスさんの機嫌も直ったところで、改めて歩き出す僕たち。

「そう言えば、これから行く教会はエロス教の教会だよね。エディスさんも入ってるの？」

　そう問いかけると頷かれた。

「もちろんですわ。というより、この世界で入信していない女性は皆無なのではなくて？」

「そんなに広まっているのか……」

　かなり広く信じられているとはきいたけど、そこまでとは予想外だった。

　それだけ信仰されている宗教なら、この世界を知る上での重要性は凄く高そうだ。

　そのまま十分ほど歩くと、教会に到着した。

　街の中心部に近い場所にあるのは、そこそこ重要な施設ということだろうか。

　建物もレンガ造りで、そんなに大きくはないものの立派だ。

「それでは、わたくしは少し用事が入っていますので失礼しますわ」

「用事って？」

「大したことじゃありませんわ、数時間で戻ってきます……また、ジュリーさんのときみたいになってたら、ただじゃおかないですわよ？」

「は、はい」

　最後に怖い顔で念を押されてしまった。

　僕は苦笑いしつつ、それを見送る。

　気を取り直して、教会の中に入った。

「お邪魔します」

　中の造りは、以前に日本でも見た教会と同じように、いくつもの椅子が並んだ先に祭壇っぽいものが築かれている。

　百人くらいは一度に座れそうだ。

　返事がないので奥まで進んでみた。

　祭壇の奥には女性の彫像が置かれている。

　偶像崇拝なんだろうか？

「あら、黒髪の男性……あなたがトモアキさんですか？」

　後ろから声をかけられて、振り返る。

　そこには、シスター服を着た金髪の美少女がいた。

　背は僕よりも少し低いくらいだろうか。女性としては普通だ。

　柔和な表情を浮かべていて、まさにシスターっぽい感じがする。

　ただ、当然のように服の露出度が高い。

　コスプレかと思われかねないレベルだ。

「はい、僕が智明です。ジュリーさんから紹介されて来ました」

「お話しは聞いています。わたしはマリエッタです」

「マリエッタさん、よろしくお願いします」

　頭を下げると、彼女に止められてしまった。

「そんな、やめてください。わたしのほうが年下のようですし、マリエッタとお呼びください」

　そして、一呼吸おいてから確認するように彼女は呟いた。

「本当にわたしから目を反らさないのですね……」

「マリエッタも美人だからね」

「美人……生まれて初めて言われました」

　僕の言葉で顔を赤くしたマリエッタ。

　一見普通に見える彼女も、追い出されてこの街に来たんだと思うとやるせない。

　そして、マリエッタは気を取り直すように咳払いをして僕に言う。

「なんでも、エロス教のことを知りたいとか。それなら、ここより相応しい場所はありません」

「ええ、いろいろと聞きたいことがあります」

「でしたら、長くなりそうですし教会の奥へどうぞ」

　そう言うと、祭壇の横から教会の奥に通された。

「空いているのがわたしの私室しかないので、狭いですがご容赦ください」

　飾り気のない質素な部屋だ。

　来客があることは想定していなかったようなので、椅子が一つしかない。

　仕方ないので、僕はベッドに座った。

「とんでもない。でも、この教会はマリエッタひとりしかいないの？」

「はい、この街に来たがる聖職者がいないので。もっとも、この教会も正式に認められたものではないのですが……」

　まあ、街自体が正式に認められていないからなあ。

「でも、余所にも非公式な教会はいくつもあります」

　さらに、自分を鼓舞するように続ける。

「この街の皆さんにはいろいろと助けていただいているので、何とかやっていけてます」

「そうなんだ。じゃあ、ジュリーさんともそのときに？」

「はい、毎週作物を分けていただいてるんです」

　そういう関係だったのか。

「じゃあ、そろそろエロス教について聞いても良いかな」

「もちろんです、何でも聞いてください」

　ようやく、本題に入る。

「まずは、エロス教がどういう宗教なのか教えてほしい」

「……ことの始まりは、数百年以上前に起こった病やまいの流行です」

「病気が原因？」

「はい、日々の生活には問題ないのですが、その病気にかかると妊娠の確率が極端に下がってしまうんです」

　これは、思ったよりも深刻そうだ。

「原因も治療法も不明。病気は世界中に感染し、人々の性欲までもが減衰していきました」

「よく滅びなかったね」

「そこでエロス教の教祖が誕生したんです」

　エロス教のことを語るマリエッタは、かなり気合いが入っている。

「名前は伝わっていません。しかし、女性だったことは確かです」

　だんだん白熱してきたな……。

「彼女はその現状に危機感を抱き、過激な衣装を纏って各地を周り、自ら率先して男性と交わっていったのです。そして、彼女に感化された女性たちと一緒にエロス教を立ち上げました」

「それが、今の時代にも伝わっていると。でも、その病気はどうなったの？」

「百年ほど前に自然と消え去りました。しかし、数世代に渡って病に犯された男性たちは回復した後も性欲が低く、現代でもエロス教が活躍することによって出生率を保っているのです」

「なるほど、全ての原因は病だったのか」

「時が経つにつれエロス教の形も微妙に変わり、今は性に対して積極的にあれという教えになっています。病が消え、余裕の出てきた証拠です」

　この街に来たときに女性同士が交わっているのをみたけど、あれも最近のエロス教の教えどおりの行動だったわけだ。

「それにしても、かなり気合いの入った解説だったね」

　そう言うと、マリエッタはハッとして顔を赤くする。

「お、お恥ずかしいです……教えのことになるとつい……」

「いや、立派なシスターだと思うよ。自分の信じるものに一生懸命になれるのは」

「トモアキさん……ありがとうございます」

　彼女みたいな立派なシスターがいる教会だからこそ、街の人も協力的だったんだろう。

「やだ、わたしったらお客様にお茶も出さないで……。今お持ちしますね」

「あ、お構いなく」

　止める間もなく出ていってしまい、数分で飲み物を持って戻ってくる。

「どうぞ、教会特製のお茶です」

「じゃあ、頂きます」

　一口飲んでみると、程よい苦みがあって美味しい。

　香りも良く出ている。屋敷のメイドさんたちのにも負けてないな。

「実はそのお茶、この街の近くでわたしが採ってきた野草から作ってるんです」

「へえ、とてもそうとは思えないよ。美味しい」

「ふふ、ありがとうございます」

　美味しいと言われて嬉しかったのか、微笑むマリエッタ。

　まるで聖母みたいだな。

「トモアキさんのために特別気合いを入れて作りましたから、その甲斐がありました」

「わざわざ僕のために？」

「ええ、エロス教の信者は女性ばかりで、男性が教義に興味を持っていただくなんて、とても光栄なことです」

「そうなんだ……なら、しっかり覚えて帰らないとね」

　僕たちはその後もしばらく雑談を続ける。

　そのときに気付くことが出来なかった。

　熱心なエロス教のシスターである彼女が作ったお茶が、普通のお茶であるはずがないということを。

　僕は上手い具合に、彼女の罠にかかってしまっていたのだった……。
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　マリエッタと雑談していると、だんだん身体が熱くなってくるのに僕は気がついた。

　最初は熱いお茶を飲んだせいかと思っていたけど、数分経っても治まらない。

　身体の芯から熱くなって、だんだん息も荒くなってくる。

　さらに、思考も若干もうろうとし始めてきた。

　このままここにいたら迷惑をかけてしまう。

「あの、マリエッタ。そろそろ帰るよ、話しの続きはまた今度に……」

　そして、立ち上がろうとしたけど、よろけてしまった。

「あら、大丈夫ですか？」

　そこを、マリエッタに支えられる。

「うん、ちょっと頭がクラクラしちゃってね。何とかひとりで帰れると思うから、心配いらないよ」

　僕がそう言うと、彼女は何故かニヤリと笑う。

「いえ、トモアキさんに無理をさせる訳にはいきません。そこのベッドでお休みください」

「……でも、悪いよ」

「何が悪いのでしょうか、ここは教会ですよ？　具合の悪い方を放り出すなんてしたら罰が当たります」

　そう言われると、反論の余地がない。

　僕はマリエッタの言うとおりにベッドに横になった。

　なんだが、余計に身体が熱くなってきた気がする……。

　このままではまずい、水でも飲まないと。

　そう思って身体を起こそうとしたとき、ベッドにマリエッタが座った。

「どうですか？　頭が痛くなったりはしてませんか？」

「ああ、頭は少しぼうっとしてるだけで痛くはないよ」

「それは良かったです。男性に使うのは初めてだったので」

「……え、今なんて？」

　マリエッタが何か変なことを言ったので、思わず聞き返す。

「事前に言わず、すみませんでした。さっきのお茶は飲んだ人間を性的に興奮させる効果があるんです」

　その言葉で、ようやく自分が罠に掛かったことを悟った。

「なんで、こんなことを……」

　温厚そうなマリエッタが罠にかけてくるとは思わず、無警戒でいた自分を呪う。

「わたし、まだ処女なんです。エロス教のシスターなのに男性経験がないなんて、野菜を食べたことない農家みたいなものです」

「だから、僕を狙ったと」

「はい、強引な形になってしまって申し訳ありません。でも、トモアキさんを一目見たときに心を奪われてしまいました」

　そう言って、僕に顔を寄せて続ける。

「お叱りは後で受けます。でも、今は……」

　そこまで言われて、僕はほうっと息を吐く。

「わかった。でも、今度からは普通に誘ってほしいな。簡単に断ることは絶対にしないから」

「重ね重ね、すみません」

　そう言って、マリエッタは僕の身体を手でまさぐる。

「ああ、これが男性の身体……。なんてたくましいんでしょう」

「マリエッタだって魅力的な身体をしてるじゃないか」

　特に目を引くのはその胸、すごく大きい。

　イレーネさんに匹敵するレベルだ。

　露出の多いシスター服のせいで、その胸の大きさがよく分かる。

　おもわず、釘付けになってしまった。

　媚薬を盛られてるから、すごく露骨になっていたんだろう。

　すぐにマリエッタに気付かれる。

「トモアキさん、おっぱいを見てるんですか？　わたしの、大きくて嫌じゃありません？」

「いや、大きいおっぱいは好きだよ」

「なら、生で見せちゃいますね」

　マリエッタも興奮し始めてるんだろうか？

　ノリノリで胸を露出させた。

「綺麗だ、乳首もピンクで可愛らしいね」

　マリエッタのおっぱいは大きいのに見事な形をしていた。

　今すぐにでも手をのばしたいくらいだ。

「そんなことを言っていただいたのは初めてです……。なら、これを使ったご奉仕もお好きですか？」

　そう言うと、マリエッタは僕のズボンに手をのばして脱がしにかかる。

　処女だと言ってたけど、なかなか手際がいい。

　取り出された肉棒は、既に勃起していた。

「これが、男性のおちんぽ……！　すんすん、いい臭い……」

　臭いを嗅いで恍惚とした表情を浮かべる彼女。

「わたし、いつか男性に奉仕するためにいろいろと学んできたんですよ」

　興奮を抑えられない様子で言う。

　清楚で優しそうな外見とは裏腹に、かなりの淫乱だったんだ。

　エロス教のシスターだから当然といえば、当然かもしれない。

「さあ、おっぱいでおちんぽ挟みますね」

　ベッドに乗った彼女は、僕の腰を足の上に乗せてパイズリの体勢に移る。

　そして、そのおっぱいで肉棒を挟んだ。

「な、なんて熱いの!?　おっぱいが焼けちゃいそうです……」

　驚いた様子のマリエッタだったが、すぐに気を取り直して行為を再開する。

「まずは、おっぱいでマッサージしていきますね」

　ふかふかのおっぱいに包まれた肉棒。

　それに手で力の加える方向と強さを変えることで、絶妙なマッサージになっていた。

　本当は唾液かなにかで濡らして擦るんだけど、こういう楽しみ方もあるんだなあ。

　早くも快感を感じ始めた頭でそんなことを考える。

「すごく硬い、揉み応えがありますね」

「そうかな」

「だって、こうしてわたしのおっぱいの中にいるのに、はっきり形がわかるんです」

　マリエッタがグニグニとおっぱいを揉み、それが肉棒に伝わる。

「これが私の初めての相手だと思うと、もう濡れてしまいそうです！」

　はぁはぁ、と荒い息を吐くマリエッタ。

　一見清楚な彼女の顔が快楽に歪んでいるのを見ると、僕も興奮してくる。

　それに反応して、肉棒がさらに硬くなって反る。

「えっ、まだ大きくなるんですか？　信じられません……」

　その変化に、マリエッタは動きを止める。

　そして、自分の胸の中にある肉棒を見透かすように凝視した。

　だけど、良いところで止められた僕としてはたまらない。

「マ、マリエッタ……もう我慢できないんだ。速く動かしてくれないかな？」

　思わず、続きを催促してしまう。

　すると、彼女はそれを聞いて頬を緩めた。

「そんなにわたしのおっぱいが良いんですか？　とっても嬉しいです」

　そう言うと、モゴモゴと口を動かすマリエッタ。

　十数秒待つと、口の中で溜めた唾液を自分の胸の谷間に垂らす。

「んあぁ……。さあ、これでどうですか？」

　再びマリエッタの手が動き出す。

　今度は唾液が潤滑剤になって、ヌルヌルとした感触が新しい快感を与えてくる。

　膣内のようにヒダはないけれど、まさにもう一つの性器と言っても良いほどだ。

「気持ちいいよ、マリエッタ。そのままもっと揉んで欲しい」

「わかりました。練習の成果をたっぷり味わってくださいね」

　ここでマリエッタの責め方が変わる。

　今まではただ上下に動かしていただけだけど、今度は左右にも動かして、いろいろな方向へ刺激を与えてくる。

　その快感に、思わず顔を歪める。

「ふふ、トモアキさん気持ちよさそうな顔してますね」

　指摘されてしまった、恥ずかしい。

　だけど、この快楽を前にすれば仕方ないと思う。

　にゅちにゅち、という肉棒とおっぱいの擦れる音で耳まで犯されているみたいだ。

　だんだんと射精感も高まってきた。

「ほらほら、もっと気持ち良くなっていいんですよ？」

　それを感じ取ったのか、マリエッタの責めがさらに激しさを増す。

　左右からぎゅうっと強く肉棒を包んだまま上下に揺すったり、おっぱいを交互に動かしてみたり。

　おおよそ想像のつく様々な方法で僕を気持ちよくしようとしてくる。

「マリエッタ、もう出そうだ……」

　僕がそう言うと、彼女の目が細まった。

「ついに、出してくれるんですね？　わたしで射精してくれるんですね？」

　僕がそれに頷くと、彼女は今まで手に持っていたおっぱいを腕全体で抱えるようにする。

「嬉しいです。最後まで気持ちよく射精してもらえるようがんばりますから」

　そして、マリエッタは抱えた自分のおっぱいを動かし始めた。

「うっ、すごい」

　今までは大きなおっぱいを手だけで動かしていたから肉の余る部分があった。

　でも、腕全体で抱えたおっぱいはより広範囲まで力が行き渡る。

　それが、格段に力強いパイズリを生んでいた。

　さらに、おっぱいもより潰される形になるので、ピストン中も全てがおっぱいの中に収まっている。

　肉棒全体で余すことなくパイズリを感じられた。

「ああっ、出る……出る！」

　極上の奉仕に我慢の出来なくなった僕は、そう言って腰を浮かせる。

「はいっ、おっぱいの中にたくさん出してください！」

　マリエッタが腕全体でぎゅうっとおっぱいを圧迫する。

　たまらず、限界を迎えた射精感を解き放った。

　おっぱいの中で肉棒が震え、精液をどんどん送り出す。

　乳肉の中に収まってしまっているので外からその様子は見えないが、中がすごいことになってるのは明らかだ。

「なんて、なんて熱いんでしょうか。これが射精……」

　マリエッタはうっとりとした表情でそれを感じている。

　しばらくして肉棒の動きが止まると、彼女はゆっくりとおっぱいを開放した。

　濃厚な性臭とともに、白く汚れたおっぱいの内側が露になる。

「こんなに出してくださって感激です」

　マリエッタの顔は最初の清楚そうな顔から、淫魔のような蕩けた微笑に変わっていた。

「……僕は、まだ満足してないよ」

　それに興奮した僕は、彼女を押し倒す。

「はい、わたしもトモアキさんに気持ちよくなってほしいです」

　さあ、今度は僕がマリエッタのおっぱいを犯す番だ。
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　僕はマリエッタを押し倒した。

「今度はトモアキさんのほうから犯していただけるんですね、光栄です」

　そう言って感謝する彼女。

　でも、媚薬と興奮で思考が濁っている僕は、曖昧に頷くだけで行為を続ける。

　射精すればたいていは思考がクリアになるけど、媚薬がそれを許してくれなかったんだ。

　まずは、倒れた彼女の上に馬乗りになった。

　普通だと重いだろうからと遠慮する体位も、判断力が鈍った今なら勢いで行えてしまう。

「今度は僕の番だからね、マリエッタのおっぱいを使わせてもらうよ」

　そして、彼女の胸の上に射精してもなお衰えない肉棒を置く。

　それからマリエッタの、爆乳と言って良いおっぱいを両手で掴む。

　おっぱいの感触は柔らかく、それでいて張りがあって揉み応えもあった。

　横になることで重力に引かれた胸は左右に分かれていたけど、それを真ん中で擦り合わせる。

　再び胸に包まれた肉棒がビクビクと震えた。

「すごい、自分でやってもこんなに気持ちいいよ」

「嬉しいです、トモアキさんにそう言ってもらえるなんて……」

「これなら何発でも射精できそうだ」

　そして、肉棒を中に包んだおっぱいを好き勝手に揉む。

　ぐにゅりという音が聞こえそうなふうに、おっぱいがゆがんだ。

　それによって圧力が肉棒にかかり、快感を生み出す。

　まさに、マリエッタの胸を使ってオナニーでもしている感じだ。

「うんん、トモアキさんの手、すごく逞しい」

　でも、僕の乱暴になってしまった行為でもマリエッタは感じているらしい。

　興奮した様子でもみくちゃにされる自分の胸を見ている。

　見かけによらず、すごい淫乱だとは思ったけど、これだけのことでも感じるなんて。

「マリエッタ、僕におっぱいを使われて感じてるんだ？」

「……っ！　は、はい。私はトモアキさんに乗られて、おっぱいを使われて感じてます」

　自ら言葉に出して余計に興奮したのか、さらに息を荒くする彼女。

　この分だと、膣のほうもすごいことになっていそうだ。

「もしかして、あそこも濡らしちゃってるのかな？」

「うぅ、良くわかりましたね。もう、いつでもおちんぽ挿入して大丈夫なくらい濡れています」

　若干恥ずかしそうにしながら、それすら快感になっているのか濡れた声で答えるマリエッタ。

「エロス教のシスターっていうのは、誰もがマリエッタみたいに淫乱なの？」

「他の皆さまも性に積極的ですが、わたしはずっと相手がいなくて溜めていたので……」

「なるほど、淫乱シスターの中でも特別淫乱なんだね。良いじゃないか」

　この街では同性を相手にする人も多いけど、彼女はエロス教の最初の教えに忠実に従っている。

　それで何か言われるわけはない。

　マリエッタは立派なエロス教のシスターだ。

「君みたいな立派なシスターのいるこの街は幸せだね」

　すると、どうしたことかマリエッタが目に涙を溜め始めた。

「ああ、トモアキさまの言葉を聞いていると、教祖さまが目の前にいるような感じさえします」

「そんな、大げさな。でも、お互いに気持ちよくなれるよう精一杯頑張るよ」

　僕はそう言うと、ただおっぱいを揉んでいた手の動きを変える。

　不規則に揉んでいた手を揃えて、中の肉棒を効率よく擦れるようにした。

　その状態で前後におっぱいを動かす。

　さっき出した精液などが潤滑剤になって、スムーズな動きだ。

　ズチュズチュ、と卑猥な音を立てながらおっぱいが動く。

　そして、中に包み込んだ肉棒に刺激を与えていく。

　自分で動かすとピストンの速度や乳圧の強さを調整できるので、物理的な快感はこっちのほうが大きい。

「ああっ、トモアキさんのおちんぽがわたしのおっぱいから見え隠れしてます。そんなに動かすほど気持ちいいんですね……」

　そして、そんな僕を見つめるマリエッタ。

　中身はどうしようもない淫乱だけど、一見すると清楚なシスターだ。

　そんな彼女が無抵抗に、僕に乗られておっぱいを好き勝手にされている。僕がそれをしている。

　そう思うと、視覚的な興奮もかなりのものだ。

「マリエッタ、またイキそうになってきたんだ」

「本当ですか!?　なら、お願いがあるんです」

「何でも言ってごらん？」

　一応、この状態でも女性を性行為で満足させるという普段の思考は働いている。

　男娼の仕事をしてきたおかげかな。

「トモアキさまの精液を、わたしの顔にかけて欲しいんです！」

「うん、わかった。たくさんかけてあげるよ」

　胸を精液で汚された次は顔か、マリエッタらしいお願いだ。

　ちゃんと、それを叶えてあげないとな。

　僕は自分が、強い快感をより得られるように、さらにおっぱいを押しつぶす。

　一瞬マリエッタが苦悶の表情を浮かべるけど、ここで手加減するのは彼女も望んでいないだろう。

　興奮も相まって、僕はそのままの強さでおっぱいを揉む。

「……うぅ」

　自分でやっておいて情けないけど、マリエッタの強烈な乳圧は僕の肉棒に強い刺激を与えた。

　特に一番幅のある亀頭部分は張りのある肌に擦られて、おもわず声を出してしまう。

　そして、限界がやってきた。

「マリエッタ、また出るよ」

「来てください、トモアキさま。わたしの顔にいっぱいかけてくださいぃ！」

　マリエッタのおっぱいを引き寄せて、射精の瞬間亀頭を露出させる僕。

　そして、発射された精液は数十センチを飛んでマリエッタの顔にかかる。

「あ、熱っ……ひゃう、んぐぅ！」

　距離があったので全部とはいかないけど、それでもかなりの量の精液がマリエッタの整った顔を汚した。

　そして、精液の熱さを堪能した彼女は、顔にかかった精液をすくい取って口に運ぶ。

「んむ、れろ……これが精液の味、すごく味わい深いですわ」

「これで、言われたとおりに出来たかな？」

「はい、精液の感触に、息をするごとに感じるこの匂い、そして味。どれも今まで知りませんでした、トモアキさんが最初の相手で良かったです」

　そう言うと彼女は微笑んだ。

　その瞬間だけは、淫乱さのない普通の礼儀正しい女の子に見える。

　だからこそ、行為中はギャップがあって興奮するのだけど。

「……あら、まだおちんぽ硬いままですよ？」

「うん、まだ治まらないみたいだ」

「でしたら、もう一回……」

「いや、さっき少し強く揉んでしまったから無理は出来ないよ」

　マリエッタのおっぱいは少し赤くなってしまっている。

「でしたら、これはどうでしょうか？」

　そう言うと、マリエッタは自分でおっぱいを抱える。

　再び深い谷間が現れた。

「ここに入れれば良いのかな」

「はい、後はトモアキさんが腰を振っていただければ……」

　たしかにおっぱいを強く揉まなくても刺激が得られる。

「じゃあ、入れるよ」

　正直に言ってもう少しこの胸を堪能したかった僕は、マリエッタの誘いを受けた。

　馬乗りの状態から腰を浮かせて、おっぱいの谷間に肉棒を挿入する。

　そして、体勢を調節すると腰を振りはじめた。

「んっ、これ、おっぱいでセックスしてるみたいです」

　マリエッタの言うとおり、まるで胸を使ったセックスだ。

　腰が浮いたせいで挿入の角度が変わり、斜めからおっぱいの奥を突く形になっている。

　そして、肉棒が突く胸の先に存在するのは心臓。子宮と同じで、最も重要な場所だ。

　そこめがけて肉棒を挿入しているというのは、とても背徳感がある。

「トモアキさん、気持ちよさそう」

「そう見える？」

「はい、わたしの胸の奥にズンズンって衝撃が伝わってきて、それだけ求めてくれてるのがわかります」

　この子はどうしてこんなに男を興奮させる言葉が次から次へと出てくるのか。

「そんなこと言われると、余計激しくしたくなるよ？」

「そうしてもらうために言ってますから」

　そう言ってニコリと笑うマリエッタ。

「まったく……そろそろ、また出すよ」

「はい、今度はトモアキさんのお好きなところへっ」

　最初はおっぱいの中、次に顔、最後には……。

「じゃあ、口を開けてくれる？」

「はっ、はい！」

　さっきマリエッタが精液を舐めるのを目にしたとき、次は直接飲ませたいと思ったんだ。

　彼女は口を開いて舌を出し、万全の状態で待ち構える。

　僕は最後だけ強くピストンして射精感を高めると、肉棒をおっぱいから引き抜いてマリエッタの顔に持っていく。

　そして、彼女が出している舌に肉棒を擦りつけた。

「出る、受け止めて！」

　ザラザラとした舌の感触が引き金となり、肉棒から精液が噴出した。

　それは一滴漏らさずマリエッタの口の中に注ぎ込まれていく。

「ごくっ、ごくっ、ごくっ！」

　マリエッタはそれは出された端から飲み込んでいく。

　けれど、射精が終わるに近づくと、飲み込むのを止めて口内に精液を溜めていた。

　そのうち射精が終わって動きが止まり、肉棒を離す。

「んあ、もごもご、むぐむぐ」

　マリエッタは、溜めた精液を存分に味わっているようだった。

「ごくん！　はぁはぁ、あんなにたくさんの精液、話にも聞いたことがありませんでした。ご馳走さまです」

「ご馳走さまって……いや、何でもない」

　少し呆れながらも、僕たちは落ち着いた。

　マリエッタが取り出した布で精液まみれの顔や胸を拭っていく。

　さすがに、そのまま本番に移るわけにはいかない。

　……そう、本番。今までのは前戯にすぎないんだ。

　前戯でこれなら、先はどうなるんだろうかと心配しながら僕は一息つくのだった。
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　マリエッタも身体を拭き終わり、僕も一息ついた。

　これからはいよいよ本番だ。

「トモアキさま、本当にわたしの処女を貰っていただけるんですよね？」

「そうだよ、安心して」

「……いざとなると、なかなか実感がわかなくて」

　先ほどとは打って変わってしおらしくなった彼女に驚きながら、頭を撫でて安心させる。

「ちゃんと相手を務めてみせるよ。この街にきてからかなりの数を経験したからね、任せて」

「そうですよね、少し興奮が空回りしていたみたいです」

　マリエッタほど淫乱でも……いや、敬虔なエロス教のシスターのマリエッタだからこそ、長い間待ち望んでいたセックスに混乱することもあったのかもしれない。

　丁寧に相手をしてあげないといけないと思った。

「さあ、そろそろ始めようか」

「わかりました」

　僕の言葉に応える彼女はさっきとは打って変わって、これからの行為への期待に満ち溢れているように感じる。

　さっきので安心させられることが出来てよかった。

「マリエッタ、体位はどうしたい？」

「オーソドックスに騎乗位、と言いたいのですが、今回は背面騎乗位にします」

「それは、どうして？」

　マリエッタなら、この世界での女性側の基本である騎乗位を選ぶと思ってたのだけど。

「わたしのおっぱいは十分に堪能していただいたと思うので、こんどはお尻を見てほしいと考えたんです」

「なるほど、そういうことか」

　それは僕としても嬉しい提案だ。

　その後に、マリエッタは少し躊躇いがちに続ける。

「あとは、もしセックスしたら夢中になって、酷い顔を晒してしまうと思うので……」

「そんな、僕は気にしないよ」

　むしろ、気持ちよくなってくれているのが一目でわかるので好きなほうかもしれない。

「わ、わたしが恥ずかしいんです。エロス教のシスターが男性にだらしないイキ顔を見せてしまうなんて」

　そうか、本来他の女性の手本になるように、率先してセックスするのがエロス教の聖職者だ。

　それが相手をそっちのけで夢中になるのは恥ずかしいと。

　淫乱だけど、快楽に全て身を任せるわけではないということか。

　そう思うと、しっかりした部分がある立派な宗教なんだなと再認識する。

「わかった、じゃあ背面騎乗位にしよう。僕は横になるね」

　マリエッタに言うと、僕はベッドで横になった。

　そこへ、彼女が近寄ってくる。

「いよいよ、ですね」

　少し目を閉じて、自分の中で覚悟を決めるようにするマリエッタ。

　再び目を開くと、そこは最初に肉棒を触ったときのような性欲が感じられた。

「では、失礼します」

　そう言うと彼女は僕に後ろ向きになって、身体を跨ぐ。

　そして、僕の腰のあたりに座り込む。

　彼女の体重を感じるけど、それも心地いいくらいだ。

「もうこんなに硬いです。わたしのおまんこも濡れてるのがわかりますか？」

　マリエッタが座ったまま腰を擦りつけてくる。

　そして、肉棒に彼女の膣口が触れているのを感じた。

「うん、感じるよ。すごいね、トロトロだ」

　マリエッタの膣は、もう大量の愛液で濡れていた。

　擦りつけられた肉棒がどんどん濡れていく。

　けど、膣口の濡れ具合は変わらない。

　まるで、一秒ごとに新しい愛液が漏れ出ているみたいだ。

「これなら、挿入もスムーズに行けるよ。保証する」

「ありがとうございます」

　マリエッタは腰を浮かすと、肉棒を手に取った。

　そして、亀頭を自分の膣口に添える。

「それでは、始めますね」

「うん、気をつけて」

　僕の返事で、彼女が動き出した。

　肉棒を固定したまま、腰を沈ませ始める。

　亀頭がゆっくりと膣内に入っていく。

　予想どおり、大量の愛液のおかげで順調に進んでいるみたいだ。

「あう、んん……おちんぽがどんどん中に入ってきます」

　そのまま進めていくと、亀頭に何かが当たる。

「あっ、来ました。これがわたしの処女膜です」

　美少女の、シスターの処女膜。

　本来は守られるべきものだけど、この世界では……マリエッタにとっては邪魔なものでしかない。

　それでも、僕にとっては立派に興奮材料だ。

「一気に破りますね」

「うん、痛むかもしれないけど……」

「わかっています。むしろ、それを待ち焦がれていたんです」

　そう言うと、マリエッタは深呼吸をする。

　そして、

「ふぅ……んっ！　っくうぅぅ！」

　腰を一気に振り下ろした。

　マリエッタのお尻が僕の腰に打ちつけられ、肉棒が膣奥にまで達する。

「これは、狭い……」

　異物を初めて受け入れた膣内はキツい。

　それは淫乱でいろいろなテクニックを持っているマリエッタが、膣内だけは自分で弄らなかったことを示していた。

「は、入ってきたぁ！　きましたよ、トモアキさん！」

「うん、僕も感じるよ。でも、痛くないの？」

　すると、彼女は首を横に振る。

「いいえ、痛みは少しありました。でも、耐えられるほどではなかったです」

　そして、肉棒を深くまで挿入した腰を少し動かす。

「んはぁっ……でも、今はこの喜びのほうが何十倍も大きいんです。もう、動いても良いですか？」

「マリエッタが大丈夫なら、いつでもいいよ」

　騎乗位は女性がペースを取りやすいし、初めては自分で好きにさせたほうが良いと思ったからだ。

　僕は助言をするだけでいい。

「では、トモアキさまもわたしの未熟なおまんこを堪能してください」

　彼女が腰を動かし始める。

　しかも、初めから結構スピードが速い。

　身体同士がぶつかってパンパン、と音が鳴る。

「最初からそんなに飛ばして大丈夫？」

「あん、あひっ！　だって、これ止まらないんです！」

　すでに、完璧に発情して性欲に囚われていた。

「トモアキさんのおちんぽ気持ち良すぎるのぉ！」

　マリエッタが腰を振るたびに、中で肉棒が擦られる。

　まだ慣れていないのに酷使される肉ヒダは、縋すがりつくように肉棒へ纏まとわりつく。

　その状態でさらに腰を振るものだから、抵抗が凄まじい。

　今日すでに三回の射精をしているけど、すぐにでも射精感が昂ってしまいそうだ。

「マリエッタの中も気持ちいいよ、凄く吸いついてくる」

「本当ですか？　ちゃんと気持ちよくできてます？」

「ああ、とても初めてとは思えないよ」

　その言葉で、マリエッタが身体を震わせる。

「嬉しいです、とっても。その言葉だけでイっちゃいそうなくらいに！」

「いつでも、何回でもイっていいんだよ。一緒に気持ちよくなろう」

　彼女がさらに腰振りのスピードを上げる。

　もう、僕が動くのと変わらないくらいの速さだ。

「あひゅう、あひいいぃぃ！　イク、もうイキますぅ！」

「僕にマリエッタのイクところ見せて」

　次の瞬間、ビタンと僕に腰を打ちつけて彼女は痙攣した。

「お、おまんこイックゥゥウウ!!」

　膣内がぎゅうぎゅうとうごめき、マリエッタが絶頂したことがわかった。

　その動きで、僕の性感も一気に高まる。

「あぁ、はぁ、初めておまんこでイっちゃいましたぁ……」

　後ろを向いていても、声だけでそうとう蕩けた顔をしていることがわかる。

「んぁ、でも、まだまだです」

　そのまま一分ほどじっとしていたマリエッタだったが、またすぐに動き出した。

「今度は、おちんぽイカせるまで止まらないですからね」

「いや、無理しないほうが……うぅ」

　僕が言うのを遮るように、膣内が締まった。

「トモアキさんはじっとしていてくださいね」

　そして、再び腰を振り始めた彼女。

　今度は最初からスピードを速くしている。

「はぐぅ、いぎぃ！　おちんぽいいところに当たっちゃいますぅ！」

　そうすると、当然自分の性感を刺激することになる。

「イクッ、またイっちゃいますううぅぅ！」

　マリエッタの身体がビクビクと震え、一瞬動きが止まる。

　だけど、次の瞬間にはまたピストンを再開した。

　彼女の捨て身の腰振りに、さすがの僕も射精感が抑えられない。

「ダメだ、イク。出る」

　その言葉に彼女が敏感に反応した。

「んぐっ、トモアキさんもイクんですね？　わたしのおまんこの中に射精してください！」

　最後のトドメとばかりに膣内が締まった。

　それで限界を突破する。

「ううっ、出るよ！」

「トモアキさんっ、わたしもぉおお！　イクゥ、イクイクイクゥウウ!!」

　ビュクビュク、ビュゥゥゥゥ！

　中出しされた精液が膣奥、子宮口にかかる。

　そして、瞬く間に膣内を白く染めた。

　僕たちはそのまま数分間、絶頂の余韻に浸る。

　そして、その余韻も引いたタイミングでマリエッタが声をかけてきた。

「トモアキさん……私はまだ、いけます」

「マリエッタが満足するまで、何度だって付き合うよ」

　無事に処女卒業をした彼女だったが、僕たちのセックスはまだ続くのだった。
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「わたしはまだ、いけます」

　マリエッタは、そう言って再び腰を振り始めた。

　僕も、それに身を任せる。

　今度は速さに重点を置いたピストンではなく、他の方向から責めていくようだ。

　今まで上下垂直に振っていた腰を、前後左右のいろいろな方向にくねらせる。

　お腹側と背中側でヒダの面積や密度が違うので、それぞれで新しい快感が得られた。

「あん、ふあっ！　あぁ、ここに当たるとすごい……うひぃ!?　こ、こっちもぉ」

　彼女は気持ちよくなれるポイントを探るように腰をくねらせ、気持ちいい場所が見つかるたびに身体を震わせる。

　そうやって動いていれば、もちろん絶頂もする。

　しかも、かなりの高頻度だ。

　今の感覚だと、二～三分に一回はイってると思う。

　マリエッタはイクたびに分かりやすいほどキツく膣内を締めるので、けっこう正確な数字だ。

「またイったね、もうセックスにも慣れてきたかな？」

　そう言うと、彼女が動きを止めて頷く。

「はいっ、もうイキ過ぎて感覚がなくなってしまいそうです……」

　感覚がなくなるほどするのはすごいけど、それを支えている彼女の足腰もすごい。

　普通はこれほどイっていれば、へたり込んでしまうはずだ。

　シスターだし、それほど活発そうには見えなかったから正直意外だ。

「もしかして、セックスの練習で運動もしてたの？」

「そうです、男性をイカせる前にわたしが動けなくなってしまったら申し訳ないですから」

　さらにマリエッタは続ける。

「それに、たくさん動けるように練習しておけば、その分楽しめる時間も増えると思ったんです。結果としては、大成功でした」

　狙いが当たったということか。

　たしかに、どんなにすごいテクニックを持っていても腰が抜けてしまっていては役に立たない。

　セックスでも体力はかなり重要だからね。

　僕もこっちに来てから、だいぶ体力が上がったと思う。

「さすがに勤勉だね。でも、僕も負けてないよ」

　そう言うと、僕はマリエッタを下から突き上げる。

　亀頭が子宮口に当たり、その刺激で彼女を強制的に絶頂させる。

「ひっ！　ト、トモアキさん？」

　彼女が恐る恐る振り返る。

　セックスを始めてから初めて見た顔は、涙やその他のもろもろでグズグズになっていた。

「マリエッタに任せてばかりじゃ悪いしね」

　それに、乱れる彼女の姿を見ているうちに、僕のほうにも火がついてしまったみたいだ。

　動きたくて仕方なくなっている。

「だから、今度は僕が動かせてもらうよ」

　そう言ったけど、マリエッタは首を横に振る。

「ダ、ダメですっ！　今、トモアキさんに動かれたらわたしは……」

「大丈夫、僕に任せて」

　彼女の言葉を遮り、強引に腰を動かす。

　邪魔しようとしても、生半可なものでは止められないよ。

「ひゅっ、あん、んいぃ！」

　なす術もなく、下からピストンされる肉棒に責められるマリエッタ。

　彼女の身体が上下に揺れるたびに、その大きなおっぱいが揺れているのが後ろからでもわかる。

　正面から見るのも良いけど、こうやって後ろから眺めるのも悪くないな。

「綺麗だよ、マリエッタ。それに、すごくエッチだ」

「……うぅ、ずるいです」

「何が？」

「だって、そんなこと言われて嬉しくないはずがないじゃないですか！」

　そこまで言ったところで、僕が動き始めたときから止まっていたマリエッタが動き出す。

　彼女は腰を持ち上げて、僕のピストンのタイミングに合わせるように腰を振った。

　バチュン、と先ほどよりも大きな音が鳴って腰同士がぶつかり合う。

　ふたりが動くことによって、性器どうしがより深く繋がり合った。

「ああっ、奥まで、子宮までおちんぽ届いてます」

　彼女の言うとおり、腰を打ちつけた瞬間に亀頭が子宮口に接触した。

　今までも何度か突いていたけど、さっきは突いた瞬間にマリエッタの身体が痺れたように固まった。

　たぶん、子宮を突かれてイったのだ。

「どんどんエロくなっていくね、マリエッタ」

「トモアキさんのおかげです。セックスも知らない処女だったわたしに、おちんぽを教えてくれたんですから」

　彼女の力になれたというなら何よりだ。

「……本当は、心の何処かで諦めていたんです。わたしは処女のままなんじゃないかって」

　ゆっくりと腰をくねらせながら続ける彼女。

「そう思うと、シスターの仕事にも集中できませんでした」

　僕も腰を止めて話を聞く。

「でも、街でトモアキさんのことが噂になってから、また希望をもってエロス教を信仰できるようになったんです」

「僕の存在がマリエッタを励ますことができたなら、何よりだよ」

「前に役所でイレーネさんと会ったことがあるんですが、そのときの言葉を思い出します。あなたは救世主だ、と」

「そんなに大それたものじゃないよ。でも、そう言ってもらえるほど誰かを救えたなら嬉しい」

「トモアキさんは、もっと積極的になったほうがいいです。そうすればあなたにとっても、周りにとってもプラスになるはずです」

　そう言うと、彼女はまた腰振りを再開した。

　もちろん、僕もそれに合わせるようにする。

　しかし、年下の女の子に説教されてしまった。

　そこら辺は、流石にいろいろな人が訪れる教会のシスターのほうが一枚上手ってことなのかな？

「なら、得意分野で大人の意地を見せないとね」

　そう言って、ひと際強く腰を突き上げる。

「ひんっ！　そんなに強く突いちゃらめですぅ、またイっちゃ……ッ！」

　ガツガツと子宮口を責めると、だんだん性感帯として開発されてきたのか大きな反応を示すようになった。

　こうして、マリエッタの身体が良い反応をするようになるたびに嬉しくなる。

「もってイって、イケばイクだけエッチになっていくから」

「わたくし、もっとエッチになりたいです。だから、たくさんイカせてください！」

　僕はそれに応えるように、腰を突き動かす。

　そして、マリエッタの膣内を突きほぐしていく。

　少し前まで処女だったそこは、今までの行為のおかげで柔らかくなり始めている。

　そこをさらにこね回すように肉棒で突くのだった。

「ああっ、ひいぃぃい！」

　彼女も悲鳴を上げながら、腰をくねらせている。

　ふたりで協力するかのように、膣内を開発していった。

　しばらくそうしていると、かなり慣れてきたのか、ヒダが肉棒を柔らかく刺激するようになってきた。最初は硬いヒダに肉棒を当てるような形だったので、大きな進歩だ。

「マリエッタ、わかる？　中が自分から僕のものに絡みついてるよ」

　その問いに、息も絶え絶えな様子の彼女が応える。

「は、はい……わたしも意識しておまんこに力を伝えられるようになってきたと思います……んっ！」

　実際に力を入れてみたのか、確かに膣内が肉棒を締めつけている。

　初めて入れたときはかなり硬かったので心配していたが、丁寧にほぐした甲斐があったかな。

「じゃあ、最後だけ思いっきりやらせてもらおうかな」

「へっ？　今までのは何だったんですか？」

　マリエッタが思わず振り返る。

　布かなにかで拭いたのか、汚れていた顔は綺麗になっていた。

「少し、腰を浮かせて」

「あ、はい。あの、トモアキさん？」

「大丈夫、すぐにわかるよ」

　僕は、そう言うとマリエッタの腰を掴んで下から思いっきり腰を突き上げた。

「おほおぉぉぁああ!?」

　その突きに彼女が獣のような悲鳴を上げる。

　さっきまでは、硬い膣内を強く突くと痛めてしまいそうだから彼女に任せていたんだ。

　だけど、十分にほぐれた中なら全力を出しても問題ない。

「そうだよ、もっと声を出して。今のマリエッタはすごくエッチだよ」

「ひっ、ひぎぃ！　おちんぽに中をめちゃくちゃに突かれてますぅ！　らめ、そこ気持ちよすぎるのぉぉお！」

　しばらくの間、彼女の動きを観察していた僕は、そこでしっかりと弱点の場所を覚えていた。

　そこを、全力のピストンで突いているのだ。

　マリエッタからしたらたまらないだろう。

「イク、イクイクゥ！　こんなに簡単にイカされちゃうなんてぇ」

「僕もそろそろイキそうだ。マリエッタの中が僕から精液を搾り取ろうとしてるみたいだよ」

「イクんですか？　なら、中にください！　わたしの子宮に、精液くださいぃぃ！」

　願いを聞いた僕は、ラストスパートをかける。

　彼女の足腰も限界のようで震えていた。これが最後になるだろう。

　僕も息を荒くしながら、力を入れて腰を動かす。

「だ、出すよ」

「ああ、らしてっ！　精液なかにくらさいっ、あっイク、イックゥゥウウ!!」

　強烈な締めつけに耐え切れず射精した。

　子宮口に亀頭をつけて射精したので、多くの精液が子宮内にまで到達して中を犯した。
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「あ、うぁ……うぐ、っはぁ、はぁ、はぁ」

　マリエッタは身体を反らして、絶頂の快感を感じている。

　彼女の腰が抜けて潰されるかもしれないと思ったけど、何とか持ってくれたようだった。

　そのままふたりで行為の余韻に浸るのだった。

「すごく、気持ちよかったです。あんなに素晴らしいセックスを教えていただいて、ありがとうございました。おかげで今まで以上にエロス教を深く信仰できそうです」

「僕も、いろいろと勉強になる話を聞かせてもらったから」

　身支度を整えて、教会の外まで見送りに出てくれたマリエッタ。

　その表情は最初に見たときと同じに見えるけど、その雰囲気は明らかに柔らかいものになっている気がした。

「あら、ちょうど終わったところでしたの？」

　そう言うエディスさんも、用事をすませて戻って来たところのようだった。

「うん、いい話が聞けたよ」

「なら、早く帰りましょう。お姉様が待ってますわ。シスターもご機嫌よう」

「はい、またいつでも来てくださいね」

　僕は少しだけ名残惜しい気持ちのままで、教会を去るのだった。
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　教会から屋敷に帰ると、イレーネさんが出迎えてくれた。

「お帰りなさい、ふたりとも。夕飯の準備ができているわ」

「わたくしもご一緒してよろしいんですか？」

　そう聞くエディスさんの姿は今、まさに上流階級の令嬢という雰囲気だ。

　元は本当にお姫様だったとはいえ、猫を被るのが上手いなあ。

「もちろんよ、そのつもりで用意させたんですもの」

　対するイレーネさんも元名家のお嬢様だけど、どちらかというとやり手のキャリアウーマンみたいな上手さを感じる。

　その後、僕たちふたりはイレーネさんに連れられて食堂に向かった。

　そこには、四人分の食事とニーナが待っていた。

「あ、お兄ちゃん、お帰りにゃ！」

「ただいま、ニーナ」

　ニーナは立ち上がると、僕に抱きついてきた。

「おっとっと……」

　僕はそれを受け止めて少しよろける。

「あらあら、本当にニーナはトモくんに懐いてるわね」

「そうですね、微笑ましいですわ」

　このふたりがいるとニーナの子供っぽさがより浮き彫りになって、それに手を出してしまった僕は罪悪感を覚える。

　いや、あのときは仕方なかったんだ……と自己弁護していると、抱きついているニーナが静かなことに気付いた。

「ニーナ、どうしたの？」

「……何か臭うにゃ」

　その言葉にギクッとする。

　軽く身体を拭いただけだから、よく嗅げばまだ臭いが残っているのかもしれない。

　教会では話を聞くだけだと言って出てきたから、また行き当たりばったりでセックスしてきたと知られると襲われるかもしれない。

「ああ、ちょっと教会で珍しいお茶を入れてもらったから、それかもしれないね」

「ふぅーん、そうにゃんだ」

　何か釈然としていない感じだが、やり過ごせたかな。

「それより、席に戻ろう。せっかくの料理が冷めてしまうよ」

「そうね、トモくんの言うとおりだわ。いただきましょう」

　僕の言葉にイレーネさんが賛成したことで、ようやく食事が始まった。

　その後は、いろいろと雑談をしながら料理を楽しむ。

「へえ、ニーナは今、計算の勉強をしてるんだ」

「そうだにゃ、イレーネお姉ちゃんは教えるのが上手いんだにゃあ」

「さすがお姉様、教師もできるなんて多彩な才能をお持ちですわ」

「やだわ、ふたりとも。大したことじゃないわよ」

　こんな具合に、にぎやかな夕食の風景がしばらく続いた。

　そして、夕食を食べ終わった後にエディスさんを見送り、それぞれの部屋に帰ろうかというところでイレーネさんに呼び止められた。

「トモくん、ちょっとよいかしら？」

「はい、なんですか？」

「じつは、ニーナに出した問題の採点を手伝って欲しいのよ。トモくんもたしか計算ができたわよね」

「ええ、わかりました。手伝います」

　僕はもちろん承諾し、イレーネさんの後について彼女の部屋に向かった。

　部屋に入ると、イレーネさんがドアを閉める。

　ここまではいいが、彼女は鍵までかけた。

　さすがに不審に思った僕は質問する。

「あの、イレーネさん？　どうし……うっ！」

　そのとき、横から衝撃を受けた僕はソファーに倒れてしまう。

「な、何だ？」

　すぐに起き上がると、そこには仁王立ちしているイレーネさんの姿があった。

　その横にはニーナもいる。

　彼女が僕を突き飛ばした犯人だったのか。

　小さいから、どこかの影にでも隠れていたのかもしれない。

「ニーナから聞いたわよ、トモくん。教会で何かあったみたいね」

「いや、別に大したことは……」

「あら、シスターと楽しんだことが小さなことかしら？」

　そこで僕の身体が固まる。

　四肢どころか、目線まで固定された。

「ニーナから、薄いけど性交の後の臭いがすると言われたから、後は想像がつくわ」

　僕を見下ろしながら続けるイレーネさん。

「前にも言ったとおり、怒る気はないわ。でも、気持ち的には埋め合わせが欲しいわね？」

「ニーナが勉強している間にいいことしてたなんてずるいよ！」

　ふたりに見下ろされた僕には、大人しく頷くしか道はなかった。

　数分後、三人一緒にするということで広いベッドに移った僕は、そこでふたりにフェラをされていた。

「んちゅう、れろれろ」

「ペロペロ、チュッ！」

　美女と美少女に舐められた肉棒は、すでに限界まで勃起している状態だ。

「どうかしら、私たちのフェラは？」

　イレーネさんの問いに、荒い息を吐きながら応える。

「すごく気持ちいいです、ふたりとも。まさか、こういうこともニーナに教えてるんですか？」

　今受けているニーナのフェラは、前よりも上手くなっていた。

　僕の肉棒の弱いところを的確に突くように舌を這わせている。

　一度セックスはしたとはいえ、性知識に乏しいニーナではひとりでこうはならない。

　そして、彼女に指導する人間と言えば、イレーネさんしか思い当たらなかった。

「そうよ、思ったよりも飲み込みが早くて驚いたわ。普通の勉強のほうもね」

　イレーネさんのことだから本来の勉強のほうを疎かにしていないと思うが、彼女が他人にエロテクニックを教えるとは思わなかった。

「意外って顔してるわね、私もそうなの。でも、頑張って勉強している姿を見ていたら世話を焼いてあげたくなってね」

「そうだったんですか……」

　僕はイレーネさんの奥で肉棒を舐めているニーナを見る。

　もしかしたらイレーネさんは、彼女に母性のようなものを感じたのかもしれない。

「少し話しすぎちゃったわね、トモくんがしっかり気持ち良くなれば私たちも嬉しいわ」

　そう言って彼女はニーナの元に戻る。

「ニーナ、あなたはそのままトモくんのおちんぽを気持ち良くしていてね？」

「お姉ちゃんはどうするの？」

「ふふ、そこで見ていなさい」

　その様子を見ると、本当に仲のいい母娘みたいだ。

　さすがに歳が近過ぎるけど、関係的には保護者と子供だからね。

「はむっ、じゅるるるる」

　肉棒を亀頭からすっぽりと咥え込むニーナ。

　隙間がなくなるように口を閉じて、バキュームをしてくる。

　その間もザラザラとした舌が裏筋に這わされ、こそぐように肉棒を刺激する。

　感じ易い部分を責められた肉棒は歓喜にビクビクと震えた。

　イレーネさんに指導を受けているとはいえ、短期間にこれだけ上手くなったんだから練習もしたんだろう。

　それらが全て僕の為……と思うと胸の底が熱くなる。

「お兄ちゃん、ニーナのフェラ気持ちいいかにゃ？」

「うん、気持ちいいよ。すごく上手くなったね」

「えへへ、練習したからにゃあ」

　ニコリと笑う彼女の頭を思わず撫でたくなる。

　だが、それは新しい刺激によって中断された。

「うっ、イレーネさん、そこは！」

　新しい快感を生み出した人物は先ほどニーナの下に消えたイレーネさんだった。

　彼女は、下から男の急所である金玉を舐めていた。

「どうかしら、ここを舐めるのは初めてだけど……」

　そう言うと彼女は金玉を二つとも口に含んで、舌の上で転がす。

「はむ、れろれろ、ころころ」

　自分の急所を他人が咥えているという状況は本当なら背筋が凍りそうなものだけど、イレーネさんになら任せられる。

　この世界で彼女以上に信頼できる人はいない。

　それに、イレーネさんの金玉フェラは今まで感じたことのないような快感を僕に与えてくれた。

「始めは少しくすぐったかったですけど、今はとても気持ちいいです」

　さらに、ニーナのフェラも加わると快楽が乗算されて増えていく。

「もごもご、ちゅうっ、れろんっ！」

「じゅぞぞぞぞ！　じゅるるんっ！」

　ふたりの複合責めに、僕は瞬く間に限界まで興奮を高める。

　肉棒から金玉まで性器を一貫して責められると、快感と共にかなりの充実感を得られた。

「ふたりとも、そろそろ出すよ」

　僕がそう言うと、ふたりの責めがさらに強まった。

　ニーナもそうだけど、特にイレーネさんは凄い。

　デリケートな部分を快感だけが生まれるように責めているのだ。

「トモくん、いっぱい出してね？」

「お兄ちゃん、来てっ！　ニーナの口に！」

　ふたりの言葉を合図に、肉棒から精液を発射した。

　勢いのいい射精だったけど、ニーナが亀頭部分をぱっくりと咥えているおかげで外に漏れることはない。

　そして、当のニーナは吐き出される精液をゴクゴクと喉を鳴らして飲んでいた。

「ふふ、まだ飲んでるわ。よほどたくさん出したのね？」

　イレーネさんに言われると少し恥ずかしいな。

「でも、まだこれは前戯よ。本番は私も楽しませてもらうから期待しているわ」

「そう言われると、頑張らないわけにはいきませんね」

　ふたりに埋め合わせをするには、まだまだ足りないようだ。

　僕は、気合いを入れて次の行為に望むのだった。
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　僕の射精が治まると、ふたりの身体がいったん離れる。

「次はどうすればいいんですか？」

「トモくんはそのままでいいわ。私たちが動くから」

　僕の問いにイレーネさんが答える。

　言われたとおりに横になっていると、まずイレーネさんが騎上位の体勢で胯がってきた。

　それを見て普通の騎乗位なのかなと思ったけど、次の瞬間には目の前が真っ暗になる。

「ん、なんだ？」

「あっ、お兄ちゃん動かにゃいで！」

　なんと、ニーナが僕の顔に跨がっているらしい。

　そして、そのまま腰を降ろしてくる。

「ん、むぐ……」

　とうとう、彼女の股間が僕の顔に押しつけられた。

　そのまま、ずりずりとお尻を擦りつけられる。

「じゃあ、私のほうも始めるわね」

　そう言うと、エディスさんは僕の肉棒を握る。

　そして、自分の膣口に添えると腰を落とした。

「んく、入ってきた……」

　イレーネさんの膣内は当然のように僕の肉棒を飲み込んでいく。

　とてもスムーズな動きだったけど、膣内はうごめいて肉棒を刺激してくる。

　やっぱり、お互いの身体の相性はイレーネさんが一番だ。

　奥まで入ると、ちょうど亀頭が子宮口にぴったりと密着し、ヒダも肉棒全体を隅々まで覆うように責めてくる。

　収まるべきところに収まったという感じだろうか。

「イレーネさんの中、相変わらず気持ちいいですね」

「当然よ、ここはトモくんだけの場所だもの」

　そう言われると嬉しいなあ。

　彼女には何度だって言ってもらいたいくらいだ。

「むう、こっちも無視しないでにゃあ！」

　僕とイレーネさんの会話に嫉妬したのか、または自分が除け者にされていると思ったのか。

　ニーナが自分の腰を僕の顔にグリグリと押しつける。

「ちょっ、ニーナ待って……むごごご」

　再び口を封じられてしまった僕。

　息は出来るけど、呼吸をするたびに興奮したニーナの臭いでいっぱいになる。

　しかも、全裸のニーナは腰から生えた尻尾で僕の頭をくしゃくしゃにしてくるのだ。

　このまま怒り続けたら髪が抜かれてしまうかもしれない。

「……ペロペロ、レロレロ」

　僕は、顔の向きを調整してニーナの膣を舐める。

「ひゃんっ！　お、お兄ちゃん……」

　ニーナがビクッとして、腰が少し浮いた。

　これで話は出来そうだけど、ここで手を抜いたらさっきの繰り返しになってしまう。

　僕はいっそう舌を突き出してニーナを責める。

「あん、にゅうぅ！　舌、気持ちいいにゃ！」

　ニーナの膣はぴったりと閉じて縦筋ができているくらいだ。

　そこをほぐすように舌を這わせていく。

「トモくん、こっちも忘れないでね？」

　僕がニーナのほうに集中していると、今度はイレーネが腰を使って存在をアピールしてきた。

　単純に腰を上下に振ってピストンしているだけだけど、そこから生まれる快感は大きい。

　なにせ、一番多くの時間を過ごしたパートナーだ。

　目を瞑っていても、どこをどう責めれば相手が気持ちよくなるか知り尽くしている。

「んっ、あぁ、はふぅ……私はこのまま続けるけど、ニーナのほうもおろそかにしないでね？」

　当然だ。

　それに、僕だって十人以上を相手にしたことがあるんだ。

　ふたりなら余裕を持って相手が出来る……と思う。

　ただ、イレーネさんが本気で乱れると一方的に犯されてしまうときもあるから不安だけど。

　彼女もニーナの前ならそこまでになることはないだろう。

　僕は、イレーネさんに言われたように、再びニーナに意識を向ける。

「もう結構濡れてきてるね、ニーナ」

「お兄ちゃんの舌が上手だからだにゃ、ニーナのおまんこ濡れちゃうんだにゃ！」

「エッチな言葉も覚えて……それもイレーネさんに教わったの？」

　ニーナのような子がこんなふうに淫語を使っていると、背徳感で背筋が痺れる。

　もしかして、これもイレーネさんの狙いなのかな？

「こ、こう言ったほうがお兄ちゃんが興奮するって言ってたのにゃあ！　ひぐぅ！」

　やっぱり、狙いどおりだ。

　僕は、問いただすように腰を突き上げる。

「あん！　だって、このほうがトモくんも興奮するでしょう？　さっきの言葉でおちんぽが大きくなってたわよ」

　そうだったのか、自分でも気づかなかった。

　そこを言われると反論できない、実際に興奮したのは事実だからだ。

「お姉ちゃんは悪くにゃいよ、ニーナが教えてってお願いしたんだもん」

「あら、ニーナは優しいのね……ちゅっ」

　イレーネさんを庇うニーナ。

　その姿が愛らしかったのか、彼女の頭を撫でてキスをするイレーネさん。

　これじゃあ僕が悪役みたいじゃないか。

　敵わないなと思いつつ、僕は気を取り直す。

「そうか、ならイレーネさんにお礼をしなきゃいけないかな」

　その言葉と同時に、あまり動かしていなかった腰を使いだす。

「ひっ、おほぉっ！　トモくんはじっとしててえぇぇ!?」

　制止の声も無視してピストンを続ける。

「ニーナも、イレーネさんにお返しをするチャンスだよ」

「ん？　わかった、いっぱい弄るにゃ」

　今度は逆にニーナを味方につけてイレーネさんを責める。

「ニーナ、待って、今触られたら！」

「にゃあ、お姉ちゃんのおっぱいって、すごく大きいから揉んでみたかったのにゃ」

「ダメッ、おっぱいは！　んひぃぃいい！」

　ニーナの両手がブルンブルンと揺れるイレーネさんのおっぱいに伸び、それをむんずと掴んだ。

　そして、揉んでいく。

　もちろん、敏感な乳首も一緒に揉まれているのでイレーネさんにとっては気持ちのいい追撃だ。

「おおぉぉ!?　イク、ふたりに責められてイっちゃうのおおおお！」

　そして、膣内が一段と締まって肉棒に刺激を与える。

「イクイク、イグゥゥウウ!!」

　最後にはのけ反るような形になって、イレーネさんが絶頂した。

「むぐ、じゅるるるる……お姉ちゃんイっちゃったにゃ？」

　いつの間にかイレーネさんのおっぱいを舐めていたニーナが言う。

　美少女が美女のおっぱいに吸いついてイカせる。

　レズプレイをじっくり見たことはなかったけど、こういうのも良いかもしれない。

「さあ、次はニーナだよ」

　最大の相手を協力して倒した後は、残ったニーナをイカせるだけだ。

　彼女に反撃手段はないので、一方的にイカせることが出来るだろう。

「にゃふ、お兄ちゃんの舌がぁ！」

　僕はニーナの膣がほぐれてきたのを見計らって、膣内にまで舌を挿入した。奥まで届くことはないけど指よりも柔らかいから、中を傷つける心配がないので思いっきり動かせる。

「んぐ、れろれろ。じゅるん！」

「ひゃああ！　これ、おちんぽと全然違うにゃ！　中でぐねぐね動いてるぅ！」

　舌で責められて悲鳴をあげるニーナ。

　どうやら、こっちのほうでも満足させられそうだ。

　僕はそこで手を緩めず、更に奥へ舌を挿入しようとニーナの腰を抱えた。

　そして、今は少し浮いている彼女の腰を引きつける。

「あん、あひぃん！　まだ入ってきてるにゃ、もうそれ以上入っちゃダメにゃあ！」

　さすがにこれ以上は入らないと思うけど、彼女にとってはどこまでも入ってきそうに思えたらしい。

　ただ、ニーナがそれだけ感じているという事実に満足感を覚える。

「……あら、何を笑っているの？」

　聞こえてきた声に、思わず動きを止める僕。

「やってくれたわね、トモくん。でも、何回かイったくらいじゃ完全にはダウンしないわ」

　絶頂して脱力しているはずだったイレーネさんが復活してきたのだ。

「今度は私の番よ。搾り取るから覚悟してね？」

　そう言うと、彼女は腰を振り始めた。

　さっきのピストンより速い！

「むぐぅぅ」

　急激な刺激でうめき声を出してしまった僕は、せめて息を整えようとニーナの腰を上げようとした。

「ダメにゃ、離れにゃいで！　もうちょっとでイキそうなのにゃ！」

　けれど、彼女によって阻止されてしまう。

　こうなったら仕方ないと、僕も覚悟を決めてふたりへの責めを再開する。

　と言っても、そう長時間続けられるわけもないので短期決戦だ。

　これまでの行為で知ったふたりの弱点を的確に、執拗に責める。

「ああっ！　そこ、そこ気持ちいいにゃ！　にゃいぃぃ！」

「うっ、おおぉ!?　気持ちいいところグリグリ突いてる！　おちんぽすごいのおおおお!!」

　ふたりの声が部屋に響く。

　僕は絶頂の気配を感じ取って、最後にそれぞれの性感帯を責めたてた。

　ニーナの発達しきっていないクリトリスに吸いつき、音を立てて啜る。

　イレーネさんの慣れ親しんだ子宮口に、亀頭を密着させてグリグリと押す。

「ひゃあああ、イク、イクイクッ！　お兄ちゃんんんん!!」

「あっ、おほぉ！　私も、イッグゥゥウウウウ!!」

　ふたりの絶頂に合わせるように、限界を迎えた肉棒からも精液が噴き出す。

　イレーネさんの中で噴火した火山のように精液を噴き上がった精液は、子宮口から入り込んで子宮を犯した。

「はぁ、はぁ、にゃうう……」

「ああ、んっ、ふう……」

　僕の上のふたりは、脱力した身体を支えるように抱き合っている。

　その下から抜け出してようやく新鮮な酸素にありついた僕もぜえぜえと息を吐く。

「ど、どうですか。少しは埋め合わせになりましたか？」

「ええ、私は中にたくさん貰ったし気持ちよかったわ。でも……」

「お兄ちゃん、お姉ちゃんだけなんてずるいにゃよ？」

　どうやら、ふたりを完全に満足させるにはまだまだ足りないみたいだ。

　ため息を一つついた僕は、抱き合ったままのふたりを押し倒すのだった。
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　ある日、イレーネさんの屋敷に、政府を相手に情報を探っているシュゼットさんから連絡が届いた。

　なんでも、ある程度の情報を集めたから一度報告に来るらしい。

　手紙には、こちらに着いたら説明するとだけ書かれていたので、期待半分不安半分に彼女の到着を待つしかなかった。

　そして、約束の日。

　シュゼットさんの乗った馬車が屋敷の前に現れた。

　僕とイレーネさんで慌てて出迎える。

　馬車から出てきた彼女は、仮面をしていなかった。

　それだけこの街を信用してくれているというなら嬉しい限りだ。

「おかえりなさい、シュゼットさん。戻ってきてくれて嬉しいです」

「お疲れ様。疲れたでしょう？　中に入って」

　それを聞いたシュゼットさんが苦笑いをする。

　突然どうしたんだろうと首をかしげる僕たちに、彼女が言った。

「ああ、もうずいぶんこうやって出迎えなどしてもらったことがなかったからな。どう反応して良いんだか忘れてしまってね」

　それを聞いて、イレーネさんがニコリと笑って言う。

「あら、普通に『ただいま』といって入ればいいのよ。でも、政務官ならあちこちで接待させることもあるんじゃない？」

「いや、あの仮面を着けている間は完全に仕事と割り切っているからな。それに、政務官の仕事は公的なものだからな、大仰に接待など要求できないさ」

　首を振って答えるシュゼットさん。

　じゃあ、あの仮面は彼女なりのスイッチみたいなものなんだろうか。

「それより、中に入りましょう。部屋にお茶も用意してありますし」

「そうか、ならいただくとしよう」

　僕たちは、シュゼットさんを連れて屋敷の中に入った。

　イレーネさんの部屋で席に着くと、メイドさんがお茶を入れてくれた。

　全てを終えたメイドさんが出ていくのを待って、イレーネさんが切り出す。

「本題から入らせてもらうわ。どんな情報を掴んだのかしら？」

　その目はいつになく真剣だ。

　自然と部屋の空気が鋭くなる。

「なら、こちらも結論から言おう。政府の中には、この街を正式に認めても良いと思っている派閥もあるようだ」

「それは本当なの？」

　思わず、といった感じにイレーネさんが立ち上がる。

「イレーネさん、落ち着いてください」

　僕はそう言って彼女をなだめる。

　誰よりもこの問題に心を砕いているイレーネさんだから、『認めても良い』という言葉が大きく感じたんだろう。

　だけど、現実はそこまで甘くはないはずだ。

　僕は冷静を心がけてシュゼットさんに聞き返す。

「詳しい話を聞かせてもらえますか？」

「ああ、もちろんだ」

　彼女は頷き、お茶で唇を濡らしてから話し始める。

「私は、この街を離れて中央に戻った後、あらゆる伝つてや、部下たちを使った人海戦術で情報を集めた」

「そう言えば、他の政務官の女性たちは今中央に？」

「ああ、あまり大人数だとこの街に来ているのがバレるからな。今の段階で旗を掲げて行動するのはマズい、この街の関係者というだけで情報を出し渋られる可能性もある」

　そうか、表立って行動する前に、入念な準備をする必要がある。

　だから、今の段階で注目を集める必要はないということか。

「そして、その中で知りえた情報のなかに、現在の政治のトップを引きずり倒そうという動きがあることがわかった」

「それとこの街と、どういう関係があるのかしら？」

「今、この国の政治を担っている主流派は容姿差別の推進を強行している。そこで、下剋上を狙っている少数派がそれを利用しようとしているらしいということだ」

　容姿差別を利用、どういうことだろうか。

　僕の表情を見たシュゼットさんはさらに続ける。

「今、主流派はかなりの勢力を誇っていて、それを覆そうとするとそれこそ『常識』を破壊するくらいのインパクトが必要なんだ。なので、現在はびこっている容姿差別の撤廃をすることで相手の基盤を一気に崩そうとしているらしい」

「なんだって!?」

　声を荒げてしまったけど、仕方ない。

　まだ長いとは言えないけれど、この世界で暮らしてきて、容姿がどれだけ人生に影響するのかは分かっている。

　そしてその認識が、人々のなかにかなり根強いということも。

「ああ、この考えはかなり危険だ。気づかれれば主流派に一気に潰されるだろう。だから、私が調べられたのもその程度の情報だけだった」

　シュゼットさんが苦い顔で続ける。

　確かに、そんな話が広まれば今まで以上に弾圧は強まるだろう。

　今はそれほど注目を集めていないこの街も、本当に破壊されてしまうかもしれない。

「この情報の出どころはわからないし、誰が計画しているのかも不明だ。その少数派を見つけ出して味方し、勝てれば良い。だが負ければここを追い出される程度ではすまないだろう」

「そうなれば、バラバラになって他の国に逃げるしかないわ」

　イレーネさんが沈痛な顔をして言う。

　数年を費やして築き上げた街を放棄して逃げ出す。

　彼女には耐えられないだろう。

「とりあえず、僕たちと利害の一致する勢力がこの国にあるとわかっただけでも良いじゃないですか」

　このままだとお通夜のような空気になってしまいそうだったので、無理やり明るい声を出して言った。

「そうね、一生懸命集めてきてくれた情報だもの。落ち込んでばかりいられないわね」

　イレーネさんも少しは気持ちが持ち直したみたいだ。

　良かった……。

「すまない、私にもう少し権限があれば詳しい情報を得られたんだが……」

「いえ、シュゼットさんは頑張ってくれてますよ」

「この街にいるだけじゃ手に入らない情報ばかりだったもの、助かっているわ」

　すると、僕たちの言葉に照れたように顔を赤くするシュゼットさん。

　そして、自分の顔が赤くなっていることに気づいたのか咳払いをして話しを続ける。

「まあ、この情報についてはこれからも調べていくつもりだ。だが、今の段階ではリスクが高すぎて割に合わない」

「簡単に手を出せないわね。身を滅ぼしかねないわ」

　結局、この情報はしばらくの間は静観するという方向で決着した。

　怪しい情報だとはいえ、今の僕たちにとっては貴重な選択肢の一つだ。

　よく考えておこう。

「そう言えば、中央からここまでの旅で疲れているでしょう？」

「ああ、馬車だったとはいえ座り心地は最悪だから尻が少しな。政府の支給品の馬車を使えないから、それもまいった」

　シュゼットさんが今回乗ってきた馬車は、前のものより地味だった。

　これも静かに行動するための方法だったんだろう。

　でも、そのおかげで随分とたいへんな目にあったらしい。

「なら、今日はこれくらいにしてゆっくり休んで」

「そうですね、じゃあ僕はお風呂を用意しましょう」

「風呂か、それはありがたい」

　僕の言葉でシュゼットさんの頬が緩む。

「ここの風呂は素晴らしかったからな、密かに楽しみにしていたんだ」

「なら、すぐに用意しないといけませんね」

　僕はそう言って席を立つ。

「用意ができたら呼びに来ます」

　そう言って部屋を出て行った。

　それから、メイドさんたちに手伝ってもらって風呂の準備をする。

　メイドさんたちの使える魔法では桶一杯の水を温めるくらいが精々なので、風呂となると少し手間がかかる。

　このあたりには温泉がないので、焼けた石を水の張ったお風呂に入れることで賄っているんだ。

　普通に石を焼いていると時間がかかるので、魔法で石の中から温めていく。

　それほど大きくないので簡単に焼けるし、中から焼けば熱さも長持ちする。

　用意した大量の石をお風呂に入れれば少ない労力ですぐにお風呂を用意できるわけだ。

　結局はメイドさん任せなわけだけど、僕が積極的に手伝おうとすると止められてしまうから仕方ない。

　ジュリーさんだったらひとりで温められそうな気もするけど。

　魔法の得意じゃない人間でも、頭を使えば有効活用できるということだ。

　そうこうしているうちに準備ができたので、部屋にシュゼットさんを呼びに行く。

「シュゼットさん、用意できましたよ」

　扉を開くと、そこにはシュゼットさんひとりだった。

「あれ、イレーネさんはどこへ？」

「今さっきメイドがひとり来てな、役所で問題が発生したとかで出て行ったよ。どこの街も役人は忙しいね」

「イレーネさんは役人というか、この街全体のリーダーですから」

　今は非公式な役所なのでちゃんとした資格のある人員が少なく、教養のあるイレーネさんの負担が多いらしい。

「そうか、彼女も苦労しているな」

　少し共感したような表情をした後、シュゼットさんは立ち上がった。

　そして、僕の肩に手を置く彼女。

「さて、風呂にはトモアキも入るんだろう？」

「え？　な、何を言ってるんですか？」

　そう言って僕に迫る彼女の顔は、わずかに紅潮していた。

「硬い椅子に長時間座っていて尻が固くなってしまったんだ。君にほぐしてほしいんだが」

「いや、そういうことは同じ女性に頼んだほうが……」

「ああ、心配いらないよ。イレーネには許可を取ってある」

「そ、そうなんですか!?　そういうことなら……」

　というか、いつの間に名前で呼び合うほど仲良くなったんだろう。

　それはそれとして、久しぶりに会ったわけだし情報を持ってきてくれたお礼もしたい。

　精一杯相手をしようと思うのであった。
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　僕はシュゼットさんを連れて風呂に向かう。

　横を進む彼女を見ると、これからのことに期待しているようだった。

　少し歩くと風呂場に到着する。

　当然、脱衣所が性別で分かれている訳ではないので同じ場所で服を脱ぐ。

　僕は何度も使っているから気にならないけど、シュゼットさんはどうだろう？

　そう思って横を見てみると、既に全裸になった彼女が僕のことを見ていた。

　前にも見たけど、やっぱりセクシーな身体をしてるなあ。

「あの、シュゼットさん何か？」

　何か話しでもあるのかと聞く。

　すると、彼女はビクッと身体を跳ねさせた。

「い、いや、何でもない。私は先に入ってる」

　そう言うなり、タオルを持って浴場に入ってしまった。

　僕もその後を追うように中に入る。

　浴場はそこそこ広く、湯船も十人以上が一緒に入れそうな大きさだ。

　元々イレーネさんだけでなく使用人のメイドさんたちも使う共同の風呂だから、ここまで大きいんだろう。

　以前から頻繁に使っていたみたいで、よく整備されている。

　ここの屋敷の人は比較的風呂好きらしい。

　浴場を見渡すと、既に洗い場でシュゼットさんが身体を洗っていた。

　僕もその隣に座って身体を洗い始める。

「シュゼットさんもよくお風呂に入ったりするんですか？」

「いや、毎日という訳ではないな。風呂を沸かすのは手間がかかる」

「じゃあ、嫌いじゃないんですね」

「ああ、湯船に浸かるのは好きだよ」

　なら、今日は誘って良かった。

「な、なあ、トモアキ」

「なんですか？」

「私に背中を流させてくれないか？」

　予想外の申し出に驚く。

　そういうことは、もてなすほうがやることだ。

「えっ、僕のほうこそ背中を流しますよ。そっちのほうが普通ですし」

「いや、私にやらせてほしいんだ」

　僕は遠慮したけど、シュゼットさんがどうしてもと言うので背中を任せることにした。

　後ろに移動した彼女が、スポンジ代わりに使っている植物に石鹸をしみ込ませて背中を擦る。

「やはり、男の背中というのは逞しいな」

「そうですか？　あんまり鍛えたりはしてないんですけど」

「いや、普通の男よりも十分に立派さ」

　そう言われるとお世辞でも嬉しいな。

　そのうちに、背中が泡だらけになった。

「……だから、そう。こんなに逞しい背中を見せつけられたんだから、仕方ないのさ」

　次の瞬間、背中に柔らかい感触が広がる。

　これは、憶えのある感触だ。

「あの、シュゼットさん。もしかして、僕におっぱい当ててますか？」

「ああ、よく分かったな」

「もしかして、今回はこういう趣向なんですか？」

「まずは、私の身体で楽しんでくれると嬉しい」

　シュゼットさんが僕の胸に腕を回す。

　そして、身体を上下に擦る。

　結果的に、僕の背中全体を彼女のおっぱいで洗うような感じだ。

「これは、すごい……」

　スポンジより何倍も柔らかい素材で洗われている。

　これほど贅沢な方法もない。

「喜んでもらえたようで何よりだ、勉強した甲斐があったな」

「勉強……ですか？」

「ああ、中央ではその手の情報も集まり易いからな」

　エロ方面にその優秀な能力を発揮してしまったということなのかな。

　生真面目なシュゼットさんにしては意外だ。

　いや、もともと女性は性欲が強い世界だから、その特性が元に戻ったと言えば良いのかな。

「ふふ、もうここも硬くなっているな」

　彼女の手が僕の下半身にのびる。

　僕の肉棒はすでに勃起していて、それに指を絡めるシュゼットさん。

　そのテクニックは以前と比べると格段に上達していた。

「ほら、こうやって泡立てながらすると気持ちいいだろう？」

　ヌルっとした泡のおかげで快感が倍増されている。

　背中のおっぱいも合わさって、すぐにでも射精してしまいそうだ。

「はい、凄く気持ちいいです。勉強の成果ですかね」

「だと嬉しいな。他の場所も洗っていくぞ」

　そう言うと、立ち上がるシュゼットさん。

　そして、僕の腕や足に自分の身体をスポンジ代わりにして泡を擦りつけていく。

「十分に行き渡ったな、ならば始めるとしよう」

　彼女が僕の手を取って、それに跨がる。

　僕の腕を股間で挟んで、自分の性器を押し付けるようにしながら前後に動いていく。

「んっ、はぁ、ちゃんと洗えてるか？」

　汚れを落とすのなら、こんなことはしなくてよいだろう。

　でも、僕を興奮させる目的は十分以上に達成されている。

　生真面目な雰囲気のシュゼットさんが僕の腕に跨がって腰を振っているんだ。

　そのギャップもあって、僕の肉棒はますます硬くなっていく。

「どうやら、上手くいっているみたいだな」

　僕の様子を見た彼女が笑う。

「はい、まさかシュゼットさんがこんなことをしてくれるとは思ってなかったので」

「君に出会ってから私も少し変わったからな。君に嫌というほど、自分が女だということを思い知らされた」

　腕を洗い終わると、今度は足を持ち上げるシュゼットさん。

「だから、こうして卑猥な技術を習得して君に奉仕しているわけだ。れろれろ、あむっ！」

　足を取った彼女は、そこも腕と同じように洗っていく。

　さらに、足の指まで咥えて舐め回しているのだ。

　もちろん咥える前に洗い流しているけど、さすがに予想外だった。

　性的な快感は得られないけど、これほどの美女が僕の身体の隅々まで洗ってくれていると思うと興奮した。

「シュゼットさん、そこまでしなくても！」

　思わずそう言うけど、彼女は首を横に振る。

「私がやりたいんだ、是非させてくれ」

　そう言われると止めろとは言えない。

　結局、指の一本一本まで丁寧に洗われてしまった。

「これで、ほとんど終わったな。次はどうしてほしい？」

　椅子に座った僕の目の前に屈んで、見上げてくるシュゼットさん。

　その裸体を見ていると、どうしても性欲が抑え切れなくなってくる。

「あの、もうこっちが我慢できないんです」

　僕の肉棒はさっきから全開状態だ。にも関わらず、全身を洗っているシュゼットさんは一度洗ったここに手をつけないので、そろそろ限界に近づいている。

「そ、そうか、我慢できないか。いいぞ、どうやってヌイて欲しいんだ？」

　そう言って、ようやく彼女が肉棒に手をつける。

「このまま手でも口でも胸でも、トモアキの好きなところで出して良いんだぞ？」

　彼女が僕の耳元に口を寄せて囁く。

「なら、おっぱいで……」

　十分に巨乳と言っていい胸が目に入る。

　そこは彼女の肉体でまだ僕が味わったことのない場所だった。

「わかった、これの使い方もしっかり学んできたからな」

　そう言うと、シュゼットさんは手際良く胸に石鹸を塗る。

　そして、さっそくおっぱいで肉棒を挟み込んだ。

「うっ、すご……」

　その感触にうめき声を上げてしまう。

　ヌルヌルとした泡は柔らかいおっぱいの感触をいっそう引き上げていた。

「トモアキ、頬が緩んでるぞ。それだけ気持ちいいんだな」

「ええ、実際にするのは初めてですよね？　とてもそうとは思えません」

「昔から飲み込みは良かったからな、そのおかげで役人にもなれた」

　さすがにジュリーさんほどの大きさではないので肉棒が全部隠れたりしないが、外気に当たるとそれだけおっぱいに包まれているときの柔らかさがわかるので悪くない。

　それに、大きすぎない分動かしやすくもある。

「さあ、どんどんしごいていくからな。出したくなったらいつでも出してくれ」

　今までゆっくりと動かしていた手を加速させる。すでに限界間近だった肉棒は今にも爆発しそうだ。

　揉み込んだ胸で圧迫されると、それだけで腰が震える。

「わかるぞ、胸の中でちんぽがビクビクと動いているのが」

　肉棒はもう限界だけど、まだパイズリは始めたばかりだ。

　もう少し胸の中を味わいたいと思った僕が、シュゼットさんの肩に手を置いて何とか我慢する。

　そんな僕を見て満足そうな彼女だったけど、パイズリの速度は緩めない。

「なんだ、我慢してるのか？　トモアキが望むなら何度でもしてやるぞ。だから今は思いっきり胸の中で出してほしい」

「ほ、本当ですか？」

「ああ、もちろんだ」

　そう言われると、僕の中の心が揺らぐ。そして、その隙を突くようにシュゼットさんが行動した。

「ボーッとしているなら、これは私がいただくぞ」

　そう言って、おっぱいから露出している亀頭を咥え込んだ。

「ぢゅう、ぢゅるるる！」

　亀頭だけを口に含み、猛烈な吸い付きで刺激する彼女。

　合わせて、肉棒を包むおっぱいも揉むように動かして刺激する。

「ああっ、ダメだ、出る！」

　その複合攻撃になす術もなく、僕は絶頂まで追いやられた。

　そして、枷を外された肉棒から精液が勢い良く飛び出す。

「んぶぅ！　むぐ、ごくごく、ごくん！」

　それをシュゼットさんはストローから飲み物を飲むかのような勢いでゴクゴクと飲み干していく。

「ふぅ、ふぅ、気持ちよかったです……」

　絶頂の快感に息を荒くしながらも、彼女にそう告げる。

「今の私には何よりの言葉だ。こんなに濃い精液も久しぶりに堪能させてもらったしな」

　そう言うと、シュゼットさんは僕を椅子から立ち上がらせる。

「さあ、まだ時間はたっぷりと残っているぞ。次は何をしようか？」

　僕に身体を寄せながら言う彼女の目は、久しぶりのごちそうにありついた獣のようにギラついていたのだった。
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　一息ついた僕たちは次の行為に移ろうとしたけど、そこでシュゼットさんが止まる。

「まいったな、失敗した。風呂場に横になるわけにはいかないか……」

　目を細めてそうつぶやく彼女。

　この屋敷の風呂場はタイル張りなんで、そこに寝転んでセックスでもした日には全身を擦りむいてひどい目にあうだろう。

　前の世界ほど発展はしていないので、タイルといえど少しザラザラなんだ。

　だけど、その問題はすでに解決してある。

「そこの扉を開ければマットが入ってますよ」

　僕は風呂場の隅にある扉を指さす。

　シュゼットさんが僕の指した扉に行き、そこを開く。

「おお、これはすごい」

　そう言って彼女が取り出したのは、一見普通のマットだ。

　しかし、水に強い材質で出来ているので風呂場の床に置いても問題なく使用できる。

　掃除も比較的簡単らしい。僕が説明すると、シュゼットさんが不思議そうな顔をする。

「しかし、なぜこんなものが？」

「それは、イレーネさんの指示でメイドさんたちが作ったんですよ。風呂場でセックスすることもあるだろうから、こういうものがあれば便利だろうってことで」

「なるほど、用意が良いな」

　実際、こうやって役に立っているしね。

　それに、普通とは別の素材で作るということでたいへんだったんだろうけど、メイドさんたちによって、寝転んでもいいように違和感なく作られている。

　完成した後にはお礼と試験を兼ねてみんなで使ったから信頼性も高い。

　本当に、この世界の女性は性的なことに関しては驚くほどの積極さを発揮するなあ。

「とにかく、それを使えばここでもできますよ」

　そうして、マットを敷くとすかさずシュゼットさんが僕を押し倒した。

「ちょ、ちょっとシュゼットさん、危ない」

「耐久性は折り紙付きなんだろう？」

「そうですけど……うっ」

　僕の横に並ぶように寝た彼女が手を下半身にのばしてくる。

　そして、さっきの射精から完全に立ち直った肉棒を手で掴んだ。

「もうこんなにしているんだな、期待してたのか？」

「それは、シュゼットさんの裸を見てればそうなっちゃいますよ。もちろん、期待もあります」

「そ、そうやって真正面から言われると私のほうが恥ずかしい」

　そう言って顔を赤くする彼女だけど、肉棒はしっかりと握ったままだ。

　生真面目な性格でも、こういう性欲が強い部分は変わらないんだなあ。

「よ、よし、気を取り直すぞ。次はこのまま手でしごいてやるからな」

　シュゼットさんはそう言うと、更に身体を密着させてくる。

　お湯を被ったからか、はたまた興奮状態だからか、彼女の身体はとても温かい。

　それに、元々の柔らかさも加わって触れているだけでも気持ちいいなあ。その身体が密着するように押し付けてくるものだから、僕の興奮もいっそう高まって心臓がドクドク鳴る。

「トモアキも興奮してくれてるんだな、心臓の動きが身体を通して伝わってきているぞ」

　そう言いつつ、シュゼットさんは手を動かして肉棒をしごく。

　僕はその快感でさらに心臓の鼓動を速めた。

　こうやって感じてみると、改めて彼女のエロテクニックが上達しているのがわかる。

　片手しか使っていないのに、もう射精感が高まり始めてしまった。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　僕は荒く息をしながらその快感に耐える。

　だけど、そんな僕を見た彼女はさらに興奮したようだった。

「良いぞ、素敵だ。もっと声を聞かせてくれ」

　シュゼットさんの手コキが速まる。

　肉棒や亀頭を強めに握りながら、けれども苦痛の生まれる直前で調節しているようだった。

　快感だけ比べても、自分でするより断然上だ。

「シュゼットさん、僕もう……」
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「ああ、このまま私の手でイってくれ」

　僕に押し付けられている彼女の身体。

　それが絡みついてくるように動いた。まるで、女体に包まれているみたいだ。

　その卑猥な抱擁に、僕の性感が限界に達しようとしていた。

「わかるぞ、ちんぽがビクビクと跳ねている。もうイクんだな？」

　僕は答える余裕もなく、ただ頷く。

「なら、最後にこうするのを許してくれ」

　そう言うと、シュゼットさんは僕にキスをしてきた。

　彼女の舌が僕の歯をこじ開けるようにする。そして、僕の舌と絡み合った。

「はむ、ちゅ、ちゅる」

　そのなかで、限界を迎えた肉棒が射精した。

　シュゼットさんの手の中で震えながら、精液を発射していく。

　その射精の最中も、彼女は手コキを続けて一滴でも多くの精液を絞り出そうとしている。

　十秒以上続いた射精が終わると、シュゼットさんの手が精液でドロドロになってしまっていた。

　それをじっくりと眺める彼女。

「こんなにネバネバとして、これが中に入って来たらどうなってしまうんだろうな？」

　そう、僕を挑発するように言う。その表情に、僕の中でも火がついた。

「そんなことを言って、どうなっても知りませんよ？」

　さあ、今度は僕があなたを責める番ですよ、シュゼットさん。
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　僕から搾り取った精液で手を汚しながら、挑発的な言葉で誘ってくるシュゼットさん。

　それは、僕のなかに獣のような激しい衝動を湧き起こす。

「そこに四つん這いになってください」

　僕は、強めに命令するように言う。

「ああ、わかった」

　突然雰囲気が変わった僕を見て、ゾクゾクと身体を震わせる彼女。

　僕がその気になったのを悟ったらしい。

　もう、嫌だやめてと言われても、止まるつもりはない。

　僕もこの昂りを治めないとどうしようもないからね。

「そう言えば、お尻が凝ってたんでしたっけ？」

　四つん這いになったシュゼットさんの後ろに膝立ちになり、そのお尻を揉む。

　前と変わらない、張りと柔らかさを兼ね備えた見事なお尻だ。

　そこを割り裂いて膣を確認する。

　すると、そこはもうすでに愛液で濡れていた。

「なんだ、前戯をする必要もないじゃないですか。すごい濡れようですよ」

「う、言わないでくれ、恥ずかしい……」

「その口が言うんですか、自分で誘っておきながら」

　僕は言いながら、復活している肉棒を膣に添える。

「前戯も必要ないみたいですし、さっそくほぐし始めますね」

　そして、シュゼットさんが何か言う前に腰をゆっくり押し進めた。

「……っ!?　ひぐっ、あぁ、硬いのが入って……」

　僕は彼女の声を聞きながら奥までねじ込むように挿入する。

　久しぶりに味わったシュゼットさんの膣内は、肉棒を盛大に歓迎した。

　入った瞬間から中全体がビクビクとうごめき、ヒダが積極的に押し付けられる。

　その激しい歓迎を受けつつも、肉棒は奥の子宮口までたどり着く。

　それと同時に僕の腰が彼女のお尻にぴったりと押し付けられた。

「わかりますか？　僕のが今どこにあるか」

「し、子宮……ちんぽが子宮をグイグイ押してるのがわかる」

　彼女も久しぶりの本番にかなり感じているんだろう。

　つっかえながらも僕の質問に答える。

「そうです、これからお尻のほうをほぐしていくんですから、しっかりしてくださいね？」

「んふっ、はぁ、はぁ、善処するよ」

　答えを聞いた僕は、再び腰を動かし始める。

　さっきは久しぶりの挿入だからと慎重だったが、これからはいつもと同じだ。

　シュゼットさんのお尻を掴んでピストンする。

　腰とお尻がぶつかるたびに、彼女のお尻が波打つ。

　いまだに膣内での抵抗が強いけど、動けないほどではない。

　それに、無理やり動かしている感じのほうが今の僕には興奮する。

「ほら、あんまり締めつけると今より強くやらなきゃいけなくなりますよ？」

「違う！　これは勝手にこうなってるんだ、私もこんなに気持ち良すぎるなんて考えてなかったのに！」

　シュゼットさんが首を横に振る。

　どうやら、膣内を押し広げながら進む肉棒で想定以上の快感を受けているらしい。

　なら、好都合だ。次の手を打つとしようか。

　僕は、お尻の真ん中でパクパクと動いているアナルに目を付けた。

　そして、そこに指を這わせる。

「んぉおおお!?　ダメ、そこ触っちゃダメェ！」

　反応は劇的だった。

　本人はそうだけど、中も今まで以上に締めつけてくる。

　やっぱり、お尻は弱点だな。

「凄い感じようですね、前よりひどくなってませんか？」

「んぐぅ、知らない、知らないぃ！」

「はは、さっきの威勢のよさはどうしたんですか。シュゼットさんから誘ったんですよ？」

　僕は笑みを浮かべながら腰を振っていく。当然、アナルを弄るのも忘れない。

「ひゃうぅぅ！　お尻も気持ち良すぎるのぉ！」

　二つの性感帯の同時責めに悲鳴を上げる彼女。

　見ると、背中に玉の汗をかいている。

　かなり興奮している証拠だ。僕は、チャンスだと思って腰を振るスピードを上げた。

「あぐっ、待って、速すぎるっ！　イっちゃうぅぅぅ！」

　腰を動かしながら、アナルを弄る指も追加する。

　シュゼットさんのアナルは指二本を楽々と加えた。

　この街に帰ってきてから一貫して堂々とした態度だった彼女が、後ろから突かれながらアナルを弄られてイキそうになっている。その状況にこれ以上ないほど興奮した。

「イってください、僕だってイカされたんですから」

　僕はシュゼットさんをイカせるために、アナルの入り口あたりを愛撫していた指をズボッと奥まで挿入した。

「ひあっ、ダメ、ダメダメイグゥゥゥゥ!!」

　彼女の身体がビクンビクンと震える。

「さあ、続けてもう一回。次は僕も出しますからね！」

　余韻を味わう暇も与えず追撃する。

　絶頂の最中で抵抗する声も出せないシュゼットさんはされるがままだ。

「──ぅぅ、らめ、やぁ……」

　わずかに出たのはそんな頼りない声だけだ。

　僕はそのまま射精に向かってピストンを続ける。

　アナルの中で指を動かすと、それによって膣内が締まるのが面白い。

　ズボズボと指ピストンをしながら、膣内を責めたてる。

　そして、中の締まり具合で二回目の絶頂の予兆を感じ取る。

「思いっきりイってくださいね、僕も中出ししますから！」

　バチンバチン、という激しいピストンの音が風呂場中に響き渡る。

　そのまま物言わぬシュゼットさんを責めたてると、とうとうそのときがきた。

「あぁ、イク、出る！」

「──ッグゥ！」

　ビュル、ビュルルルル！

　発射された精液がシュゼットさんの中を満たす。

　そのままマットに倒れ込む僕たち。

「あの、シュゼットさん、大丈夫ですか？」

　射精して冷静さを取り戻した僕が恐る恐る彼女の顔を覗き込むと、だらしないイキ顔になっている彼女がいた。

「……とりあえず、身体を洗って温まろうかな」

　少し後が怖い気もするけど、やってしまったことは仕方ない。

　僕はシュゼットさんの身体を支えて、洗い場のほうに向かうのだった。
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　シュゼットさんに情報を貰ってから数日後、僕は普通ならこの世界の勉強をしている時間だった。

　けれど、実際は屋敷の応接室でガチガチに固まりながら座っている。

　原因は目の前にいる美しい女性だ。豪勢な和風の服を着こなして、僕を見ながらソファーに腰掛けている。例えるなら時代劇で見たような花魁が近いだろうか、化粧もきっちりとしていた。

　部屋にいるのはふたりの他にイレーネさんと、彼女のお付きの女性がひとりの合計四人。

　お付きの人もやはり、和風と言ってよいだろう服を着ている。

「あの、それそろ話を進めて良いでしょうか？」

「ええよ」

　イレーネさんの言葉に素っ気なく答える彼女。

「まずは、あなた方が何者なのか、どういった目的でこの街にいらしたのかお聞きしたいのですが？」

　ことの始まりは、街の前に豪華な馬車が訪れたことだった。

　もしや国から新しい役人が来たのかと慌てて出てみたら、降りてきたのは彼女だ。

　なんでも中央から来たらしいが、役人ではないらしい。見るからに高貴そうな人を街の外に置いておくわけにもいかず、とりあえずということで屋敷に招いたことでこの場面に至る。

「しちめんどうくさいな、あんた説明しいや」
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　花魁美女はお付きの人を呼んでそう言う。喋り方までそっちの人っぽいなあ。

「かしこまりました。こちらのミオお嬢様は現在この国を訪れている京の都の使節団、その大使のご息女です」

「き、京の都の!?」

　その言葉を聞いた途端、イレーネさんが声をあげる。

　冷静な彼女にしては珍しい。何か特別な国なんだろうか。

「イレーネさん、京の都って何ですか？」

　言葉だけ効くと思い当たる場所は一つだけど、まさか異世界でも同じということはないだろう。

「京の都は、この国のある大陸から離れた場所にある国よ。他の大陸から物資を運ぶ際の中継点になる国で、他にも様々な理由でこの国にとっては重要な相手よ」

「重要と言われても、いまいちよくわからないんですけど……」

「……この前、ある商人が訪れたときには国賓待遇で迎えたらしいわ」

「国賓？　ただの商人を!?」

　国賓なんて、相手国の一番偉い人間にしか行わない待遇なのに、それを商人相手に使うなんて。

「なら、京の都からの正式な使節団ということは……」

「ええ、この国のトップですら下手に出る相手ね」

　その使節団の大使の娘……とんでもない人物だったんだ。

「んん、続けてもよろしいですか？」

「あ、はい。どうぞ」

「ミオお嬢様も使節団に同行して首都の城に入る予定だったのですが、問題が起きまして……」

「問題、ですか？」

　そこで、花魁美女が口を挟む。

「うちの顔が醜いさかい、いれられへんと言いはったんや」

「そ、それは……」

　極端な容姿差別は他国の人間にまで牙をむくのか。

「ミオお嬢様はたいへんご立腹で、僅かな供を連れて首都から飛び出してしまったのです」

「そん途中で、醜いモンたちん街がおすと聞いてやってきたんや」

「それはたいへんでしたね。ここで良ければ、いつまででもご逗留ください」

　彼女の苦労話を聞いて、イレーネさんがそう言う。最初は機嫌が悪そうだったミオさんだが、僕を見てからは何かとじっと見てくる。何か僕に話があるんだろうか？

「まだふたりの名前を聞いておへんどしたね」

「僕は智明です。こちらはこの街を取り仕切っているイレーネさん」

「イレーネとトモアキ、覚えておくわ」

　そこで握手を交わす僕たち。

「しかし、ミオお嬢様をも締め出すとは。この国の政治はどうなっているのですか？」

　そこで、僕たちはこの国の政治は強硬な容姿差別主義者がほぼ全てを操っているということ。

　そして、この街はその弾圧から逃れた人たちが作り上げたということを話した。

「そう言うことでしたか。しかし、わが国の大使の機嫌を損ねる危険を冒してまで追い出したとなると、かなり根強い認識のようですね」

「うちの国かて差別はおますけど、ここまで強烈やおへん」

「お嬢様は大使の息女でいらっしゃいますからね。国元では不自由な思いはしなかったと思います」

　ミオさんとお付きの人が揃って苦言を言う。

「ええ、街の女性は皆かなり酷い目にあってきましたけど、今はこの街を国に認めさせようと色々と手を打っているんですよ」

「そうですか、私個人としては応援したいところですが、使節団としては下手をすると内政干渉になるのでそう簡単には動けないでしょう」

　密かに京の都が味方になってくれればと思っていたけど、そう上手くは行かないようだ。

　だけど、せっかくの客人を利用しようとするのも気が引けたので良しとするかな。

　その後、屋敷の人間や街の人間にもミオさんたちのことが伝えられ、歓迎された。

　夕食もメイドさんたちが腕によりをかけて作り、凄く豪華なものが用意された。

　特にジュリーさんの野菜は好評で、ダークエルフが作っていることを教えるとさらに驚かれた。

　風呂にも入って後は寝るだけ、という時間。

　昼間のドタバタで疲れた僕は自分の部屋に戻っていざ寝ようとしていた。

　そのとき、扉がノックされる。誰だろうと思って開くと、なんとそこにはミオさんがいた。

「ふたりきりで話がしたい。ええか？」

　驚きでしばらく硬直してしまった僕だけど、外で立たせる訳にもいかないので招き入れる。

　さて、いったい何の話なんだろうか？　僕は予想外の展開に身体を緊張させるのだった。
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「あの、話というのは何でしょうか？」

　ベッドに腰掛けているミオさんに話しかける。

「ほな、こっちゃ来てもらえる？」

　そう言って彼女は自分の横にポンポンと手を置く。

　僕は言われたとおりにベッドの、ミオさんの隣に座る。なんとなく京言葉か関西弁っぽいけど、違うようにも思えてまだ慣れない。

「はい、これで良いですか？」

「上出来や」

　彼女がニヤリと笑った。

　身の危険を感じて離れようとしたけど、その瞬間に肩を掴まれて押し倒されてしまう。

　ベッドに横になった僕の上にミオさんがのしかかる。

「これは、どういう事ですか!?」

「どうもこうも、見ればわかるやろうに」

「じゃあ、話しがあるっていうのも……」

「そら建前や。黒髪なんて珍しいさかい興味が湧いたんよ」

　したり顔で言うミオさん。

　僕はなんとか脱出しようとしているけど、体格は向こうのほうが上なので上手くいかない。

　僕の抵抗を完全に押さえつけながら笑う彼女。

「黒髪の人間は優秀やと聞いとったけど、トモはちゃうみたいね。うちとしては好都合やさかいええんやけど」

「騙したんですね……」

「まぁ、そない言わんといて。気持ちよおしてあげるさかい、ええでっしゃろ？」

　そう言うと、ミオさんは着物の前を開けて胸を露出させる。

　なかなか立派なおっぱいだ。

　今の状況を忘れて、一瞬見とれてしまった。

「まーりん奴らはちっさい胸んほうがええと言うけど、大きな胸も気持ちええモンどすえ？」

　彼女は僕の肉棒を露出させ、自分のおっぱいで挟み込んだ。

　弾力のあるおっぱいに肉棒が飲み込まれ、ぐにぐにと揉まれる。

「うっ、これ、は……」

　さらに彼女は唾液を潤滑剤にして肉棒を擦り始めた。

　しかも、それがかなり上手い。

「ええでっしゃろ？　うちの胸に包まれた男はみんなそないな顔をしはる」

「こ、こういう経験があるんですか？」

「うちの国はここほど容姿格差が厳しくないさかい、男娼を買うこともおしたんよ？」

　そうだったのか、どうりで手慣れていると思った……。

「やて、ここまで大きなおちんちんを持った相手ん経験はあらへんわ。ほんまに凄いわね……」

　そういえば、この世界の男性の性器はあまり大きくないんだっけ。

　これも数世代前から性欲が薄くなっていることが原因なのだろうか？

　余計なことを考えている間にも性感は高まっていく。

　だけど、まだ少しは耐えられそうだ。

「普通はウチの胸に挟まれると数分と持たへんのに。やっぱりウチの目に狂いはなかったわ」

「あの話し合いのときから狙ってたんですか？」

「あたり前や。うち、欲しいモンは強引にやて手に入れる主義やさかい」

　僕を見る目は獲物を見る肉食獣そのものだ。

　今まで相手にしてきた女性とは比べ物にならないくらい強気なミオさん。

　パイズリにもその気持ちが表れているのか、今すぐ精液を搾り取ろうかというほどの激しさだ。

「ほらほら、しっかり腰に力を入れへんとすぐに出てしまうよ？」

　彼女の言うとおりに腰に力を入れて上を向く。

　ミオさんのほうを見ていると、揺れるおっぱいが目に入ってしまう。

　それを見ているだけでも射精してしまいそうだ。

「そないに必死になっても、結果は変われへんよ？　無駄な足掻きやね」

　そう言ってさらに動きを加速させるミオさん。

　さすがに限界がくる。

「もう出そやの？　ええよ、ウチの胸に出しなはれ」

　それを感じ取ったのか、彼女はトドメとばかりに柔肉で肉棒を擦り上げる。

「うっ、ぐぅ！」

　そこで僕も我慢の限界を越えて射精してしまった。

「こないにたんと……大きさだけやなく精液も素敵やわ」

　自分の胸を汚す精液を見て機嫌が良いのか、弾んだ声で言うミオさん。

「こんなことになるなんて……」

　イレーネさんに注意されていたように、本当に女性に襲われてしまった。

　しかも、屋敷の中で……。

　自分の不注意さに嫌気がさす。

　今までこんなことはなかったから油断してしまっていた。

「なん苦い顔したはるん？　まさか、これでしまいなんて思ってへんやろ？」

「え、あ……」

　ハッとして見ると、そこでは再びパイズリの体勢をとっているミオさんの姿があった。

　どうやら、油断してしまった代償はまだ払わされるようだった。
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「さっき出したばっかりなんに、よう硬くなってる。予想以上やわ」

　萎えない僕の肉棒を見て、驚いたようにミオさんが言う。

　ただ、僕自身はそれどころじゃない。

　一度出した直後に責められると気持ち良さと一緒に辛さがある。

　ちょうど彼女の手が止まっているのを良いことに脱出しようとしたけど、どうやら腰をガッチリとホールドされているようで抜け出せない。

「逃がさへんよ、こないに凄い人は初めてやからな」

「あの、ちょっと待ってください！　今ならみんなには秘密にしますから」

　なんとか止まってもらおうと提案するけど、ミオさんには聞く気がないらしい。

　本当に自分が満足するまで止まらないつもりなんだ。

「そないな顔しいや、うちが怖いん？」

　ふと僕の顔を見た彼女がそんなことを言う。

　確かに、そうだ。

「い、今までこんなに強引にされたことがなかったので……」

　その場の流れなんかで行為に至ってしまう場面は多々あった。

　だけど、どれも一応互いの了承の上で行われていたと思う。

　だから、イレーネさんの一方的に襲われるかもしれないという警告は頭から消えてしまっていたんだ。

「よほど大事にされてきたんね、こん街から外に出たことあらへんの？」

「えーと、街の周囲をブラブラするぐらいなら……」

「そないなもん、ないも同然やないか！」

　ケラケラと笑うミオさん。

　よほど面白いんだろうか。

　それにしても、この自分からグイグイ行く性格は、同じお嬢様だったイレーネさんとも凄い違いだ。

　父親だという大使もこんな性格なんだろうか？

「ほんまにどないな存在なんやトモは。もしかして、そん年までここで囲われとったん？」

「いや、少し前まで別の場所で暮らしてました」

「そんなら尚更やわ。こん街ん住人とセックスしてはるみたいやし、実際うちにされても嫌悪感は抱いてへんみたいや」

　品定めするように僕を見る彼女。

　競りに出された牛みたいな気持ちだ。

「まあええ、それより今はこっちやね」

　そう言うと再び肉棒を自分の胸に挟むミオさん。

　このまま話を引き延ばせば、再開する前に誰か来てくれるかもしれないと思ったんだけど……。

「ほんまに立派やね、うちの胸からはみ出すなんて。今度は口でもしてあげようか」

　おっぱいに包まれても先端の露出する肉棒を見て、ミオさんがそんなことを言う。

　次の瞬間、亀頭部分がおっぱいとは違うトロトロの空間に包まれる。

　見ると、案の定ミオさんの口の中だった。

「はむ、ちゅうちゅう」

　竿の部分は弾力のある柔らかいおっぱいに包まれて、亀頭は口の中で舌に弄ばれている。

　特にフェラの技術は高い。

　さっき出したばかりだと言うのに、今にも射精してしまいそうだ。

「ミオさん、待って！　本当に、うぅ……」

　一応の抵抗を試みているぼくだけど、もう快感で腰に力が入らなくなりそうだった。

　その間にも、彼女は僕の肉棒を責め続ける。

　おっぱいで優しく包みながら亀頭を激しく吸う。

　かと思ったら、逆に亀頭をペロペロと舐めつつ胸を激しく動かして肉棒を擦る。

　そのテクニックは、僕の今までの経験と照らし合わせても三指に入る上手さだった。

「はぁはぁ、僕もう……」

　ミオさんの与える快感に耐え切れず、限界を迎えてしまう。

「出るんやね、ええわ！　うちに思いっきりかけて！」

　彼女の声と同時に精液がほとばしる。

　飛び出た精液がミオさんの顔や胸にかかった。

　その上、二回目だと言うのになかなか止まる気配がない。

「嘘でしょ、二回目がこないにたんと……」

　流石のミオさんもこれには呆然としている様子だった。

　この世界の普通の男性は一度の行為で一回の射精が精々だと言ってたし、そのせいかもしれない。

　彼女の場合は経験がある分、イレーネさんたちより驚きが強いのかも知れない。

　僕は絶好のチャンスだと逃げようとしたけど、腰に力が入らなかった。

　どうやら、完全に快楽にやられてしまったらしい。

「あははっ！　凄い、ほんまに凄いな！　どうせなら、何回まで出せるか調べてみよか？」

　僕が焦るのをよそに、ミオさんのテンションは高くなっていた。

　そして、その言葉どおりに責めが再開される。

「じゅるる、じゅぷっ、じゅぷっ、じゅぷっ！」

　それも、今までよりも激しい。

　パイズリをしながら、自分のおっぱいに顔を埋める勢いで頭を振ってフェラしている。

　二種類の快感が複合的に襲いかかってきて、射精直後の敏感な肉棒を追撃した。

「あうっ、それはぁ！」

　たまらず声を出してしまう。

　そして、腰に力が入らないので絶頂を押しとどめることもできない。

　僕は、襲いくる快楽の波に耐えられず連続で射精してしまった。

「おぉ、まだ出るな！　なんぼイクんかうちに見してくれ」

　僕が絶頂してもミオさんは止まらない。

　そのまま、ただ快感を与えるための刺激に特化された動きで肉棒を責められる。

　少しすると、下半身の感覚が薄くなっていく。

　絶え間ない快感に、僕は意識を手放す寸前だった。

「限界か？　終いにもういっぺんイカせてあげるわ」

　彼女は、そう言うと肉棒を深く咥える。

　さすがにおっぱいでは挟めていないが、刺激の強さとしてはフェラだけのほうが強いと考えたんだろうか？

　そして、咥えた状態から卑猥な音をたてて頭を振る。

「じゅぼぼぼ、ずるずる」

　感覚が薄くなっていたはずの肉棒に強烈な快感が走った。

　まるで、身体の中身を全て絞り出されてしまうような感覚。

　それに今の僕が耐えられるはずもなく、蛇口の壊れた水道のようにドバドバと射精した。

　金玉の中身まで絞られたような射精は、感覚的に数分も続いたかのように思えたんだ。

「トモ、これでしまいやないよ。まだ一番大事なことが残ってるさかいね？」

　意識を失いそうになりながら見たミオさんの顔は、まだ強気に笑っていた。

　もう、これ以上は参ってしまう。

　僕はどうにかして形勢を逆転しようと心に誓うのだった。
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　ミオさんの言う一番大事なこととは、やはりというかセックスだった。

　彼女は僕に抵抗する体力が残されていないのを見ると、悠々と跨がってきたのだ。

　着物をはだけた美女に馬乗りされる。

　普通なら嬉しいシチュエーションだけど、今はそれどころじゃない。

　早く、この状況をなんとかしないと……。

「あれだけイカせたんに、まだ達者やね。ほんまに規格外やわ」

　悩む僕とは反対に、嬉しそうな声で言うミオさん。

　自分の下着をズラして、アソコに僕の肉棒を当てる。

「岩みたいに硬いし、火傷しそうなほど熱いわ。これ、ちゃんと入るんかいな？」

　そう言いつつも、自分で挿入の準備に入るミオさん。

　そして、肉棒の位置を調節すると腰を下ろしてきた。

「ん、あぁ、なんやこれ、凄い……」

　ミオさんの中は最初こそ上手く肉棒を飲み込んでいたけど、奥へ行くとどんどん狭くなっていった。

　一つの膣の中でこんなに具合が違った経験はないので、思わぬ感覚に快感が走った。

　彼女も感じていると思うけど、それをなんとか自分の中に収めきる。

　はぅ、と熱い息を吐きつつ、肉棒の感触を確かめるように腰を揺するミオさん。

「やっと入ったわ、おちんちんがこないなまでに奥へ入ったことなかったんよ？」

「それは……」

「それだけトモのおちんちんが大きいってことどすえ」

　そう言われると流石に悪い気はしない。でも、これで喜んでいるわけにもいかないんだ。

「ほな、さっそく腰を振っていくさかい」

　と言っても、脱力している今の段階ではミオさんにされるがままだ。

　大きな動きで腰を上下に動かしていく彼女を相手に、僕は満足に腕も動かせない。

　今は回復に努めるしか……。

「なんや、考え事か。余計なこと考えてるとまたイカせるよ？」

　僕の頭の中を見通すかのように言うミオさん。

　大使の娘だけあって、話術や交渉事も上手いんだろうか。

「別に、何も……」

「まぁ、うちとしては抵抗されると、しち面倒やさかい、ええんやけどね」

　僕がなにか考えていることを見抜いた上で放置するらしい。

　なら、今のうちになんとか逆転の鍵を見つけないと……。この状態で僕に勝ち目があるとしたら、やっぱりセックスだけだ。今もピストン中のミオさんの膣内に意識を向ける。

「んぁ、はぁはぁ、これ奥まで当たって……んん！」

　彼女の膣内は、入り口のあたりは今まで経験した誰よりもほぐれていて、肉棒へ積極的に絡みついてくる。でも、膣奥に向かうにつれて狭くなっていき、子宮口のあたりまでくるとその慣れていない感じがよく分かった。

　入り口のヒダの動きが凄いだけに、その差は歴然だ。

　おそらく、今まで経験した男性は入口までしか届かなかったんじゃないだろうか。

　そう思うと密かに優越感が湧いてきた。

「あかん、こんおちんちん凄すぎる、ようイッてしまいそやわ！」

　イキそうだと言いながらも余裕のありそうなミオさん。

　僕も彼女の膣内のギャップが気持ち良いけど、先ほど連続で絞られたおかげか少し余裕がある。

　そのまま犯されつつもミオさんの膣内の反応を調べていくと、ようやく弱点らしき場所を見つけた。

　膣内の中間あたり。ちょうどヒダの動き方が変化してくるあたりだ。

「どや、ようそっちゃもイキそうかいな？」

　大きなおっぱいを揺らしながら聞いてくるミオさん。

「……もう少しだと思います」

　僕がそう言うと、彼女は嬉しそうな顔をする。そして、腰を振るスピードを上げた。

「んふっ、もっと速くしてあげるさかい、今度はうちん中にぎょうさん出しなはれ？」

　淫靡な雰囲気を纏いながら、快楽に浸るように動く。

　自分の性感ごと、僕の性感も高めようとしているらしい。

　それを楽しんでやっているあたり、やっぱり余裕があると思う。

　そうしていると、当然のように僕の射精感も高まってきた。

「おちんちんビクビクしてはるな。ええぞ、うちもあと少しや」

　ここでピストンしながら腰を前後に動かしたりと、追加の責めを繰り出すミオさん。

　ラストスパートをかけてきたらしい。

　今まで特に興奮を抑えずに体力と気力の回復に務めてきただけに、今更堪えることはできない。

　僕はミオさんに与えられる快感をストレートに受け取っていく。

「ああっ、出る、出ます！」

「ええよ！　奥に、奥におくれやす！」

　僕の言葉に反応したミオさんが、勢い良く腰を振り下ろす。

　そして、亀頭を子宮口に押し付けた。

　その彼女の淫靡な雰囲気には似合わないプリっとした感触に一線を越える。

「う、うわぁ！」

「ひゃあ!?　こんなん熱すぎるわぁ！　あかん、イってまうぅぅうう!!」

　僕の射精に合わせてミオさんの中も締まる。

　それで絞り出されたかのように精液の量が増えた。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

「あぁ、ほんまに気持ち良かったわ。こんまま京の都に連れて帰りたくなるほどになぁ」

　頬を紅潮させ、そんなことを言うミオさん。それは困る、僕はこの街でやらなきゃいけないことがあるんだ。イレーネさんとの約束もある。

　僕は必ずこの状況から脱出してみせると、自分を鼓舞するのだった。
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　お互いに絶頂して少しの間はじっとしていたかったけど、数分もしないうちにミオさんが動き出す。

「まだイケるみたいやね。なら、もうちびっと付き合ってもらおうか？」

　彼女は腰を動かして、まだ僕の肉棒が萎えていないことを確認するとそう言った。

　僕もあまり抵抗しなかったおかげで体力が回復できているので、逆襲するとしたらこの一回だ。

　と言っても、万全に回復したとは言えないので一回だけの勝負だと思う。

　ここで形勢を逆転して、ミオさんが僕を押さえつけられないくらいにイカせる。

「ほな、また動かすさかいね」

　その言葉と共に彼女の腰が動き出す。

　今度も大胆な動きで肉棒全体を楽しもうとしているんだろうか。

　僕はミオさんの下で大人しくしながら、チャンスをうかがう。

　少しすると、彼女の息遣いに変化が現れた。

「ん、ああん！　んふ……ひっ、んぐ！」

　今まで快感を存分に楽しんでいた感じのミオさんだけど、一瞬腰の動きに躊躇いが見えた。

　そこをチャンスと見て、僕は下から腰を突き上げた。

　バチュン！　という音が聞こえるほどの勢いだ。

「あぎぃ!?　な、なんが……トモか？」

　奇襲された形のミオさんだけど、それでも僕のほうに顔を向ける。

　今まで大人しかっただけに、完全に屈服したと思っていたんだろうか？

　僕は彼女が怯んだ隙にこれでもかと腰を突き上げる。

「待って、あかん、今限界で……んひぃぃ！」

　たまらず悲鳴を上げるミオさん。

　同時に、膣内がキュッと締まった。イったんだと思う。

　さらに、そのときのヒダの動きにも変化があった。

　今までは盛んに刺激してくる入口に対して控えめだった膣奥の動きが、かなり活発になってきたんだ。

「ミオさん、ようやく奥のほうでも感じるようになったんですね？」

　つまりは僕とのセックスで、今まで性感帯として未熟だった膣奥から送られる刺激が増えた。

　だから、彼女が今までに経験したことのない量の快楽が襲い、それを受け止めきれなくなったんじゃないだろうか。

　つい先ほどまで積極的に腰を振っていたミオさんがピストンを躊躇ったのはそれが原因だと思う。

　なら、今責めたてれば百戦錬磨の彼女に逆襲できる！

「今までさんざんやってくれましたね。今度は僕の番ですよ」

「い、今、動かれたらあかん、絶対にあかん！」

　先ほどまでの威勢の良さが嘘のように首をブンブンと横に振るミオさん。

　でも、僕はそれに構わず腰を動かした。

「んひぃいい！　あかんって言うてるんにぃ！」

　完全に攻守が入れ替わった。

　ミオさんは僕の上で倒れないようにするのにも必死な状況だ。

　今なら僕でも起き上がれる。

　僕はタイミングを計って一気に起き上がり、彼女は逆に押し倒される格好になった。

　騎乗位から正常位に体位を変更だ。

　こうすればより激しく責められる。

「んっ、あん！　こ、こらまさか……」

　僕のしようとしていることを悟ったのか、彼女が逃げようとするけどこの体勢じゃ無理だ。

　今度は僕が上からミオさんを抑え込む。

　そして彼女の足を目いっぱい開かせ、腰を振り始める。

「あう、ぉお!?　嘘や、こんなん……お、奥がぁあ！」

　僕はミオさんの未熟な膣奥を思いっきり突いた。

　膣の中頃まで腰を引いて、奥まで突き込む。

　短く細かいピストンで徹底的に奥を狙う。

　途中何度かキツく締まったから、それだけイったんだと思う。

　その甲斐あってか、数分もするとミオさんの抵抗の手が止む。

　快感で身体に力が入りにくくなっているみたいだ。

「これでやり返せましたね」

「はぁ、はぁ……そうや、やから堪忍してぇ。騙したんは謝るさかい……」

　僕の言葉に、息も絶え絶えになって応えるミオさん。

　これ以上イカされてはたまらないと許しを請う。

　先ほどまで自分から腰を振って楽しんでいた彼女が弱々しくしているのは加虐心をざわめかせた。

　でも、それで楽しんでいたら彼女と同じだ。

　僕はもうミオさん相手に油断しないように注意している。

「ダメです、僕のことは僕が決めますから。ミオさんの好き勝手にはさせませんよ」

　そう言うと、腰を再び動かす。

「やっ、ああん！　あかんって言うてるんに、ほんまに壊れちゃうよぉ！」

　悲鳴をあげるミオさんに構わず、腰を振って膣奥を責めた。

　僕を無理やり襲うとどうなるか身体に覚えさせてやる。

　そんな執念のように強い気持ちを乗せて彼女の奥を突く。

　だんだん肉棒にも慣れてきたのか、奥のヒダも積極的に刺激してくるようになった。

　だけど、その分強い快感がミオさんに襲い掛かっている。

「おおっ、らめ、イク、またイってまうぅ！」

　もう絶頂を抑えることもできずに連続でイっている。

　完全に屈服させるまであと一歩という感じだけど、ここまで酷使した肉棒にも限界がきていた。

　最後まで持つか微妙なところだ。

　だから、僕は一気に勝負を決するべくピストンのスピードを上げた。

　僕がイク前にミオさんの意識を飛ばしてしまおうと考えたからだ。

「ミオさん、これで最後ですから思いっきりイって下さいね！」

「ま、まだ速くなるんか？　無理、あかんて、死んまうよ！」

　最初の強気な表情が見る影もない。

　イキ過ぎて蕩けた顔でそんなことを言われても、全然怖くないよ。

　ドチュ、ドチュ、ドチュ、と掘削でもするかのように激しい音が鳴る。

　そして、それに負けないくらいのミオさんの嬌声も。

「ああぁぁあ！　らめらめ、壊れる、壊れてまうぅ！」

「いいですよ、もう僕に乱暴できないくらいになっちゃってください」

「いぎぃぃ！　イクイクイクッ、イックゥゥウウ!!」

　今までで一番激しい絶頂にミオさんが失神する。

　なんとかなったと思った瞬間、膣内の強烈な締まりに僕のほうの限界も越えてしまった。

「う、くぅ……」

　ドバドバ、と我慢していた精液が膣内いっぱいに広がる。

　脱力感の襲われ、ミオさんの上から辛うじてどいた瞬間に倒れてしまった。

「最後の最後にやられちゃったな……」

　最後の絶頂に体力の一片まで奪われた僕は、強烈な眠気に襲われて目を閉じてしまうのだった。
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　翌日、僕が目を覚ましてからはたいへんだった。

　イレーネさんが僕を起こしに来たときに、この部屋の惨状と乱れた服装の僕たちを見つけて大騒ぎに。なんでも、胸騒ぎがしたからいつもより早めに来たとのこと。

　その勘は凄いけど、どうせなら昨日のうちに来てほしかったと思うのはわがままだろうか。

　とにかく、僕とミオさんはイレーネさんに叩き起こされ、すぐさま風呂に入れられた。

　まあ、事後にあんな姿でいたら風邪を引いてしまうかもしれないからありがたい。

　しっかり身体を洗って温まったら、綺麗な服に着替える。

　そして、それが終わるとイレーネさんからの呼び出した。

　僕も忠告されていたことを忘れてしまった負い目があるので、大人しく彼女の部屋に行く。

「トモくん、来たわね。そこに座ってちょうだい」

　指定された席に座る。

　イレーネさんは執務机にいて、その前にある応接用のソファーの片方に座る形だ。

　いつもなら彼女も僕の隣にいるはずだけど、今回は僕にも責任があると暗に言ってるのだろうか。

　しばらくすると、ミオさんがやってきた。

　彼女は僕より先に風呂から出たはずだけど、やっぱり和風の服は着付けに時間がかかったんだろう。

　昨日はいた付き人も、今はいない。

「ミオさん、あなたはトモくんの向かい側に座ってください」

　静かにイレーネさんが言う。

　その静けさが少し怖いけど、ミオさんには堪えていないようだった。

「ええ、トモん隣じゃあかんの？」

　逆にそんなことを言う。

　僕はそのやり取りに戦々恐々としていたけど、イレーネさんがもう一度静かに言うと彼女も大人しく従ったのでホッとした。

　話し合いの開始早々からこんな緊張感では、どうなってしまうのやら……。

「まずは、トモくんに昨日の経緯を聞かせてもらおうかしら」

「はい、昨日の夜、僕が眠ろうとしたときでした……」

　僕はなるべく客観的に事実を述べていく。

「……ということがあったんです」

　僕の話を全て聞くと、イレーネさんが一つ頷く。

「話は分かったわ。私の忠告を忘れていたトモくんにも、ミオさんが外国の要人と聞いて過度の警戒を遠慮していた私にも責任があるわ」

　そこで一つ言葉を区切った。

「でも、一番の直接的な原因はあなたよ、ミオさん」

　そう言ってキッと彼女を睨むイレーネさん。

　高い地位にある人間の視線には物理的な重圧があると聞いたことがあるけど、イレーネさんはまさにそれだった。

　厳しい境遇のなかで街を造って切り盛りしている彼女は、そこらへんの人間には太刀打ちできない凄みを持っている。

　だけど、ミオさんのほうはそれに動じる気配はない。

「なかなかの眼力やけど、うちのおとうちゃんほどやあらへんね」

　彼女の父親も国を背負って他国と交渉する地位にいるのだ、それを近くで見ているならイレーネさんの睨みも効かないのかもしれない。

　しかし、イレーネさんもそれに気にせず話を進める。

「彼は……トモくんは私と婚約してるの。知らなかったとはいえ、いきなり襲った上で連れて帰りたいなんて許さないわ」

　その言葉にミオさんの表情が変わる。

「あんさんたちが夫婦に？　トモはそれを承知してはるん？」

　真剣な顔になったミオさんに僕は頷く。

　しばらく僕の目を見ていたミオさんは、一息つくと肩をすくめる。

「なんや、それならまるっきりうちが悪者やんか。やってしもたなぁ」

　ここまでかなり強気に出ていた彼女が、突然自分の非を認めたことに驚く。

「あの、どうしてそんなにすんなり認めたんですか？」

「ウチの国で略奪婚なんかした日には、国に住めなくなるさかい。婚約関係かて同じや」

　そういうお国柄だったのかと納得する。

「そやかて、なんで婚約なん？　あんさんたちなら、よう結婚してても不思議ではおまへんのに」

　ミオさんの問いかけに僕たちの顔が暗くなる。

　それが、目下最大の問題だからだ。

「実は、私たちの街は正式に認められた街じゃないのよ」

　イレーネさんが語り出す。

「だから、国に結婚の申請を出すこともできないんです」

　続けて僕が説明していく。

　すると、ミオさんが手を叩いてこう言った。

「なら、うちの国に来れば良いんや。そうすればいっぺんで申請通るよ？」

　その言葉は現状に苦しむ僕たちへの甘い誘惑だった、しかし……。

「この街を捨てるなんて出来ないわ。ここがなくなったら容姿差別で追い出された女性の行き場がなくなってしまう」

　誘惑を振り切るようにイレーネさんが言う。

　僕も困難な壁に当たるのを覚悟でやってきたんだ、今さら逃げるようなことはできない。

　すると、ミオさんが一つ頷いて話し始めた。

「ええ度胸や、気に入ったわ」

　そして、驚くべきことを口にする。

「なら、うちも協力しよけ。おとうちゃんを使こうて協力しよやないか」

　ミオさんの父親、この国に対して絶大な力を持つ国の使節団！

「でも、なぜ急にそんなことを？」

　僕が当然の疑問を投げかけると、彼女は笑って答える。

「このままトモたちが燻っとるんを見てられへんさかい。それに、この国も気に入らんしな」

　城に入れてもらえなかったことをまだ根に持っているらしい。

　けど、僕たちにとってはこれ以上ない好都合だ。

「……はぁ、今回の件に限っては不問にするしかないわね」

　イレーネさんも仕方ないとばかりにため息をついている。

　ミオさんは自分勝手に物事を進めているように見えるけど、意外と交渉上手なのかもしれない。

　何はともあれ、これで僕たちは心強い協力者を得ることに成功した。

　これからは、シュゼットさんと合わせて国の内外から情報を集められそうだ。

　目標達成に向けて大きく前進したと言っても良いと思う。

　この国に巣食う敵は大きいけれど、まだまだ諦めるわけにはいかない。

　僕たちは、新しい仲間と力を得て先に進んでいくのだった。











To be continued
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　今日は、町全体での祝日だ。

　なんでも、イレーネさんがこの街を本格的に立ち上げた日らしい。

　広い屋敷とその庭を開放して、盛大なパーティをするみたいだ。

「僕も出たかったんだけどなあ……」

　今日のパーティには姿を見せないようにイレーネさんからは言われている。

　お酒の入った女性の前に僕が現れると、見境なく襲われること間違いないそうだ。

　例えエディスさんがついていても、物量で突破されかねないとのこと。

　先日忠告を忘れてミオさんに襲われたばかりなので、大人しくしていることにする。

　イレーネさんも主催者ということで忙しいらしく、僕はひとりで留守番というわけだ。

　ニーナは僕が残るなら一緒に残ると言ってたけど、イレーネさんと一緒に行かせた。

　彼女にとっては初めてのことだろうし、良い経験になると思ったからだ。

「ニーナも楽しんでいると良いけど」

　幸い、メイドさんが気を効かせてくれたのかパーティ用の食事を持って来てくれたので少しは楽しめた。パーティは夜更けまで続くそうなので、今日はひとり寝だ。

　ベッドに入ると、たくさん料理を食べたからかすぐに眠気がやってきた。

　その眠気に任せて目を閉じる。数分後、僕の意識は闇に沈んでいった。

　しかし、僕は夜中に肩を揺すられて起こされることになった。

「ん……誰ですか？」

　寝ぼけ眼を擦りながら起きると、そこには三人の影。

　顔はまだぼやけていたけど、ひとりは特徴的な鮮やかな服を着ていたので、それが目に入ると一気に覚醒した。

「ミ、ミオさん、ニーナ、それにマリエッタまで……」

　僕の部屋に入ってきたのは、その三人だった。接点の見えない三人が、どうしたんだろう？

「こんふたりとは部屋ん外で会ったんよ。人のいない間に……考えることはおんなじやね」

　そう言うのはミオさん。他のふたりも同じのようだ。

「ふたりはともかく。ミオさん、あなたにはちゃんと言い聞かせたと思うんですけど」

　あの三者会談の後、やったことは許すと言ったけど、その行動が褒められないのは変わらない……という理由でイレーネさんからお説教されたはずなのだ。

「あないなこと、うちが素直に聞くはずがないやろ？」

　ニヤニヤと笑いながら言う彼女に頭を抱える。

「ニーナはお姉ちゃんに、お兄ちゃんと寝るからって言ったもん！」

「わ、わたしはエロス教のシスターとして当然のことをしに来たまでです」

　ニーナはちゃっかりイレーネさんの許可を持っていて、マリエッタは教会の大義名分があると言う。まだ強気なところは健在らしい。何にしろ、来てしまったものは仕方ない。

　どうせなら僕も楽しみたいからね。

「わかった、三人とも頑張って相手をしてみるよ」

　そう言うと、三人とも嬉しそうな顔になる。

　それを見ると、少したいへんだけど頑張ろうと思う。

　早速三人が服を脱ぐので、僕はじっくりとそれを眺めた。

　ニーナはまだ全体的に成長途中という感じだ。色っぽいというよりも健康的な肢体をしている。

　マリエッタは身長の割りにおっぱいが凄いことになっているので、そこばかりに目が行ってしまう。

　ミオさんは全体的にバランスの取れたイレーネさんみたいなタイプだ。

　胸は彼女ほどではないけどなかなかのもので、醸し出す色気は一段上に感じる。

　僕は彼女たちを招き寄せ、その身体に指を這わせた。

「んっ、おにいちゃぁん……」

「ああ、トモアキさん」

「ふふ、けっこう上手いものだね」

　両手でニーナとマリエッタを愛撫しているところで、後ろからミオさんが身体を密着させてくる。

　この前は触る機会がなかったけど、背中で感じる彼女のおっぱいは気持ちいい。

　思わず、ふたりを弄る手が加速してしまう。ニーナのほうは、早くもアソコを愛撫している。

「あん、ふわっ、ああ！」

　その少女然とした喘ぎ声を聞くと背徳感で肉棒が固くなる。

　まずは、ニーナから犯すことに決めた。

「ニーナ、ベッドに手をついて」

「にゃ、ニーナが一番なの？　嬉しいにゃ！」

　そう言うと、ぴょんと跳ねるようにして四つん這いになる。

　僕に向けられたお尻は、こちらもまだ成熟していないような感じだ。

　だけど、指で触れると意外にもしっかりとした肉感がある。

「もうこんなに濡らしてるんだね、エッチな子だ」

「んにゃあ、お兄ちゃん早くぅ」

　僕の言葉も聞き流して、ただ肉棒を求めるニーナ。ある意味、一番性欲に正直かもしれない。

「わかったよ、崩れないようにちゃんと手をついていてね」

　僕はそう言って、肉棒を膣口に添える。そして、そのまま腰を前に進めた。

「あっ、ん、にゃうう！」

　一際大きな悲鳴が聞こえた。

　だけど、これは快感によるものだとわかっているので、そのまま腰を進めて奥まで突き入れた。

「ひゃう、奥まで入ってるにゃ……」

　ニーナの恍惚とした声に興奮した僕は、そのままガツガツと犯し始める。

「ああっ、ひにゃあ！」

「こないな子にここまで喘がせるなんて、けっこう鬼畜やね」

　耳元でミオさんがクスクスと笑う。だけど、それに応えている暇もない。

　ニーナの膣内は今すぐにでも肉棒を射精させようと刺激してくるからだ。

　すでに何回ものセックスによって、ニーナの膣内は僕の肉棒に適応している。

　一番若いからか、それとも獣人だからか。どちらにせよ、強烈な快感であることは確かだ。

　僕は彼女のお尻を掴んでめちゃくちゃに腰を振る。

　何回かするなかで、ニーナを相手にするときは小細工をするよりもダイナミックに責めたほうが感じてくれるのがわかったからだ。

「ひぎゅぅ！　ダメにゃ、イっちゃうにゃあ!!」

　最初から飛ばしていたからか、もう限界の声が聞こえる。

　僕はそれに応えるように、ピストンのスピードを速くした。

　パンパン、と小気味の良い音を立てながらセックスが続く。

　だけど、激しい刺激を与えられ続けたニーナの性感が限界まで高まっていて、いつそれが爆発しても不思議じゃない状況だ。僕は、更に自身の興奮を高めるためにマリエッタとミオさんのふたりを抱き寄せた。そして、その爆乳と巨乳を両手で楽しむ。

「ふぎぃ、ま、また硬くなってるにゃ！」

　美少女と美女のたっぷりとした胸を味わいながら、こちらも負けないくらい可愛らしい女の子の中に射精する。最高だ。

　その考えが引き金になったのか、予想より早く僕のほうが我慢できなくなってしまった。

「う、もう出るよ！」

　その言葉と同時に肉棒を子宮口まで押し付ける。

　そして、勢いよく射精した。

　今日一発目の精液は量も多く、ニーナの膣内をすぐに満たしていく。

「出てるにゃ、お兄ちゃんのが中に!?　あ、熱すぎるぅ、こんなのイっちゃうにゃぁぁああ！」

　ニーナも僕の射精を受けて絶頂した。

　それが収まるのを見計らって肉棒をひき抜くと、ぽっかりと空いた膣口から精液が垂れてくる。

「ああ、こんなにたくさん、勿体ないです」

　マリエッタは、そう言うと屈んでニーナのアソコに舌を這わせる。

「んにゃ、ひぅ……」

　イったばかりのところを舐められて硬直するニーナ。

　それに構わずマリエッタは精液を舐めとっていく。

　その光景がたまらなくエッチで、いつの間にか肉棒も復活してしまっていた。

「凄い、もうそんなに……トモアキさん、次はわたしにお願いします」

　マリエッタはぐったりしたニーナの隣でお尻を突き出す。僕はたまらず彼女へ覆いかぶさった。

　そして、すぐさま肉棒を挿入する。

「んああああ！　こ、この前より大きいような、あん！」

　想像以上のものに一瞬顔を歪めたが、すぐに順応したのか嬌声を上げ始める。

　少しいきなりすぎたかとも思ったけど、マリエッタの膣内は先ほどの胸への愛撫で十分に濡れていたらしい。ヒダがかなり積極的に絡みついてきた。

「マリエッタも、また気持ちよくなってるよ」

「トモアキさんにそう言ってもらえるなんて、嬉しいです」

　僕を見る彼女の表情は早くも蕩けていた。

　それに、特徴である爆乳もピストンのたびに上下に揺れている。

　それを見ておっぱいを揉みたい衝動にかられた僕は、迷わず手をのばした。

「はぁはぁ、んっ！　トモアキさん、おっぱいが好きですね」

「こんなに大きくて綺麗なものが目の前にあるからね、揉みたくなるのも仕方ないよ」

「なら、もっと強く揉んでください。トモアキさんの好きなように滅茶苦茶にしてぇっ！」

　彼女の願いどおりに両手でおっぱいを揉みながら腰を振る。

　自分の手の中でグニグニと形を変えるおっぱいを、視覚と触覚の両方で感じた。

　手も肉棒も柔らかい肉に包まれて、入れたばかりだというのに今すぐにでも射精してしまいそうだ。

「あっ、もうイキそうになってますね？　いいですよ、わたしでいっぱい気持ちよくなってください」

　肉棒の感触でそのことを悟ったらしいマリエッタがそう言う。

　だけど、僕としてもひとりだけでイってしまうのも寂しい。

　なので、名残惜し気におっぱいから手を離しつつも、ベッドに手をついて思いっきり腰を振る。

　しっかりとした体勢から繰り出されるピストンは、マリエッタの弱点を強烈に直撃した。

「んいぃ!?　ダメ、ダメです！　そんなに逞しい動きで突かれたらすぐにイっちゃいますぅ！」

　一瞬で余裕をなくしたマリエッタがだらしない顔を晒す。

　僕はそれに満足しながら、射精に向けてさらに肉棒を深く打ち込む。

「イクイク、イっちゃう！　らして、トモアキさんも一緒にイってくらさいぃ！」

「あぁ、イクよ！」

「あひぃ、イキますっ、イクイクイックゥゥゥゥ!!」

　マリエッタの膣内が絶頂で締まり、それが引き金になって僕のほうも爆発した。

　二回目にも関わらず多くの精液が射精されていく。

「はぁ、はぁ、はぁ……」
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「ふふふ、凄かったね。うちにもこないに激しくしてくれるん？」

　荒い息を吐きながらマリエッタから離れると、すぐにミオさんが身体を寄せてきた。

　その肉体は、他のふたりとは違う大人の女性の身体だ。

　彼女にすり寄られて、もう二回の大きな絶頂をしたはずの肉棒も力を取り戻す。

「さぁ、最後ははうちの番どすえ？」

　そう言うと、ミオさんは僕の股間にお尻を擦りつける。

「じゃあ、さっそく……」

　興奮冷めやらぬうちに誘惑された僕は、そのままの勢いでミオさんも犯す。

　彼女もマリエッタと同じように濡れていたようで、抵抗もなくするっと挿入してしまえた。

　膝立ちのままミオさんを後ろから犯している状態だ。そして、そのまま腰を揺する。

「んふっ、うちにはあの子たちみたいに激しくしてくれないん？」

「ミオさん相手に力技でしたら、確実に僕のほうが先にイってしまいますから」

　十分に性感の高まった状態ならば別だけど、この状態では悪手だ。

　最悪手玉に取られて搾り取られてしまう。

　僕は、慎重にミオさんの膣内を責めていった。

　集中的に狙うのは奥だ。まだ未熟な部分で、ミオさんのほうも快感を抑えにくい。

「そないに奥ばっかり、いけずやね。ふあっ、んん！」

　いい感じに性感が高まってきた。僕も同じだけど、二回射精したぶん余裕がある。

　そのまま、身体は密着させて腰だけを振った。

　それに合わせて、こちらも十分に巨乳なおっぱいに手をのばす。

　後ろから持ち上げるように揉むと、感じているのか膣内のほうまで締まった。

「うちのおっぱいも気持ちええんか。なんなら、ずっと揉んでくれててもええんよ？」

　魅力的なお誘いだけど、永遠にこうしている訳にもいかない。

　僕は最後の射精に向けてピストンを激しくした。

「はぐ、子宮口まで犯されて……」

「ミオさん、奥に出しますよ？」

「あん、んんんん！　わ、わかった……やけど、うちにだけ薄いん出したら承知せんよ？」

　振り返ったミオさんが僕の目を見て言う。

　そうまで言われては仕方ない。僕は自分の絶頂を限界以上に高めるために、無心で腰を振り続ける。

　ミオさんも膣内を締めて肉棒を刺激してくれた。

「ああ、もう無理だ。出る、出しますよ！」

　僕はそう言って最後にズンズンと深くピストンする。

「うん、うちもイクからっ……ひゃっ、んぉぉおお！　イグ、イグゥゥウウ！」

　ビュービュー、と今日一番長いかもしれない射精で精液をミオさんの中に送り込む。

　噴出した精液は、収まりきらないと言わんばかりに結合部から漏れ出ている。

　僕はミオさんから肉棒を抜くと、そのまま脱力して倒れる。

　そして、ひととおり三人の幸せそうな顔を眺めると、今度は四人揃って眠りにつくのだった。
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　みなさま、こんにちは。赤川ミカミです。

　大変うれしいことに二巻目を発売することができました。逆転ものということでどれくらい反響があるのかわかりませんでしたが、意外（？）と好調なようでひとまず安心しております。

　ニッチなジャンルと思われがちですが、好きな方はきちんと見つけてくれているようですね。とても幸せなことだと思います。

　さて、二巻目になり、さらにキャラクターが増えました。

　どのキャラも個人的には大好きなのですが、特に一押しはミオさんです。京都弁のキャラということで書くのが大変苦労いたしましたが、キャラは立ったかなぁと思っております。

　いろいろと突っ込みはあると思いますが、設定的には異世界ということでエセ京都弁ということになっております。細かいところはご容赦下さいませ……！

　ミオさんはネット小説でもそこそこ珍しい花魁キャラです。イラスト的にも花魁とわかるようにしていただき満足しております。逆転もそうですが、花魁のような属性を好きな方が少しでも共感してくれたら嬉しいなと思います。

　自分ではあまり気にしていないのですが、もしかしたらニッチなジャンルのほうが好きなのかもしれませんね。それでも同じように共感してくれる方はいらっしゃると思いますので、これからも応援していただければ幸いです。

　また、本作品ですが順調に行けば次回が最終回になるのではないかなと思います。まだＷＥＢでも完結しておりません（と言いながら、本が発売する頃には完結しているかもしれません）が、一応最後までの内容は考えておりますし、書籍化作業もしながら書き進めておりました。

　奇をてらうような展開ではないと思いますので、多くの方が楽しんで、ご納得いただけるような最後になればと考えております。まだまだ続いていくと思いますので、ぜひ楽しみに待っていただければと思います。

　ちなみに、次回作についても考えてあります。まだまだ企画段階ではありますが、よろしければそちらもお楽しみに。

　それでは最後に謝辞を。

　二巻目もお付き合いいただいた担当様、本当にありがとうございます。無事に出版することができて嬉しく思います。書籍化はモチベーションを維持する理由でもありますので、これからも頑張らせていただきます。

　そして、拙作のイラストを担当して下さった１００円ロッカー様。一巻に引き続き、新キャラをたいへん可愛らしく描いていただき、ありがとうございます。次は最終巻になると思いますが、なんとか一緒に作品を作っていければと思います。

　最後にこの作品を読んでくれた方々。ＷＥＢから追いかけてくれた方、書籍にて初めて出会った方、元々逆転ものが好きな方、逆転ものに初めて触れた方……ありがとうございます！　逆転ものがたくさんの方に読んでもらえるよう、これからも頑張っていきますので応援のほう、よろしくお願いします。

　それではまた次巻で！


二〇一六年七月　赤川ミカミ
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